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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　計算システムからコンテンツアイテム名前空間の識別子とクライアントジャーナルカー
ソル値とを受信することであって、前記クライアントジャーナルカーソル値が前記計算シ
ステムに対する前記コンテンツアイテム名前空間の状態を反映し、前記コンテンツアイテ
ム名前空間がオンラインコンテンツ管理サービスの管理下にあるコンテンツアイテムの集
合を含む、受信することと、
　メタデータサーバからコンテンツアイテムブロックを特定するものを受信することであ
って、前記コンテンツアイテムブロックがコンテンツアイテムを構成する、受信すること
と、
　前記受信されたクライアントジャーナルカーソル値に少なくとも部分的に基づいて、前
記計算システムから、前記コンテンツアイテムを構成する前記コンテンツアイテムブロッ
クのうちの前記計算システムによって保持されているひとつ以上のコンテンツアイテムブ
ロックを特定してダウンロードすることと、を含む方法。
【請求項２】
　前記コンテンツアイテム名前空間の前記識別子と前記クライアントジャーナルカーソル
値とはひとつ以上のユーザデータグラムパケットで前記計算システムから受信される請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記受信されたコンテンツアイテム名前空間の識別子に少なくとも部分的に基づいて、
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エントリをテーブルに格納することであって、前記エントリが前記テーブルにおいて前記
コンテンツアイテム名前空間の識別子に関連付けられ、前記エントリが前記計算システム
のネットワークアドレスを含み、前記エントリが前記コンテンツアイテム名前空間が前記
計算システムに設けられていることを表す、格納することをさらに含む請求項１または２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記計算システムは第１計算システムであり、
　前記クライアントジャーナルカーソル値は第１クライアントジャーナルカーソル値であ
り、
　前記方法はさらに、
　前記第１計算システムではない第２計算システムから、前記コンテンツアイテム名前空
間の識別子と、前記コンテンツアイテム名前空間に関連付けられるが前記第１クライアン
トジャーナルカーソル値ではない第２クライアントジャーナルカーソル値と、を受信する
ことと、
　前記第１クライアントジャーナルカーソル値と前記第２クライアントジャーナルカーソ
ル値とを比較することと、
　前記第１クライアントジャーナルカーソル値と前記第２クライアントジャーナルカーソ
ル値との前記比較に少なくとも部分的に基づいて、前記第２計算システムの代わりに前記
第１計算システムからダウンロードすると決定することと、を含む請求項１から３のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１クライアントジャーナルカーソル値と前記第２クライアントジャーナルカーソ
ル値とを比較することは、前記第１クライアントジャーナルカーソル値の数値が前記第２
クライアントジャーナルカーソル値の数値よりも大きいと判定することを含む請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　前記第２クライアントジャーナルカーソル値が前記第２計算システムに対する前記コン
テンツアイテム名前空間の第２状態を反映し、
　前記第１クライアントジャーナルカーソル値と前記第２クライアントジャーナルカーソ
ル値とを比較することは、前記第１状態が前記第２状態よりも現在に近いと判定すること
を含む請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記方法は、前記計算システムから、前記コンテンツアイテムを構成する前記コンテン
ツアイテムブロックのうちの前記特定されたひとつ以上のコンテンツアイテムブロックが
前記計算システムからのダウンロード用に利用可能であることのアクノレッジメントを受
信することをさらに含み、
　前記特定されたひとつ以上のコンテンツアイテムブロックをダウンロードすることは、
前記受信されたアクノレッジメントに少なくとも部分的に基づく請求項１から６のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記計算システムが第２計算システムであり、前記方法が前記第２計算システムではな
い第１計算システムによって行われ、
　前記コンテンツアイテムを構成する前記コンテンツアイテムブロックのなかから前記ひ
とつ以上のコンテンツアイテムブロックを特定することは、前記コンテンツアイテムを構
成する前記コンテンツアイテムブロックのなかから前記第１計算システムによってローカ
ルで保持されている少なくともひとつのコンテンツアイテムブロックを特定することによ
り行われ、
　前記方法はさらに、前記コンテンツアイテムを構成する前記コンテンツアイテムブロッ
クのうちの前記ひとつ以上のコンテンツアイテムブロックが前記第１計算システムによっ
てローカルで保持されている前記少なくともひとつのコンテンツアイテムブロックに含ま
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れないと判定することによって、前記コンテンツアイテムを構成する前記コンテンツアイ
テムブロックのなかから前記ひとつ以上のコンテンツアイテムブロックをダウンロード用
に選択することを含む請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記計算システムは第１計算システムであり、
　前記クライアントジャーナルカーソル値は第１クライアントジャーナルカーソル値であ
り、
　前記方法はさらに、前記第１計算システムではない第２計算システムから、前記コンテ
ンツアイテム名前空間の識別子と、前記コンテンツアイテム名前空間に関連付けられるが
前記第１クライアントジャーナルカーソル値ではない第２クライアントジャーナルカーソ
ル値と、を受信することを含み、
　前記コンテンツアイテム名前空間の識別子と前記第１クライアントジャーナルカーソル
値とは第１時刻に前記第１計算システムから受信され、
　前記コンテンツアイテム名前空間の識別子と前記第２クライアントジャーナルカーソル
値とは前記第１時刻より前の第２時刻に前記第２計算システムから受信され、
　前記方法はさらに、前記第１時刻が前記第２時刻の後であることに少なくとも部分的に
基づいて、前記第２計算システムの代わりに前記第１計算システムからダウンロードする
と決定することを含む請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記コンテンツアイテム名前空間が第１コンテンツアイテム名前空間であり、
　前記クライアントジャーナルカーソル値は第１クライアントジャーナルカーソル値であ
り、
　前記方法はさらに、
　前記第１コンテンツアイテム名前空間ではない第２コンテンツアイテム名前空間に関連
付けられるが前記第１クライアントジャーナルカーソル値ではない、ローカルで保持され
る第２クライアントジャーナルカーソル値を決定することと、
　前記第２コンテンツアイテム名前空間の識別子と前記第２クライアントジャーナルカー
ソル値とをひとつ以上の計算デバイスへ送信することと、を含み、
　前記第２コンテンツアイテム名前空間が、前記第２クライアントジャーナルカーソル値
がローカルで保持されている特定の計算デバイスに設けられ、
　前記特定の計算デバイスが、前記第２コンテンツアイテム名前空間の識別子と前記第２
クライアントジャーナルカーソル値とが送信された先の前記ひとつ以上の計算デバイスの
うちのひとつではない請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記計算システムが第２計算システムであり、前記方法が前記第２計算システムではな
い第１計算システムによって行われ、
　前記方法はさらに、前記ダウンロードの前に、前記コンテンツアイテムを構成する前記
コンテンツアイテムブロックのなかから前記第１計算システムによってローカルで保持さ
れていない複数のコンテンツアイテムブロックを決定することを含み、
　前記複数のコンテンツアイテムブロックのうちのひとつ以上が前記第２計算システムに
よって保持されておらず、
　前記方法はさらに、前記第２計算システムによって保持されていない前記複数のコンテ
ンツアイテムブロックのうちの前記ひとつ以上を、前記コンテンツアイテム名前空間が割
り当てられたコンテンツアイテムブロックサーバからダウンロードすることを含む請求項
１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１計算システムと前記第２計算システムとが第１ネットワークを介して接続され
、前記第１計算システムと前記コンテンツアイテムブロックサーバとが第２ネットワーク
を介して接続され、前記第２ネットワークが前記第１ネットワークを含まない請求項１１
に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記メタデータサーバから、前記コンテンツアイテム名前空間が前記コンテンツアイテ
ムブロックサーバに割り当てられたことを示すものを受信することをさらに含む請求項１
１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記コンテンツアイテム名前空間の前記識別子と前記クライアントジャーナルカーソル
値とはひとつ以上のユーザデータグラムパケットで前記計算システムから受信される請求
項１に記載の方法。
【請求項１５】
　ひとつ以上のプロセッサによって実行された場合、請求項１から１４のいずれか一項に
記載の方法を実行させるインストラクションを備えるコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　ひとつ以上のプロセッサと、
　前記ひとつ以上のプロセッサによって実行された場合、請求項１から１４のいずれか一
項に記載の方法を実行させるインストラクションを保持するひとつ以上の保持媒体と、を
備えるシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願はデジタルコンテンツアイテムの管理に関する。特に、下記の本発明の例示的な実
施の形態は、オンラインコンテンツ管理サービスでホストされるデジタルコンテンツアイ
テムの管理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　伝統的に、企業は自身が所有し運用するネットワークファイルサーバにデジタルコンテ
ンツアイテム（例えば、ドキュメント、ファイル、および他のデジタル情報）を格納して
きた。そのようなファイルサーバは、多くの場合、ネットワークファイヤウォールの後ろ
のオンプレミスに位置している。ネットワークファイヤウォールはファイルサーバへの認
証されていないネットワークアクセスを防ぐ。この構成は、ファイルサーバへのネットワ
ークアクセスの大半または全てがネットワークファイヤウォールの後ろにあるコンピュー
タ、例えばファイルサーバと同じローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）に接続されたコ
ンピュータ、によるものである場合に、上手く働く。ある場合には、ファイヤウォールの
外側からの（例えば、インターネットを介した）ファイルサーバへのネットワークアクセ
スは仮想プライベートネットワーク（ＶＰＮ）によって促進される。ＶＰＮは実効的に、
ファイヤウォールの外側のコンピュータを、ファイルサーバから見て、あたかもファイヤ
ウォールの後ろにいるかのように見せる。
【０００３】
　しかしながら、今日、労働力はよりグローバルでよりモバイルとなっている。このこと
は、ブロードバンドインタ－ネット接続の広い可用性と、比較的低料金で、そのうえ強力
な、例えば、携帯電話、ラップトップコンピュータ及びタブレットコンピュータなどのポ
ータブル個人用計算デバイスの可用性とによって広く拍車がかかっている。その結果、従
業員は仮想的にどこでも仕事をすることができ、仕事を終わらせるためにオフィスに物理
的に存在する必要がない（例えば遠隔で仕事をすることができる）。
【０００４】
　最近、オンラインコンテンツ管理サービスは、従業員がインターネット又は他のネット
ワーク上でアクセス可能な「オンラインに」コンテンツアイテムを格納することが可能に
なった。企業はオンラインコンテンツ管理サービスを用いて、そのサービスによって動作
するサーバ上に企業のコンテンツアイテムを「ホスト」することができる。オンラインコ
ンテンツ管理サービスの例には、カリフォルニア州サンフランシスコのＤｒｏｐｂｏｘ，
Ｉｎｃ．により提供されている「ドロップボックス」サービスがある。
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【０００５】
　コンテンツアイテムのオンラインストレージは、企業やその従業員等に多くの利益をも
たらす。ドロップボックス（Ｄｒｏｐｂｏｘ）は、例えば、ホストしたコンテンツアイテ
ムを、複数のデバイスとユーザに同期及び共有する機能を提供する。このエンドユーザと
ドロップボックスの両方にコンテンツアイテムを格納することに起因する柔軟性は、種々
の異なるオンサイト及び遠隔の就労形態をサポートし、従業員には利便性を、そして雇用
者には増大した従業員の生産性を提供する。
【０００６】
　企業によって生成されるデジタル情報の量が増加すれば、オンラインコンテンツ管理サ
ービスを用いた企業のコンテンツアイテムのホスティングは増加することのみが期待され
る。しかしながら、いくつかのホストした情報のデリケートな性質により、企業ユーザを
含むそのようなサービスのユーザは、サービスを用いてホストするコンテンツアイテムに
対してより高いレベルのコントロールを提供するサービスへの改善を理解するだろう。加
えて、今日の企業においてブロードバントインターネット接続が普及する一方で、インタ
ーネットを介したコンテンツアイテムのアップロード及びダウンロードは、未だにユーザ
が期待する又は望むよりもより長い時間を要し得る。
【０００７】
　このセクションで説明したアプローチは、さらに追及されうるアプローチであって、既
に着想され、追及されたアプローチではない。したがって、特に示唆しない限り、ここで
説明した任意のアプローチが、ここに組み込まれることにより単に先行技術として認識さ
れることが想定されるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　本発明の実施例は例示目的で説明されるものであり、参照番号等が類似の要素を参照す
るような、以下に示す添付の図面の図における限定による方法で説明されるものではない
。
【０００９】
【図１】本発明のいくつかの例示的な実施の形態が実施されるシステム環境例を示すブロ
ック図である。
【００１０】
【図２】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイテムをターゲッ
トブロックサーバへアップロードするためのプロセスのフロー図である。
【００１１】
【図３】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、ユーザアカウントとコンテンツ
アイテム名前空間のメタデータのブロック図である。
【００１２】
【図４】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイテムサーバジャ
ーナルのブロック図である。
【００１３】
【図５】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイテムをオフプレ
ミスブロックサーバへアップロードするためのインタラクション図である。
【００１４】
【図６】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイテムをオンプレ
ミスブロックサーバへアップロードするためのインタラクション図である。
【００１５】
【図７】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイテムをターゲッ
トブロックサーバからダウンロードするためのプロセスのフロー図である。
【００１６】
【図８】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、リンクされたデバイスメタデー
タのブロック図である。
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【００１７】
【図９】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイテムをブロック
サーバからダウンロードするインタラクション図である。
【００１８】
【図１０】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイテムをターゲ
ットブロックサーバへアップロードするためのプロセスのフロー図である。
【００１９】
【図１１】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイテムサーバジ
ャーナルのブロック図である。
【００２０】
【図１２】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイテムをオフプ
レミスブロックサーバへアップロードするためのインタラクション図である。
【００２１】
【図１３】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイテムをオンプ
レミスブロックサーバへアップロードするためのインタラクション図である。
【００２２】
【図１４】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイテムをターゲ
ットブロックサーバからダウンロードするためのプロセスのフロー図である。
【００２３】
【図１５】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイテムをターゲ
ットブロックサーバからダウンロードするインタラクション図である。
【００２４】
【図１６】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、ピアパーソナル計算デバイス
を発見するためのプロセスのフロー図である。
【００２５】
【図１７】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、ピアダウンロード報知のブロ
ック図である。
【００２６】
【図１８】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、ピアデバイステーブルのブロ
ック図である。
【００２７】
【図１９】本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、欠落しているコンテンツアイ
テムブロックのピアツーピアダウンロードのためのプロセスのフロー図である。
【００２８】
【図２０】本発明の例示的な実施の形態が実施され得る計算デバイスの非常に一般的なブ
ロック図である。
【００２９】
【図２１】計算デバイスの動作を制御する基本的なソフトウエアシステムのブロック図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下の説明では、本発明の実施例の十分な理解を提供するために、説明の目的で多くの
特定事例を明らかにする。しかしながら、本実施例がそれらの特定事例なしに実施されう
ることは明らかであろう。他の例では、本実施例を不必要に不明りょうにすることを避け
るために、既知の構成やデバイスがブロック図の形式で示される。
【００３１】
　例示的な実施の形態は以下の概要に従って説明される。
１．０　説明例
２．０　システム環境の例
３．０　第１の例示的な同期プロトコル動作
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　３．１　コンテンツアイテムのアップロード
　　３．１．１　ユーザアカウントおよびコンテンツアイテム名前空間メタデータ
　　３．１．２　コンテンツアイテム名前空間マウント情報
　　３．１．３　コンテンツアイテムサーバジャーナル
　　３．１．４　例示的なアップロードインタラクション
　３．２　コンテンツアイテムのダウンロード
　　３．２．１　リンクされたデバイスメタデータ
　　３．２．２　例示的なダウンロードインタラクション
４．０　第２の例示的な同期プロトコル動作
　４．１　アップロードプロセス
　　４．１．１　コンテンツアイテムサーバジャーナル
　　４．１．２　例示的なアップロードインタラクション
　４．２　ダウンロードプロセス
　　４．２．１　例示的なダウンロードインタラクション
５．０　ストリーミングダウンロード最適化
　５．１　第１の例示的な同期プロトコル
　５．２　第２の例示的な同期プロトコル
６．０　ピアツーピア最適化
　６．１　発見プロセス
　６．２　ピアダウンロード報知
　６．３　ピアデバイステーブル
　６．４　ピアツーピアダウンロードプロセス
７．０　オンプレミスコンテンツ管理サービス
８．０　基本的な計算ハードウエアとソフトウエア
　８．１　基本的な計算デバイス
　８．２　基本的なソフトウエアシステム
９．０　拡張及び代替
－－－－
１．０　　　説明例
【００３２】
　本発明の実施例は、オンラインコンテンツ管理サービスのユーザに、そのようなサービ
スを用いてホストされるユーザのコンテンツアイテムにわたる、より高いコントロールを
提供する。以下では、多くの、コンピュータに実装されるプロセス及びネットワークのや
り取りが記載される。これらのプロセス及びネットワークのやり取りの記載において役立
つように、これから何人かの説明例のユーザが用いられる。これらの例は、本発明のいく
つかの実施例の特徴を説明するために用いられ、本発明のいくつかの実施例の特定の特徴
を記載する際に役立つ。これらの例は限定を意図するものではなく、単に説明として提供
されるものである。
【００３３】
　第１のユーザ例は、以下、「アルファ会社」として参照される。第１の例として、アル
ファ会社は多数の従業員を有し、従業員は、オンラインコンテンツ管理サービスを用いて
、彼らの業務コンピュータに格納されたコンテンツアイテムを、当該サービスによって運
用されるインターネット上のサーバに格納されるコンテンツアイテムと同期する。アルフ
ァ会社は、コンテンツアイテムが彼らの業務コンピュータに格納されているため、従業員
の業務コンピュータがインターネットに接続していない場合に当該コンテンツアイテムへ
のアクセスを有する、ということを好む。同時に、アルファ会社は、コンテンツアイテム
がオンラインコンテンツ管理サービスのサーバと、バックアップ及び共有の目的で同期さ
れる、ということも好む。アルファ会社はまた、可能な場合に、従業員の業務コンピュー
タ間のコンテンツアイテムの変更を同期するための必要な時間を削減することを好む。
【００３４】
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　第２の例として、アルファ会社の従業員は地理的に分散化され得る。例えば、アルファ
会社の本社はサンフランシスコにあり得るが、サテライトオフィスをニューヨーク、オー
スティン及びシアトルにも有し得る。会社アルファのチームも地理的に分散され得る。例
えば、サンフランシスコとオースティンのオフィスの従業員がプロジェクトで共同し得る
。アルファ会社は、チームで共同したコンテンツアイテムへの変更がサンフランシスコと
オースティンのオフィスのコンピュータ間で素早く同期されることを好むだろう。
【００３５】
　第３の例として、サンフランシスコとオースティンのアルファ会社の従業員が共同する
プロジェクトは非常にデリケート（例えば機密）であり得る。この場合、アルファ会社は
、プロジェクトに関するコンテンツアイテムに渡る、より多くのコントロールと監視を保
持することを望み得る。例えば、アルファ会社は、プロジェクトのコンテンツアイテムが
オンプレミスに格納され、オンラインコンテンツ管理サービスによって動作するサーバに
は格納されないことを好み得る。
【００３６】
　本発明の特徴を用いることにより、アルファ会社のようなユーザ及び他のユーザは、オ
ンラインコンテンツ管理サービスによって管理される彼らのコンテンツアイテムがどこに
ホストされるのかをコントロールすることができる。特に、実施例は、オンプレミスにの
み、オフプレミスにのみ、又は、オンプレミスとオフプレミスとの両方に、ユーザがコン
テンツアイテムをホストすることを可能にする。オンプレミスにコンテンツアイテムをホ
ストする場合、ユーザは、（いくつかの実施例はオンラインコンテンツ管理サービスがオ
ンプレミスのコンテンツアイテムのストレージハードウエアを提供することを含むが）彼
ら自身のコンテンツアイテムのストレージハードウエアを用いることができる。実施例は
、エンドユーザデバイスが、エンドユーザデバイスにおいて成されたコンテンツアイテム
の変更を、オンプレミスのストレージ、オフプレミスのストレージ、又はオンプレミスの
ストレージとオフプレミスのストレージとの両方、へ同期することを可能にする。実施例
はまた、エンドユーザデバイスが、他のエンドユーザデバイスによって成されたコンテン
ツアイテムの変更を、オンプレミスのストレージ、オフプレミスのストレージ、又はオン
プレミスのストレージとオフプレミスのストレージとの両方、から同期することを可能に
する。
【００３７】
　これらの説明の例は、以降の記載のいくつかと共に用いられ、本発明のいくつかの実施
例の特定の特徴を記載する際に役立つ。
２．０　システム環境の例
【００３８】
　本発明のいくつかの実施例の特徴が、図１を参照して今から記載される。図１は、本発
明のいくつかの実施例が実施されるシステム環境１００の例に係るブロック図である。図
示されるように、ユーザ（例えば１０２－１）は、個人用計算デバイス（例えば１１０－
１）を有する又は用いることができる。個人用計算デバイスはローカルストレージ（例え
ば１１２－１）とコンテンツアイテム同期エージェント（例えば１１４－１）とを有する
ことができる。個人用計算デバイスのローカルストレージは、１つ以上のコンテンツアイ
テム１１３を格納することができる。オンプレミスブロックサーバ１２０は、ブロックサ
ービス１２２、ブロックストレージ１２４、及びブロック管理エージェント１２６から構
成されることができる。ブロックストレージ１２４は、１つ以上のコンテンツアイテムブ
ロック１２５を格納することができる。オンラインコンテンツ管理サービスは、コントロ
ールプレーン、ストレージプレーン、及びデータプレーンから構成されることができる。
コントロールプレーンは通知サーバ１４０、メタデータサーバ１５０、及びウェブサイト
１７０を含むことができる。ストレージプレーンはオフプレミスブロックサーバ１３０を
含むことができる。オフプレミスブロックサーバ１３０は、ブロックサービス１３２、及
びブロックストレージ１３４から構成されることができる。オフプレミスブロックサーバ
１３０のブロックストレージ１２４は、１つ以上のコンテンツアイテムブロック１２５を
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格納することができる。バックエンドデータバスは、計算デバイス、ネットワーク、及び
ネットワークデバイスの集合から構成されることができ、ネットワークデバイスは、ネッ
トワーク通信と、サーバ１３０、１４０、１５０及び１７０のものを含む、コントロール
プレーンとストレージプレーンとの間やその内部のデータの移動とを容易にする。バック
エンドデータバスはまた、サーバ１３０、１４０、１５０及び１７０のものを含む、コン
トロールプレーンとストレージプレーンとによってメタデータプレーン１８０へのアクセ
スを容易にすることができる。データプレーン１８０は、１つ以上の揮発性又は不揮発性
メモリをベースとした、分散可能な、データを検索及び格納するデータベースシステム（
例えばメムキャッシュ（ｍｅｍｃａｃｈｅ）、ＲＤＢＭＳ、分散キー・バリューストア等
）から構成されることができる。
【００３９】
　図１の例では、システム環境１００は、個人用計算デバイス１１０－１及び個人用計算
デバイス１１０－２をそれぞれ有する又は使用するユーザ１０２－１及び１０２－２を含
む。個人用計算デバイス１１０－１は、ローカルストレージ１１２－１とコンテンツアイ
テム同期エージェント１１４－１とを有する。個人用計算デバイス１１０－２も、ローカ
ルストレージ１１２－２とコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２とを有する。
図１は、明示的な例を提供する目的で、システム環境１００における２人のユーザ（１０
２－１及び１０２－２）と２つの個人用計算デバイス（１１０－１及び１１０－２）のみ
を示しているが、システム環境１００は、２人以上のユーザと、それぞれがローカルスト
レージ及びコンテンツアイテム同期エージェントを有する２つ以上の個人用計算デバイス
とを含んでよいことは理解されるべきである。例えば、システム環境１００は、数百又は
数千又は数百万又はそれ以上のユーザと、数百又は数千又は数百万又はそれ以上の個人用
計算デバイスを有してよい。更に、ユーザと個人用計算デバイスとの間に一対一の対応は
要求されない。例えば、単一の個人用計算デバイスは複数のユーザによって使用されても
よく、単一のユーザは複数の個人用計算デバイスを有し又は使用してもよい。
【００４０】
　本発明のいくつかの実施例に従って、ユーザ１０２－１は、個人用計算デバイス１１０
－１を用いて、個人用計算デバイス１１０－１のローカルストレージ１１２－１にコンテ
ンツアイテム１１３を追加し又は変更することができる。その後、個人用計算デバイス１
１０－１におけるコンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、ローカルストレー
ジ１１２－１へのコンテンツアイテム１１３の追加又は変更を自動的に検出し、このコン
テンツアイテム１１３をオンプレミスブロックサーバ１２０又はオフプレミスブロックサ
ーバ１３０にアップロードする。いくつかの実施例によれば、アップロードは、以降でよ
り詳細に説明される実施例のコンテンツアイテム同期プロトコルに従う、コンテンツアイ
テム同期エージェント１１４－１とメタデータサーバ１５０との間のネットワーク通信に
よって促進される。
【００４１】
　本発明のいくつかの実施例に従って、他の個人用計算デバイス１１０－２は、個人用計
算デバイス１１２－２のローカルストレージ１１２－２に追加された又は変更されたコン
テンツアイテム１１３を自動的にダウンロードすることができる。初めに、通知サーバ１
４０は、個人用計算デバイス１１２－２におけるコンテンツアイテム同期エージェント１
１４－２に、コンテンツアイテム１１３の新たなバージョンが利用可能であることを通知
する。その後、コンテンツアイテム同期プロトコルに従った同期エージェント１１４－２
とメタデータサーバ１５０との間のネットワーク通信による指示の通りに、コンテンツア
イテム同期エージェント１１４－２は、コンテンツアイテム１１３の新たなバージョンを
、オンプレミスブロックサーバ１２０又はオフプレミスブロックサーバ１３０からダウン
ロードする。ダウンロードの後に、コンテンツアイテム１１３の新たなバージョンはロー
カルストレージ１１２－２におけるユーザ１０２－２に利用可能となる。
【００４２】
　個人用計算デバイス（例えば１１０－１又は１１０－２）は据え置き用又は携帯用計算
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デバイスであることができる。例えば、個人用計算デバイスは、デスクトップコンピュー
タ、ワークステーションコンピュータ、携帯電話、ラップトップコンピュータ、タブレッ
トコンピュータ、又は他の据え置き用又は携帯用計算デバイスであることができる。個人
用計算デバイスは、例えば、図２０との関連で後述する基本的な計算デバイス２０００の
もののような、１以上のハードウエア要素から構成されてもよい。個人用計算デバイスは
また、例えば、図２１との関連で後述するソフトウエアシステム２１００のような、基本
的なソフトウエアシステムを用いて構成されてもよい。
【００４３】
　ローカルストレージ（例えば１１２－１又は１１２－２）は、物理ホストインタフェー
ス（例えば、シリアルアタッチドＳＣＩＳ（ＳｅｒｉａｌＡｔｔａｃｈｅｄＳＣＩＳ）、
シリアルＡＴＡ、ＰＣＩエクスプレス、ファイバチャネル（ＦｉｂｒｅＣｈａｎｎｅｌ）
、ＵＳＢなど）によって個人用計算デバイス１１０のバスに接続される、電子的、磁気的
又は光学的なデータストレージ機構であり得る。例えば、個人用計算デバイスの、データ
ストレージ機構は、ハードディスク、ソリッドステートドライブ、又は光学ドライブであ
り得る。代替的に、ローカルストレージは、個人用計算デバイス上に「マウント」される
、例えば、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）上のネットワークデータストレージの
ような、ネットワークドライブであり得る。ネットワークドライブをマウントすることに
より、ネットワークドライブに格納されるデータは、ネットワークドライブがデバイスと
は別個にネットワークを跨いで物理的に置かれても、ユーザと、個人用計算デバイス（例
えばデバイスの物理ドライブ上）に格納される個人用計算デバイス上で実行されるアプリ
ケーションとから見えるようになる。ひとたびマウントされると、個人用計算デバイスは
、典型的に、例えば、ＵＮＩＸ用のネットワークファイルシステム（ＮＦＳ）プロトコル
、又は、ウインドウズ（ＷＩＮＤＯＷＳ）用のサーバメッセージブロック（ＳＭＢ）プロ
トコルのようなネットワークファイルシステムプロトコルに従って、ネットワークドライ
ブから及びネットワークドライブへ読み書きする。
【００４４】
　個人用計算デバイスのローカルストレージは、コンテンツアイテム１１３を格納しても
よい。「コンテンツアイテム」はデジタル情報の集合である。ローカルストレージに格納
される場合、コンテンツアイテムはファイルシステムのファイルに対応し得る。例えば、
コンテンツアイテムは、文書ファイル（例えばワードプロセッシング文書、プレゼンテー
ション文書、スプレッドシート文書又は他の種別の文書）、画像ファイル（例えば、ｊｐ
ｇ，ｔｉｆｆ，ｇｉｆ又は他の種別の画像ファイル）、音声ファイル（例えば、　ｍｐ３
，ａｉｆｆ，ｍ４ａ，ｗａｖ又は他の種別の音声ファイル）、映像ファイル（例えば、ｍ
ｏｖ，ｍｐ４，ｍ４ｖ又は他の種別の映像ファイル）、ウェブページファイル（例えば、
ｈｔｍ，ｈｔｍｌ又は他の種別のウェブページファイル）、テキスト又はリッチテキスト
ファイル（例えば、ｔｘｔ，ｒｔｆ又は他の種別のテキスト又はリッチテキストファイル
）、又は他の種別のファイルであり得る。ローカルストレージに格納される場合、コンテ
ンツアイテムは，ファイルシステムのファイル・フォルダ階層内のファイルシステムパス
を有し得る。例えば、ローカルストレージに格納されるコンテンツアイテムに対するファ
イルシステムパスは、文字列として「Ｃ：￥ｆｏｌｄｅｒ１￥ｆｏｌｄｅｒ２￥ｍｙ．ｆ
ｉｌｅ」と表されてよい。ここで、「Ｃ：￥」はファイルシステムのルートを参照し、「
ｆｏｌｄｅｒ１」はファイルシステムのルートにおけるファイルシステムフォルダを参照
し、「ｆｏｌｄｅｒ２」は「ｆｏｌｄｅｒ１」ファイルシステムフォルダを用いてファイ
ルシステムフォルダを参照し、「ｍｙ．ｆｉｌｅ」はコンテンツアイテムに対応する「ｆ
ｏｌｄｅｒ２」ファイルシステムフォルダ内のファイルを参照する。「￥」文字は、文字
列表現内の異なるファイルシステムフォルダとファイル参照とを線引きするために文字列
表現内で用いられる。
【００４５】
　個人用計算デバイス１１０－１及び１１０－２とオンプレミスブロックサーバ１２０と
は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）１６０に接続され得る。例えば、ＬＡＮ１６



(11) JP 6581717 B2 2019.9.25

10

20

30

40

50

０は、これに限らないがＩＥＥＥ　８０２．３又はＩＥＥＥ　８０２．１１ベースのネッ
トワークを含むＩＥＥＥ　８０２ベースのネットワーク、又は、複数のこのようなネット
ワークの組み合わせであり得る。ＬＡＮ１６０は、ネットワークファイアウォールによっ
てワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）１９０から保護されてよい。実施例では、ＷＡＮ
１９０はインターネット又は他の公衆ネットワークである。特に、ネットワークファイア
ウォールは、サーバ１３０、１４０、１５０及び１７０を含むＷＡＮ１９０に接続するデ
バイスが、個人用計算デバイス１１０－１及び１１０－２とオンプレミスブロックサーバ
１２０とを含むＬＡＮ１６０に接続するデバイスと、ネットワーク接続の確立を開始する
ことを防止する。しかしながら、ネットワークファイアウォールは、サーバ１３０、１４
０、１５０及び１７０を含むＷＡＮ１９０に接続するデバイスと確立するための、個人用
計算デバイス１１０－１及び１１０－２とオンプレミスブロックサーバ１２０とを含むＬ
ＡＮ１６０に接続するデバイスを発信元とする特定の種別のネットワーク接続を許可する
ように構成され得る。典型的に、ＬＡＮ１６０は、ＷＡＮ１９０と比較した場合により低
いネットワークレイテンシとより高いネットワーク帯域とを有するが、所与の実装がそう
でなければならないという要求があるわけではない。
【００４６】
　オンプレミスブロックサーバ１２０、オフプレミスブロックサーバ１３０、通知サーバ
１４０、メタデータサーバ１５０、ウェブサイト１７０及びメタデータプレーン１８０の
いくつか又は全ては、１つ以上のサーバ計算デバイスによって実装されてよい。これらの
それぞれは、例えば、図２０との関連で後述する基本的な計算デバイス２０００のものの
ような、１以上のハードウエア要素から構成されてよく、これらのそれぞれはまた、例え
ば、図２１との関連で後述するソフトウエアシステム２１００のような、基本的なソフト
ウエアシステムを用いて構成されてもよい。２以上のサーバ計算デバイスによって実装さ
れる場合、サーバ計算デバイスは、ロードバランスされ、クラスタ化され、又は他の分散
コンピューティングアレンジメントで構成されてもよい。
【００４７】
　コンテンツアイテム同期エージェント、ブロックサービス１２２、ブロックエージェン
ト１２６、ブロックサービス１３２、通知サーバ１４０、メタデータサーバ１５０、ウェ
ブサイト１７０及びメタデータプレーン１８０のそれぞれの機能は、１つ以上の計算デバ
イスによって実行されるとその機能を果たす命令を有する１つ以上のコンピュータプログ
ラムとして実装されてよい。しかしながら、この機能は、目下の特定の実装の要件に従っ
て、ハードウエア（例えば、１つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣＳ）又は１つ以
上のフィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ））、又はハードウエアとソフト
ウエアの組み合わせで実装され得る。
【００４８】
　明りょうな例を提供する目的のため、図１は単一のオンプレミスブロックサーバ１２０
のみを示しているが、システム環境１００は、オンラインコンテンツ管理サービスのユー
ザの関連するグループの数に応じて、数百又は数千又は数百万又はそれ以上のオンプレミ
スブロックサーバを含んでよい。例えば、オンラインコンテンツ管理サービスは、様々な
異なる組織、業種、企業、学校、大学及び他のグループに属す数十億又はそれ以上のユー
ザをサポートしてもよい。これらの組織、業種、企業、学校、大学及び他のグループのそ
れぞれは、１以上のオンプレミスブロックサーバを有し又は使用してもよい。
【００４９】
　以下で使用される「オンプレミス（ｏｎ－ｐｒｅｍｉｓｅｓ）」の語は、１つ以上の個
人用計算デバイス及びオンラインコンテンツ管理サービスと、特に、オンラインコンテン
ツ管理サービスのオフプレミスブロックサーバ１３０とが相対的であることが意図される
。オンプレミスブロックサーバ（例えば１２０）は、個人用計算デバイスとして同一の設
備又は同一のビルディングに置かれてよいが、このように要求されるものではない。オン
プレミスブロックサーバが個人用計算デバイスとして同一のローカルエリアネットワーク
（例えば１６０）に接続されてもよいが、そのように要求されるものでもない。従って、
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ここでの「オンプレミス」ブロックサーバに対する参照は、所定の個人用計算デバイスに
対して、ブロックサーバが、地理的及び／又はネットワーク的に、当該所定の個人用計算
デバイスに対するオフプレミスブロックサーバ１３０よりも近いことを意味する。個人用
計算デバイスは、個人用計算デバイスをオンプレミスブロックサーバに接続するネットワ
ークが、個人用計算デバイスをオフプレミスブロックサーバ１３０に接続するネットワー
クよりも、より低いネットワークレイテンシ及び／又はより高いネットワーク帯域可用性
を提供する場合、ネットワーク上のオフプレミスブロックサーバ１３０よりもオンプレミ
スブロックサーバに近くてよい。
【００５０】
　個人用計算デバイスは、例えば、オンプレミスブロックサーバ１２０、オフプレミスブ
ロックサーバ１３０、メタデータサーバ１５０及びウェブサイト１７０を含む、様々なサ
ーバのネットワーク要求或いは単に「要求」を生成してもよい。そして、サーバ１２０、
１３０、１５０及び１７０は、ネットワーク応答或いは単に「応答」を、個人用計算デバ
イスからの要求に対して返してよい。要求は典型的にはヘッダとペイロードとを含む。こ
の要求ヘッダは典型的に、要求を受信するサーバへの要求ペイロードに対するコンテクス
トを提供する。要求に対する応答はまた、典型的にはヘッダとペイロードとを含む。応答
のヘッダは典型的に、応答を受信する個人用計算デバイスへの応答ペイロードに対するコ
ンテクストを提供する。個人用計算デバイスからの要求と、サーバによって返信されるそ
の応答とは、１つ以上のネットワーク（例えば１６０及び１９０）を介して送信されてよ
く、例えば、ハイパーテキスト伝送プロトコル（ＨＴＴＰ）のような要求‐応答ネットワ
ーキングプロトコルに従って生成されてよい。要求とその応答は、例えば、伝送制御プロ
トコル（ＴＣＰ）などのコネクション指向ネットワーキングプロトコルに従って個人用計
算デバイスとサーバとによって確立されたネットワーク接続を介して、送信されてよい。
ネットワーク接続は、２以上の要求と応答のペアがそのネットワーク接続を介して送信さ
れるという意味において永続的であってよい。ネットワーク接続はまた、例えば、トラン
スポートレイヤセキュリティ（ＴＬＳ）又はセキュアソケットレイヤ（ＳＳＬ）暗号ネッ
トワーキングプロトコルに従って暗号化されてもよい。しかしながら、特定のネットワー
キングプロトコル又はネットワーキングプロトコルの特定のセットが実施例によって要求
されるものではなく、ＨＴＴＰ、ＴＣＰ、ＴＬＳ又はＳＳＬ以外のプロトコルが、目下の
特定の実装の要求に従って用いられてもよい。
３．０　第１の例示的な同期プロトコル動作
【００５１】
　コンテンツアイテム同期プロトコルの第１の例示的動作は、図２－９を参照して以下に
説明される。特に、第１の例に係る同期プロトコルの動作は、コンテンツアイテムをオン
プレミスブロックサーバ（例えば、１２０）またはオフプレミスブロックサーバ１３０に
アップロードする例、およびコンテンツアイテムをオンプレミスブロックサーバまたはオ
フプレミスブロックサーバからダウンロードする例で説明される。
３．１コンテンツアイテムのアップロード
【００５２】
　図２を参照すると、本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、新たなまたは変更
されたコンテンツアイテムをパーソナル計算デバイス１１０－１から「ターゲット」ブロ
ックサーバ（例えば、オンプレミスブロックサーバ１２０またはオフプレミスブロックサ
ーバ１３０）へアップロードするためのプロセス２００を説明するフロー図である。以下
にステップを図２に示される所定の順番で説明するが、そうでないと明記または暗示され
ていない限り、ステップの特定の順番が要求されているわけではない。さらに、全てのス
テップが別々の時刻に行われなければならないというような要件はなく、いくつかのステ
ップは同時にまたは時間的に重畳して行われてもよい。さらに、目の前の特定の実装の要
件にしたがい、いくつかのステップは完全に省かれてもよく、追加的なステップが含めら
れてもよい。
【００５３】
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　ステップ２０２で、ユーザ１０２－１はパーソナル計算デバイス１１０－１のローカル
ストレージ１１２－１において「新たな」コンテンツアイテムを追加するか変更する。例
えば、ユーザ１０２－１はローカルストレージ１１２－１においてファイルを生成するか
変更し、またはローカルストレージ１１２－１においてファイルをコピーするかダウンロ
ードするか編集する。追加または変更されたコンテンツアイテムは、追加や変更がコンテ
ンツアイテムの「新たな」バージョンを生み出すという意味で、「新しい」ものとされて
もよい。追加の場合、新たなバージョンはコンテンツアイテムの最初または初期バージョ
ンであってもよい。変更の場合、新たなバージョンはコンテンツアイテムの既存バージョ
ンに基づいてもよい。以降、「新たな」コンテンツアイテムと称する。そのような称呼は
、コンテンツアイテムの最初のバージョンの生成やコンテンツアイテムの既存バージョン
の変更から生じるコンテンツアイテムの新しいバージョンを包含すべきものである。
【００５４】
　ステップ２０４で、パーソナル計算デバイス１１０－１のコンテンツアイテム同期エー
ジェント１１４－１は、ローカルストレージ１１２－１内の新たなコンテンツアイテムを
検出する。例えば、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１はパーソナル計算デ
バイス１１０－１のオペレーティングシステムによって提供されるアプリケーションプロ
グラミングインタフェース（ＡＰＩ）を用いて、ローカルストレージ１１２－１のファイ
ルシステムに対する変更を監視してもよく、またはそれについて通知を受けてもよい。フ
ァイルシステムに新たなファイルが追加されたりファイルシステムの既存ファイルが変更
または削除された場合のようにファイルシステムに対する変更がなされた場合、オペレー
ティングシステムはＡＰＩを介してコンテンツアイテム同期エージェント１１４－１に通
知してもよい。
【００５５】
　ステップ２０６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテン
ツアイテムが所属するコンテンツアイテム名前空間があればそれを決定する。本明細書に
おいて、「コンテンツアイテム名前空間」は総じて、オンラインコンテンツ管理サービス
の管理下にあり、かつ、オンラインコンテンツ管理サービスにより維持されているユーザ
アカウントおよびコンテンツアイテム名前空間メタデータにしたがいひとつ以上のユーザ
がアクセスを有するひとつ以上のコンテンツアイテムの集合を指す。特定のコンテンツア
イテムが所属するコンテンツアイテム名前空間を、本明細書において、特定のコンテンツ
アイテムの「所属（ｏｗｎｉｎｇ）」コンテンツアイテム名前空間と称す場合がある。コ
ンテンツアイテム同期エージェントがコンテンツアイテムが所属するコンテンツアイテム
名前空間があればそれをどのように決定するかを説明する前に、メタデータプレーン１８
０に保持されるユーザアカウントおよびコンテンツアイテム名前空間メタデータのある背
景が提供される。
３．１．１　ユーザアカウント及びコンテンツアイテム名前空間のメタデータ
【００５６】
　図２に戻る前に図３を少し見ると、図３は、メタデータプレーン１８０に格納されるユ
ーザアカウントとコンテンツアイテム名前空間メタデータ３００とを表す。特に、メタデ
ータプレーン１８０は、オンラインコンテンツ管理サービスに保持される１つ以上のユー
ザアカウントに対応する、ユーザアカウントレコード３１０を格納し得る。いくつかの実
施例では、メタデータプレーン１８０は数百、数千、数百万又はそれ以上のユーザアカウ
ントレコード３１０を格納する。他の情報のうち、ユーザアカウントレコード３１０は、
ユーザアカウント識別子３１２と１つ以上の認証済コンテンツアイテム名前空間識別子３
１４とを有し得る。
【００５７】
　ユーザアカウントレコード３１０のユーザアカウント識別子３１２は、メタデータプレ
ーン１８０のユーザアカウントレコード３１０を識別する。いくつかの実施例では、ユー
ザアカウント識別子３１２は１２８ビットの値である。特別なセキュリティのため、ユー
ザアカウントレコード３１０のユーザアカウント識別子３１２は、時々と変更（例えば循



(14) JP 6581717 B2 2019.9.25

10

20

30

40

50

環）されてもよい。従って、ユーザアカウントレコード３１０のユーザアカウント識別子
３１４は、ユーザアカウントレコード３１０の存続期間に渡って変化してよい。しかしな
がら、ユーザアカウント識別子３１２が時々変更されることを要求するものではなく、ユ
ーザアカウントレコード３１０は、ユーザアカウントの存続に対して同一のユーザアカウ
ント識別子３１２を有しても良い。
【００５８】
　ユーザアカウントレコード３１０の認証済コンテンツアイテム識別子３１４は、ユーザ
アカウントレコード３１０のユーザアカウント識別子３１２を所有するユーザがアクセス
する認証を受けた、コンテンツアイテム名前空間を識別する。従って、オンラインコンテ
ンツ管理サービスにユーザアカウントを保持するユーザは、ユーザアカウントに関連付け
られた１つ以上のコンテンツアイテム名前空間へのアクセスを有し得る。更に、複数のユ
ーザは、同一のコンテンツアイテム名前空間へのアクセスを有してもよい。そのようなコ
ンテンツアイテム名前空間はしばしば「共有」コンテンツアイテム名前空間、或いはより
口語的に「共有フォルダ」として参照され、これは、コンテンツアイテム名前空間が２以
上のユーザアカウントによってアクセス可能であることによる。しかしながら、コンテン
ツアイテム名前空間を単一のユーザアカウントによってのみアクセス可能にすることも可
能である。
【００５９】
　ユーザは、ユーザアカウント識別子３１２に関連付けられる有効な認証クレデンシャル
（例えば、有効なユーザ名とパスワード）を提供することにより、ユーザアカウント識別
子３１２の所有を得ることができる。例えば、ユーザは、ウェブサイト１７０によってパ
ーソナル計算デバイスに供給されるウェブページを介して、ウェブサイト１７０に認証ク
レデンシャルを提供してもよい。ユーザによって提供される認証クレデンシャルの有効性
は、オンラインコンテンツ管理サービス又は第三者の認証サービス又は他の識別プロバイ
ダによって確認されてもよい。
【００６０】
　ひとたび認証クレデンシャルが確認されると、ユーザアカウント識別子３１２はユーザ
のパーソナル計算デバイスに提供され、例えばローカルストレージ内にローカルに格納さ
れる。ローカルに格納される場合、ユーザアカウント識別子３１２は特別なセキュリティ
のために暗号化されてよい。パーソナル計算デバイスにおけるコンテンツアイテム同期エ
ージェントと他のアプリケーション（例えば、ウェブブラウザアプリケーション）は、様
々なサーバ１２０、１３０、１４０、１５０及び１７０へ送信されるネットワーク要求内
に、ローカルに格納されたユーザアカウント識別子３１２を含めてもよく、これによって
、要求を行う特定のユーザアカウントを識別する。
３．１．２　コンテンツアイテム名前空間のマウント情報
【００６１】
　図２に戻り、ステップ２０６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、
ユーザアカウントレコード３１０の情報へのローカルアクセスを有してもよい。例えば、
ユーザ１０２－１が、ユーザアカウントレコード３１０のユーザアカウント識別子３１２
に関連付けられた有効な認証クレデンシャルを提供した後には、ユーザアカウントレコー
ド３１０の情報が、パーソナル計算デバイス１１０－１へ（例えばメタデータサーバ１５
０又はウェブサイト１７０から）ダウンロードされ、ローカルストレージ１１２－１に格
納されてよい。ここで、ローカルストレージ１１２－１は、コンテンツアイテム同期エー
ジェント１１４－１がローカルにアクセス可能である。このようなダウンロードされた情
報は、ユーザアカウント識別子３１２と、ユーザアカウントレコード３１０の認証済コン
テンツアイテム名前空間識別子３１４とを含んでよい。ローカルストレージ１１２－１に
格納された場合、ダウンロードされた情報は追加セキュリティのために暗号化されてよい
。
【００６２】
　いくつかの実施例によれば、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１による、
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ステップ２０２で追加または変更された新たなコンテンツアイテムの所属コンテンツアイ
テム名前空間の判定は、ローカルストレージ１１２－１の階層的ファイルシステムにおけ
る新たなコンテンツアイテムへのファイルシステムパスに基づく。特に、コンテンツアイ
テム同期エージェント１１４－１は、コンテンツアイテム名前空間マウント情報へのロー
カルアクセスを有してもよい。コンテンツアイテム名前空間マウント情報は、ファイルシ
ステムに「マウントされた」１つ以上の認証済コンテンツアイテム名前空間のそれぞれに
対して、コンテンツアイテム名前空間「マウントポイント」フォルダへのファイルシステ
ムパスを識別してもよい。ここで、コンテンツアイテム名前空間「マウントポイント」フ
ォルダは、認証済コンテンツアイテム名前空間がマウントされる。従って、認証済コンテ
ンツアイテム名前空間は、パーソナル計算デバイスのファイルシステム内に、コンテンツ
アイテム名前空間マウントポイントフォルダが認証済コンテンツアイテム名前空間に対し
て存在する場合、パーソナル計算デバイスに「マウントされた」ものとして考慮されてよ
い。コンテンツアイテム名前空間に対するコンテンツアイテム名前空間マウントポイント
フォルダが、コンテンツアイテム名前空間がマウントされる全てのパーソナル計算デバイ
スにおいて同一であることを要求するものではなく、同一のコンテンツアイテム名前空間
が、異なるパーソナル計算デバイスにおける異なるコンテンツアイテム名前空間マウント
ポイントフォルダにマウントされる、ことに注意すべきである。例えば、パーソナル計算
デバイス１１０－１に格納されたコンテンツアイテム名前空間マウント情報は以下を示し
うる。
【００６３】
　識別子「ＡＢＣ１２３」を有するコンテンツアイテム名前空間が「Ｃ：￥ＭｙＷｏｒｋ
Ｃｏｎｔｅｎｔｉｔｅｍｓ￥」にマウントされること。
【００６４】
　識別子「ＤＥＦ４５６」を有する他のコンテンツアイテム名前空間が「Ｃ：￥ＭｙＷｏ
ｒｋＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥ＭｙＳｈａｒｅｄＩｔｅｍｓ￥」にマウントされること
。
【００６５】
　識別子「ＧＨＩ７８９」を有する他のコンテンツアイテム名前空間が「Ｃ：￥ＭｙＣｏ
ｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥ＭｙＰｅｒｓｏｎａｌＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥」にマウント
されること。
【００６６】
　いくつかの実施例によれば、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、新た
なコンテンツアイテムが属す最もネストされたコンテンツアイテム名前空間マウントポイ
ントフォルダのファイルシステムパスを、ローカルに格納されたコンテンツアイテム名前
空間マウント情報内で識別することにより、新たなコンテンツアイテムの所属コンテンツ
アイテム名前空間を決定する。上記例に続いて、新たなコンテンツアイテムへの階層的フ
ァイルシステム内のファイルシステムパスが「Ｃ：￥ＭｙＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥Ｍ
ｙＰｅｒｓｏｎａｌＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥Ｐｈｏｔｏｓ￥ｐｈｏｔｏ＿ｏｆ＿ｍｅ
＿ｈｉｋｉｎｇ．ｊｐｇ」である場合、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１
は、新たなコンテンツアイテムがコンテンツアイテム名前空間「ＧＨＩ７８９」に属すと
判定する。一方、新たなコンテンツアイテムへのファイルシステムパスが「Ｃ：￥ＭｙＷ
ｏｒｋＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥ＭｙＳｈａｒｅｄＩｔｅｍｓ￥Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉ
ｏｎｓ￥ｓａｌｅｓ＿ｐｒｅｓｏ．ｄｏｃ」である場合、そのときは、コンテンツアイテ
ム同期１１４－１は、新たなコンテンツアイテムが、コンテンツアイテム名前空間「ＡＢ
Ｃ１２３」とは対照的に、コンテンツアイテム名前空間「ＤＥＦ４５６」に属すと判定す
る。これは、フォルダ「Ｃ：￥ＭｙＷｏｒｋＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥ＭｙＳｈａｒｅ
ｄＩｔｅｍｓ￥」がフォルダ「Ｃ：￥ＭｙＷｏｒｋＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥」内でネ
ストされていることによる。
【００６７】
　上記例において、コンテンツアイテム名前空間マウント情報が完全に要件を満たした又
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は絶対的なファイルシステムパスを含んでいたが、コンテンツアイテム名前空間マウント
情報は、他の実施例において相対的なファイルシステムパスを含んでもよい。他のこれら
の実施例では、パーソナル計算デバイスにおけるコンテンツアイテム同期エージェントは
、新たなコンテンツアイテムの所属コンテンツアイテム名前空間を、新たなコンテンツア
イテムへの相対的なファイルシステムパスと、パーソナル計算デバイスにおいて全てのコ
ンテンツアイテム名前空間マウントポイントフォルダに共通な親のマウントポイントフォ
ルダへのファイルシステムパスとに基づいて判定することができる。例えば、パーソナル
計算デバイス１１０－１におけるコンテンツアイテム名前空間マウント情報は以下を示し
うる。
【００６８】
　識別子「ＡＢＣ１２３」を有するコンテンツアイテム名前空間が「￥ＭｙＷｏｒｋＣｏ
ｎｔｅｎｔｉｔｅｍｓ￥」にマウントされること。
【００６９】
　識別子「ＤＥＦ４５６」を有する他のコンテンツアイテム名前空間が「￥ＭｙＷｏｒｋ
ＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥ＭｙＳｈａｒｅｄＩｔｅｍｓ￥」にマウントされること。
【００７０】
　識別子「ＧＨＩ７８９」を有するコンテンツアイテム名前空間が「￥ＭｙＰｅｒｓｏｎ
ａｌＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥」にマウントされること。
【００７１】
　上記例では、親のマウントポイントフォルダは、例えば、「Ｃ：￥ＭｙＣｏｎｔｅｎｔ
Ｉｔｅｍｓ￥」であってよい。この場合、新たなコンテンツアイテムへの完全に要件を満
たす又は絶対システムファイルパスが「Ｃ：￥ＭｙＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥ＭｙＷｏ
ｒｋＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥ＭｙＳｈａｒｅｄＩｔｅｍｓ￥Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏ
ｎｓ￥ｓａｌｅｓ＿ｐｒｅｓｏ．ｄｏｃ」である場合、コンテンツアイテム同期エージェ
ント１１４－１は、フォルダ「￥ＭｙＷｏｒｋＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥ＭｙＳｈａｒ
ｅｄＩｔｅｍｓ￥Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎｓ￥ｓａｌｅｓ＿ｐｒｅｓｏ．ｄｏｃ’」の
新たなコンテンツアイテムへの相対的ファイルシステムパスに基づいて、新たなコンテン
ツアイテムがコンテンツアイテム名前空間「ＤＥＦ４５６」に属すと決定する。
【００７２】
　ステップ２０８で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテン
ツアイテムのコンテンツアイテムブロックリストを算出する。特に、新たなコンテンツア
イテムは、ひとつ以上のコンテンツアイテムブロックに断片化され、新たなコンテンツア
イテムの暗号化ハッシュが計算される。
【００７３】
　追加されたコンテンツアイテムはコンテンツアイテムの最初のバージョンであるため、
コンテンツアイテムが変更された場合よりも、コンテンツアイテムが追加された場合にお
いて、新たなコンテンツアイテムの全てのコンテンツアイテムブロックが新しいものであ
る蓋然性がより高い。コンテンツアイテムが変更された場合、コンテンツアイテムの全て
のまたは全部よりは少ない数のコンテンツアイテムブロックが新しいものである可能性が
ある。追加であれ変更であれいずれの場合においても、各コンテンツアイテムブロックは
、最大の所定のサイズ（例えば４ＭＢ）を有してよい。しかしながら、新たなコンテンツ
アイテムのトータルサイズが最大の所定のサイズのちょうど複数個分でない場合、最後（
又は最初）のコンテンツアイテムブロック又は新たなコンテンツアイテムのコンテンツア
イテムブロックのみが、当該最大の所定のサイズより小さいサイズになり得る。
【００７４】
　暗号化ハッシュ関数は、例えば、コンテンツアイテムブロックに適用した場合にほぼ固
有な固定サイズのハッシュ（例えば２５６ビットハッシュ）を生成するセキュアハッシュ
アルゴリズム（ＳＨＡ）であり得る。他のハッシュ関数が使用されてもよく、実施例はＳ
ＨＡ－２５６ハッシュ関数に限定されない。しかしながら、一般に、ハッシュ関数は、管
理下における所与の固有のコンテンツアイテムブロックの数において衝突が稀であるよう
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に、十分なビット深度（例えば２５６ビット又はそれ以上）であるべきである。従って、
新たなコンテンツアイテムは、新たなコンテンツアイテムを構成するコンテンツアイテム
ブロックから計算される１つ以上のコンテンツアイテムブロックハッシュのリストとして
表され得る。この種のリストはまた、以降において一般に「コンテンツアイテムブロック
リスト」として参照され、或いは、特定のコンテンツアイテムに対するコンテンツアイテ
ムブロックリストを参照する場合、「特定のコンテンツアイテムのブロックリスト」とし
て参照される。変更されたコンテンツアイテムについて、コンテンツアイテム同期エージ
ェントは、変更されたコンテンツアイテムのどのコンテンツアイテムブロックが、コンテ
ンツアイテムの以前のバージョンに対して変更され又は新しいのかを効率的に判定するた
めに、ローリングチェックサムアプローチ（ｒｏｌｌｉｎｇｃｈｅｃｋｓｕｍａｐｐｒｏ
ａｃｈ）を用いてよい。この場合、コンテンツアイテムブロックハッシュは、新規又は変
更されたコンテンツアイテムブロックに対してのみ計算され、変更されていないブロック
に対して以前に計算されたコンテンツアイテムブロックハッシュは、変更されたコンテン
ツアイテムのブロックリストにおいて再利用される。
【００７５】
　ステップ２１０で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテン
ツアイテムのコンテンツアイテムブロックをアップロードする先の「ターゲット」コンテ
ンツアイテムブロックサーバを決定する。いくつかの例示的な実施の形態によると、この
決定は新たなコンテンツアイテムの所属コンテンツアイテム名前空間に基づきなされる。
この決定をなすために、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、パーソナル
計算デバイス１１０－１に設けられた認証コンテンツアイテム名前空間に対する名前空間
対ブロックサーバ割り当てへのアクセスを有してもよい。名前空間対ブロックサーバ割り
当ては、パーソナル計算デバイスにローカルで保持されてもよい。例えば、名前空間対ブ
ロックサーバ割り当てはローカルストレージ１１２－１に保持されてもよい。名前空間対
ブロックサーバ割り当ては、パーソナル計算デバイスに設けられた認証コンテンツアイテ
ム名前空間の全てまたはいくつかについて、コンテンツアイテム名前空間が割り当てられ
ているブロックサーバを指定することができる。例えば、パーソナル計算デバイス１１０
－１における名前空間対ブロックサーバ割り当ては以下の情報を適切なデータフォーマッ
トで示してもよい：
【００７６】
　コンテンツアイテム名前空間識別子「ＡＢＣ１２３」を有する認証コンテンツアイテム
名前空間はブロックサーバ識別子「ＪＫＬ１０１」を伴うブロックサーバに割り当てられ
る。
【００７７】
　コンテンツアイテム名前空間識別子「ＤＥＦ４５６」を有する認証コンテンツアイテム
名前空間はブロックサーバ識別子「ＪＫＬ１０１」を伴うブロックサーバに割り当てられ
る。
【００７８】
　コンテンツアイテム名前空間識別子「ＧＨＩ７８９」を有する認証コンテンツアイテム
名前空間はブロックサーバ識別子「ＭＮＯ１１２」を伴うブロックサーバに割り当てられ
る。
【００７９】
　例えば、オンプレミスブロックサーバ１２０はブロックサーバ識別子「ＪＫＬ１０１」
を伴うブロックサーバであり、オフプレミスブロックサーバ１３０はブロックサーバ識別
子「ＭＮＯ１１２」を伴うブロックサーバであってもよい。ブロックサーバ識別子はブロ
ックサーバを特定する。ブロックサーバ識別子はブロックサーバのホスト名（例えば、解
決可能ＤＮＳホスト名）やネットワークアドレス（例えば、ＩＰｖ４やＩＰｖ６ネットワ
ークアドレス）であってもよいし、それに関連付け（例えば、マッピングや設定ファイル
や連想配列等を介して）られてもよい。コンテンツアイテム同期エージェントはブロック
サーバ識別子を用いることで、ブロックサーバとのネットワーク接続を確立することがで
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きる。あるいはまた、ブロックサーバ識別子自身がブロックサーバのホスト名やネットワ
ークアドレスであってもよいし、またはそれを含んでもよい。
【００８０】
　本明細書で提供される例示的な識別子が、それは例示的なブロックサーバ識別子および
例示的なコンテンツアイテム名前空間識別子を含むが、単に説明を目的として提供されて
いるのであって発明の実装において用いられうる識別子のタイプやフォーマットを限定す
ることを意図したものではないことは、理解されなければならない。
【００８１】
　パーソナル計算デバイスに保持される名前空間対ブロックサーバ割り当てはメタデータ
プレーン１８０に保持される情報に基づいてもよい。特に、メタデータプレーンは、オン
ラインコンテンツ管理サービスの管理下にあるコンテンツアイテム名前空間の全てまたは
いくつかについての名前空間対ブロックサーバ割り当てを保持してもよい。これらの割り
当ては、ユーザがウェブサイト１７０にアクセスすることによって（例えば、パーソナル
計算デバイスにおけるウェブブラウザまたはモバイルアプリケーションを用いることによ
って）、メタデータプレーン１８０内に生成されてもよい。例えば、ウェブサイト１７０
にアクセスすることによって、特定のコンテンツアイテム名前空間への認証アクセスを有
するユーザは、特定のコンテンツアイテム名前空間を特定のブロックサーバ（例えば、オ
ンプレミスブロックサーバ１２０やオフプレミスブロックサーバ１３０）に割り当てるこ
とができる。例えば、ユーザは特定のコンテンツアイテム名前空間のアドミニストレータ
であってもよいし、そうでなければ、特定のコンテンツアイテム名前空間は、ユーザが特
定のコンテンツアイテム名前空間をブロックサーバに割り当てることを可能とする適切な
パーミッションを伴うユーザのアカウントレコード３１０に関連付けられてもよい。
【００８２】
　パーソナル計算デバイスのコンテンツアイテム同期エージェントは名前空間対ブロック
サーバ割り当てを、メタデータサーバ１５０またはオンラインコンテンツ管理サーバの他
のサーバ（例えば、ウェブサイト１７０）からダウンロードしてもよい。例えば、コンテ
ンツアイテム同期エージェント１１４－１はネットワーク要求でユーザアカウント識別子
３１２をメタデータサーバ１５０に提供してもよい。メタデータサーバ１５０は次いで要
求内で受信したユーザアカウント識別子３１２によって特定されるユーザアカウントレコ
ード３１０を参照し、そのユーザアカウントによるアクセスが認証されている認証コンテ
ンツアイテム名前空間の識別子３１４を決定してもよい。その識別子３１４を用いて、メ
タデータサーバ１５０はメタデータプレーン１８０に保持される名前空間対ブロックサー
バ割り当てを参照し、認証コンテンツアイテム名前空間の割り当てを決定してもよい。そ
の割り当ては次いでコンテンツアイテム同期エージェント１１４－１に返され、該エージ
ェントはその割り当てを後のアクセスのためにローカルで（例えば、ローカルストレージ
１１２－１に）保持してもよい。
【００８３】
　ある例示的な実施の形態では、名前空間対ブロックサーバ割り当ては最初メタデータプ
レーン１８０で生成され、次いでメタデータサーバ１５０またはウェブサイト１７０によ
って、コンテンツアイテム名前空間が設けられているパーソナル計算デバイスのコンテン
ツアイテム同期エージェントに提供されるが、代わりに、名前空間対ブロックサーバ割り
当ては最初パーソナル計算デバイス（例えば、パーソナル計算デバイスのコンテンツアイ
テム同期エージェントによって駆動されるユーザインタフェースを通じて）で生成され、
次いでメタデータプレーン１８０への格納のためにメタデータサーバ１５０またはウェブ
サイト１７０にアップロードされてもよい。したがって、名前空間対ブロックサーバ割り
当てがウェブサイト１７０を通じて生成されるか、または最初メタデータプレーン１８０
で生成されるかについて、なんの制約もない。
【００８４】
　ある例示的な実施の形態では、メタデータプレーン１８０はオンラインコンテンツ管理
サービスの管理下にある全てのコンテンツアイテム名前空間についての名前空間対ブロッ
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クサーバ割り当てを保持するが、他の例示的な実施の形態では、メタデータプレーン１８
０は管理下にある全てのコンテンツアイテム名前空間の部分集合のみについての名前空間
対ブロックサーバ割り当てを保持する。例えば、メタデータプレーン１８０は、オンプレ
ミスブロックサーバ（例えば、１２０）に割り当てられた管理下のコンテンツアイテム名
前空間のみについての名前空間対ブロックサーバ割り当てを保持し、オフプレミスブロッ
クサーバ１３０に割り当てられたコンテンツアイテム名前空間についての名前空間対ブロ
ックサーバ割り当ては保持しなくてもよい。したがって、これらの実施の形態では、メタ
データプレーン１８０において、または、パーソナル計算デバイスにおいて、特定のコン
テンツアイテム名前空間についての明示的な名前空間対ブロックサーバ割り当てが存在し
ない場合、その特定のコンテンツアイテム名前空間はオフプレミスブロックサーバ１３０
に割り当てられていると仮定できる。
【００８５】
　例えば、ステップ２０２で追加された新たなコンテンツアイテムがコンテンツアイテム
名前空間識別子「ＤＥＦ４５６」を伴う認証コンテンツアイテム名前空間に属し、パーソ
ナル計算デバイス１１０－１に保持される名前空間対ブロックサーバ割り当てが、コンテ
ンツアイテム名前空間「ＤＥＦ４５６」がブロックサーバ識別子「ＪＫＬ１０１」を伴う
オンプレミスブロックサーバ１２０に割り当てられていることを指定する場合、ステップ
２１０で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテンツアイテム
をオンプレミスブロックサーバ１２０にアップロードすると決める。以降、図２に関して
、所属コンテンツアイテム名前空間が割り当てられているブロックサーバを「ターゲット
」ブロックサーバと称す。一般に、所属コンテンツアイテム名前空間が割り当てられてい
るブロックサーバに依存して、ターゲットブロックサーバはオンプレミスブロックサーバ
（例えば、１２０）またはオフプレミスブロックサーバ１３０でありうる。
【００８６】
　プロセス２００のこの時点で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、所
属コンテンツアイテム名前空間の識別子（例えば「ＤＥＦ４５６」）を決定し（ステップ
２０６）、新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックリストを算出し（ス
テップ２０８）、ターゲットブロックサーバの識別子（例えば、「ＪＫＬ１０１」）を決
定（ステップ２１０）した。今や、ステップ２１２で、コンテンツアイテム同期エージェ
ント１１４－１は「委託（ｃｏｍｍｉｔ）」要求をこの情報を提供するメタデータサーバ
１５０に送信する。特に、委託要求は、ユーザアカウント識別子および／またはパーソナ
ル計算デバイス１１０－１の識別子に加えて、以下の情報の全て、またはその下位集合あ
るいは上位集合を含んでもよい。
【００８７】
　所属コンテンツアイテム名前空間の識別子（例えば、「ＤＥＦ４５６」）；
【００８８】
　ターゲットブロックサーバの識別子（例えば、「ＪＫＬ１０１」）；
【００８９】
　所属コンテンツアイテム名前空間のコンテンツアイテム名前空間マウントポイントフォ
ルダに対する新たなコンテンツアイテムの相対ファイルシステムパス。例えば、パーソナ
ル計算デバイス１１０－１における新たなコンテンツアイテムの完全に要件を満たす又は
絶対ファイルシステムパスが「Ｃ：￥ＭｙＷｏｒｋＣｏｎｔｅｎｔＩｔｅｍｓ￥ＭｙＳｈ
ａｒｅｄＩｔｅｍｓ￥Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎｓ￥ｓａｌｅｓ＿ｐｒｅｓｏ．ｄｏｃ」
である場合、かつ、所属コンテンツアイテム名前空間のコンテンツアイテム名前空間マウ
ントポイントフォルダへのファイルシステムパスが「Ｃ：￥ＭｙＷｏｒｋＣｏｎｔｅｎｔ
Ｉｔｅｍｓ￥ＭｙＳｈａｒｅｄＩｔｅｍｓ￥」である場合、委託要求に含まれる相対ファ
イルシステムパスは「￥Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎｓ￥ｓａｌｅｓ＿ｐｒｅｓｏ．ｄｏｃ
」となろう。
【００９０】
　新規コンテンツアイテムに対するコンテンツアイテムブロックリスト。
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【００９１】
　さらなる安全性のため、委託要求は、トランスポートレイヤセキュリティ（ＴＬＳ）や
セキュアソケットレイヤ（ＳＳＬ）で保護されたネットワーク接続などの暗号化ネットワ
ーク接続を介して、ＬＡＮ１６０およびＷＡＮ１９０を通じて送られてもよい。
【００９２】
　ステップ２１４で、メタデータサーバ１５０はコンテンツアイテム同期エージェント１
１４－１から受信した委託要求を認証する。この認証は、委託要求で指定される所属コン
テンツアイテム名前空間のコンテンツアイテム名前空間識別子が、委託要求内のユーザア
カウント識別子に対応するメタデータプレーン１８０内のユーザアカウントレコード３１
０の認証コンテンツアイテム名前空間識別子３１４のうちのひとつであるか検証すること
を含んでもよい。そうでなければ、メタデータサーバ１５０は委託要求を拒否し、コンテ
ンツアイテム同期エージェント１１４－１に適切なエラーメッセージを返してもよい。
【００９３】
　委託要求を認証することの一部として、メタデータサーバ１５０は、委託要求内で指定
されるターゲットブロックサーバが所属コンテンツアイテム名前空間が現在割り当てられ
ているブロックサーバであるかを検証してもよい。この検証は、メタデータプレーン１８
０内の名前空間対ブロックサーバ割り当てを参照することによって行われてもよい。所属
コンテンツアイテム名前空間がターゲットブロックサーバに現在割り当てられていない場
合、メタデータサーバ１５０は委託要求を拒否し、コンテンツアイテム同期エージェント
１１４－１に適切なエラーメッセージを返してもよい。
【００９４】
　しかしながら、ある例示的な実施の形態では、所属コンテンツアイテム名前空間が委託
要求内で指定されるターゲットブロックサーバに現在割り当てられていない場合にエラー
メッセージを返す代わりに、メタデータサーバ１５０は、メタデータプレーン１８０内の
名前空間対ブロックサーバ割り当てにしたがい、コンテンツアイテム名前空間が現在割り
当てられているブロックサーバの識別子を返す。そうすることによって、コンテンツアイ
テム同期エージェント１１４－１は委託要求を再試行し、その回では新たなターゲットブ
ロックサーバを指定することができる。これはまた、メタデータサーバ１５０が、コンテ
ンツアイテム同期エージェント１１４－１に、コンテンツアイテム名前空間のブロックサ
ーバへの割り当てが変わったときにそのことを知らせるためのメカニズムを提供する。こ
れはまた、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１が、コンテンツアイテム名前
空間のブロックサーバへの新たな割り当てを知らされたときに、そのローカルの名前空間
対ブロックサーバ割り当てを更新することを可能とする。
【００９５】
　ステップ２１６で、委託要求が認証された前提で、メタデータサーバ１５０は、委託要
求内の新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックリストに少なくとも部分
的に基づいて、新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックのうち、もしあ
ればどれがまだターゲットブロックサーバに保持されていないかを決定する。これを行う
ために、メタデータサーバ１５０はメタデータプレーン１８０内のターゲットブロックサ
ーバのコンテンツアイテムブロックリストを参照してもよい。ブロックサーバのコンテン
ツアイテムブロックリスト、または単に「ブロックリスト」、は、コンテンツアイテムブ
ロックのコンテンツアイテムブロックハッシュによって、特定のブロックサーバに保持さ
れるコンテンツアイテムブロックを特定する。コンテンツアイテムブロックが格納される
先の各オンプレミスブロックサーバ（例えば、１２０）について、メタデータプレーン１
８０内にブロックサーバブロックリストがあってもよい。オフプレミスブロックサーバ１
３０について、メタデータプレーン１８０内にブロックサーバブロックリストがあっても
よい。したがって、メタデータプレーン１８０には何百何千またはそれ以上のブロックサ
ーバブロックリストが格納されうる。本明細書においてブロックサーバブロック「リスト
」と称されてはいるが、ブロックサーバブロックリストのコンテンツアイテムブロックハ
ッシュはリストデータ構造で、またはリストデータ構造以外のデータ構造で、保持されて
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もよい。例えば、ブロックサーバブロックリストはＢツリーデータ構造または他のツリー
ベースのデータ構造として実装されてもよい。さらに、ブロックサーバブロックリストが
複数のデータ構造により実装されることもまた可能である。例えば、第１データ構造はブ
ロックサーバブロックリストにおいて所与のコンテンツアイテムブロックハッシュを探す
のに最適化されていてもよく、第２データ構造はブロックサーバブロックリストに新たな
コンテンツアイテムブロックハッシュを追加するのに最適化されていてもよい。
【００９６】
　新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックのうち、もしあればどれがま
だターゲットブロックサーバに保持されていないかを決定するために、メタデータサーバ
１５０はメタデータプレーン１８０内のターゲットブロックサーバのブロックリストを参
照する。メタデータサーバ１５０は、ターゲットブロックサーバのブロックサーバ識別子
に基づいて、メタデータプレーン１８０においてターゲットブロックサーバのブロックリ
ストを特定してもよい。委託要求における新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテ
ムブロックリストのなかの各コンテンツアイテムブロックハッシュについて、メタデータ
サーバ１５０は、そのコンテンツアイテムブロックハッシュがターゲットブロックサーバ
のブロックリストにあるか否かを判定する。もしなければ、メタデータサーバ１５０は、
対応するコンテンツアイテムブロックがターゲットブロックサーバから欠落していると決
定する。そうでなければ、メタデータサーバ１５０は、対応するコンテンツアイテムブロ
ックがターゲットブロックサーバに既に保持されていると決定する。
【００９７】
　ステップ２１８で、メタデータサーバ１５０は「必要コンテンツアイテムブロックリス
ト」応答で第１委託要求に応答する。必要コンテンツアイテムブロックリスト応答は、委
託要求において送信された新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックリス
トのなかのコンテンツアイテムブロックハッシュを含み、そのコンテンツアイテムブロッ
クはステップ２１６においてメタデータサーバ１５０がターゲットブロックサーバのブロ
ックリストから欠落していると決定したものである。したがって、必要コンテンツアイテ
ムブロックリスト応答は、ターゲットブロックサーバにおいてどのコンテンツアイテムブ
ロックが欠落しているかに依存して、委託要求において送信された新たなコンテンツアイ
テムのコンテンツアイテムブロックリストのなかのコンテンツアイテムブロックハッシュ
の全てまたは部分集合を指定してもよい。
【００９８】
　ステップ２２０で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテン
ツアイテムの欠落しているコンテンツアイテムブロックをターゲットブロックサーバに格
納する。これは、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１がターゲットブロック
サーバにひとつ以上の「格納」要求を行うことを含んでもよい。そのような格納要求のそ
れぞれは、ひとつ以上の欠落しているコンテンツアイテムブロックと、そのひとつ以上の
欠落しているコンテンツアイテムブロックのそれぞれのコンテンツアイテムブロックハッ
シュと、を含んでもよい。コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、欠落して
いるコンテンツアイテムブロックのトータルサイズがかなり大きい場合、複数の格納要求
を行ってもよい。例えば、ターゲットブロックサーバは、単一の格納要求でアップロード
できるコンテンツアイテムブロックデータの量を８メガバイト（ＭＢ）までのみ（例えば
、ブロック当たり４ＭＢのコンテンツアイテムブロックを二つまで）許すようにしてもよ
い。この場合、新たなコンテンツアイテムのサイズが１６ＭＢである場合、例えば、少な
くとも二つの格納要求が必要となろう。
【００９９】
　ある例示的な実施の形態によると、ひとつの格納要求の中に欠落しているコンテンツア
イテムブロック全体を含める代わりに、ターゲットブロックサーバに既に格納されている
コンテンツアイテムブロックと欠落しているコンテンツアイテムブロックとの間の差分の
みを格納要求に含めてもよい。これは、ネットワーク帯域幅や他の計算リソースの消費の
節約に資する。差分は、既知のｒｓｙｎｃアルゴリズムにより用いられるデルタ符号化ア
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プローチなどのデルタ符号化アプローチにしたがい計算されてもよい。したがって、本明
細書におけるコンテンツアイテムブロックをブロックサーバにアップロードすることへの
言及は、コンテンツアイテムブロック全体をブロックサーバにアップロードすることと、
コンテンツアイテムブロックと別のコンテンツアイテムブロックとのデルタだけをブロッ
クサーバにアップロードすることと、の両方を包含する。デルタは二つのコンテンツアイ
テムブロックの間の実際のデータ差分であってもよいし、実際のデータ差分の表現（符号
化）であってもよいし、あるいは実際のデータ差分と実際のデータ差分の表現（符号化）
との組み合わせであってもよい。
【０１００】
　ステップ２２２で、ターゲットブロックサーバ（例えば、１２０や１３０）のブロック
サービス（例えば、１２２や１３２）は欠落しているコンテンツアイテムブロックをター
ゲットブロックサーバのブロックストレージ（例えば、１２４や１３４）に格納する。タ
ーゲットブロックサーバのブロックストレージの実装は、ターゲットブロックサーバがオ
ンプレミスブロックサーバ（例えば、１２０）であるかまたはオフプレミスブロックサー
バ１３０であるかに依存して変わりうる。
【０１０１】
　ある例示的な実施の形態では、オンプレミスブロックサーバは、オンラインコンテンツ
管理サービスの管理下にある全てのコンテンツアイテム名前空間の部分集合に属するコン
テンツアイテムのコンテンツアイテムブロックを格納するのに十分なデータストレージ容
量を有してもよい。部分集合は、全てが同じ機関や同じ企業の従業員や同じ学校の生徒な
どに属するコンテンツアイテム名前空間の集合であってもよい。一方で、オフプレミスブ
ロックサーバ１３０は、オンラインコンテンツ管理サービスの管理下にある全てのコンテ
ンツアイテム名前空間のコンテンツアイテムブロックを格納するのに十分なデータストレ
ージ容量を有してもよい。データストレージ要件の差違が、オンプレミスブロックストレ
ージ（例えば、１２４）において、オフプレミスブロックストレージ１３４とは異なる実
装を促してもよい。例えば、オンプレミスブロックストレージは、１テラバイトから数テ
ラバイトまでのデータストレージもしくはそれ以上を提供するひとつまたは数台の機器に
収納されたストレージデバイス（例えば、ディスクドライブ）のアレイとして実装されて
もよい。一方、オフプレミスブロックストレージ１３４は、数ゼタバイトまでのデータス
トレージまたはそれ以上を提供するひとつ以上のデータセンタ施設に収納された分散計算
システムとして実装されてもよい。
【０１０２】
　ステップ２２４で、ターゲットブロックサーバは、アップロードされたコンテンツアイ
テムブロックのコンテンツアイテムブロックハッシュで、メタデータプレーン１８０内の
ターゲットブロックサーバのブロックサーバブロックリストを更新する。更新の態様は、
ターゲットブロックサーバがオンプレミスブロックサーバ１２０であるかまたはオフプレ
ミスブロックサーバ１３０であるかに依存して変わりうる。
【０１０３】
　オフプレミスブロックサーバ１３０の場合、ブロックストレージ１３４への格納が成功
したアップロードされたコンテンツアイテムブロックのそれぞれについて、ブロックサー
ビス１３２は、メタデータプレーン１８０内のオフプレミスブロックサーバ１３０につい
てのブロックリストを更新する。そのような更新は、オフプレミスブロックサーバ１３０
のブロックリストに、アップロードされたコンテンツアイテムブロックのコンテンツアイ
テムブロックハッシュを追加することを含んでもよい。アップロードされたコンテンツア
イテムブロックのコンテンツアイテムブロックハッシュでブロックリストを更新する前に
、ブロックサービス１３２は、自身でアップロードされたコンテンツアイテムブロックの
コンテンツアイテムブロックハッシュを算出し、それをコンテンツアイテム同期エージェ
ントからの格納要求内で受信したアップロードされたコンテンツアイテムブロックのコン
テンツアイテムブロックハッシュと比べてもよい。コンテンツアイテムブロックハッシュ
が一致しない場合、ブロックサービス１３２は格納要求を拒否し、アップロードされたコ
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ンテンツアイテムブロックをブロックストレージ１３４に格納せず、メタデータプレーン
１８０内のオフプレミスブロックサーバ１３０のブロックリストを更新しなくてもよい。
ある例示的な実施の形態によると、ブロックサービス１３２は、格納要求で指定されたア
ップロードされたコンテンツアイテムブロックをブロックストレージ１３４に格納する前
に、格納要求が正しいユーザアカウント識別子３１２を含むことを要求してもよい。
【０１０４】
　オンプレミスブロックサーバ（例えば、１２０）の場合、オンプレミスブロックストレ
ージ（例えば、１２４）への格納が成功したアップロードされたコンテンツアイテムブロ
ックについて、オンプレミスブロックサーバのブロックサービス（例えば、１２２）はメ
タデータサーバ１５０に、ひとつ以上の「コンテンツアイテムブロック有り」要求を送信
してもよい。ブロックサービスは、アップロードされたコンテンツアイテムブロックのそ
れぞれのブロックストレージへの格納が成功した後に、コンテンツアイテムブロック有り
要求を送信してもよい。あるいはまた、ブロックサービスは、複数のアップロードされた
コンテンツアイテムブロックのブロックストレージへの格納が成功した後に、コンテンツ
アイテムブロック有り要求を送信してもよい。コンテンツアイテムブロック有り要求は以
下の情報の全てを含んでもよく、またはそれの上位集合または下位集合を含んでもよい：
【０１０５】
　ユーザアカウント識別子３１２。これは、格納要求においてオンプレミスブロックサー
バに対して指定されたユーザアカウント識別子３１２であってもよい。あるいはまた、こ
れは、オンプレミスブロックサーバのユーザアカウントなどの他のユーザアカウントのユ
ーザアカウント識別子３１２であってもよい。
【０１０６】
　オンプレミスブロックサーバのブロックサーバ識別子。
【０１０７】
　ブロックストレージへの格納が成功したひとつ以上のアップロードされたコンテンツア
イテムブロックのひとつ以上のコンテンツアイテムブロックハッシュ。
【０１０８】
　オンプレミスブロックサーバからコンテンツアイテムブロック有り要求を受信すると、
メタデータサーバ１５０は、オンプレミスブロックサーバが、コンテンツアイテムブロッ
ク有り要求内のユーザアカウント識別子３１２によって特定されるユーザアカウントがア
クセス可能なコンテンツアイテム名前空間３１４に割り当てられたブロックサーバのうち
のひとつであることを検証することによって、コンテンツアイテムブロック有り要求を認
証してもよい。要求が認証されると、メタデータサーバ１５０は、メタデータプレーン１
８０内のオンプレミスブロックサーバのブロックリストを更新して、アップロードされた
コンテンツアイテムブロックがオンプレミスブロックサーバのローカルブロックストレー
ジに今や格納されたことを示すようにしてもよい。メタデータプレーン１８０内のブロッ
クリストを更新した後、メタデータサーバ１５０はコンテンツアイテムブロック有り要求
に対して、要求の処理が成功したと応答してもよい。
【０１０９】
　この時点で、ターゲットブロックサーバがオンプレミスブロックサーバ（例えば、１２
０）であれオフプレミスブロックサーバ１３０であれ、ターゲットブロックサーバにおい
て欠落していた新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックは今やコンテン
ツアイテム同期エージェント１１４－１によってターゲットブロックサーバにアップロー
ドされた。加えて、メタデータプレーン１８０内のターゲットサーバのブロックリストは
、新たなコンテンツアイテムの全てのコンテンツアイテムブロックが今やターゲットブロ
ックサーバに格納されていることを示すよう更新された。
【０１１０】
　ステップ２２６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１はステップ２１２
の委託要求を試行する。この第２委託要求は、第１委託要求で渡されたパラメータと同じ
パラメータを渡してもよく、それは所属コンテンツアイテム名前空間識別子とターゲット
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ブロックサーバ識別子と新たなコンテンツアイテムに対する相対パスと新たなコンテンツ
アイテムのブロックリストとを含む。
【０１１１】
　ステップ２２８で、メタデータサーバ１５０は、ステップ２１４で第１委託要求につい
て行ったように、この第２委託要求を認証する。
【０１１２】
　ステップ２３０で、第２委託要求が認証された前提で、メタデータサーバ１５０は、メ
タデータプレーン１８０内のターゲットブロックサーバのブロックリストにしたがい、新
たなコンテンツアイテムのブロックリストで特定されるコンテンツアイテムブロックのな
かにターゲットブロックサーバから欠落しているものがあるか否かを判定する。このとき
、第１委託要求の後、欠落していたコンテンツアイテムブロックはターゲットブロックサ
ーバにアップロードされてしまっているので、メタデータサーバ１５０は、新たなコンテ
ンツアイテムのコンテンツアイテムブロックにはターゲットブロックサーバで欠落してい
るものはないと判定すべきである。
３．１．３　コンテンツアイテムサーバジャーナル
【０１１３】
　ステップ２３２で、新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックにはター
ゲットブロックサーバから欠落しているものはないと判定した後、メタデータサーバ１５
０は、メタデータプレーン１８０内のターゲットブロックサーバのコンテンツアイテムジ
ャーナルまたは単に「サーバジャーナル」に新たなエントリを追加する。ある例示的な実
施の形態によると、新たなエントリを追加することは、新たなコンテンツアイテムをオン
ラインコンテンツ管理サービスに「委託」する。サーバジャーナルは、特定のブロックサ
ーバに委ねられたコンテンツアイテムのバージョンを追跡するために用いられる。オフプ
レミスブロックサーバ１３０用のサーバジャーナルおよびオンプレミスブロックサーバの
それぞれ用のサーバジャーナルが存在してもよい。したがって、メタデータプレーン１８
０には何百何千またはそれ以上のサーバジャーナルが格納されうる。
【０１１４】
　いったん図４を参照すると、それはひとつ以上のサーバジャーナルからなるサーバジャ
ーナル４１０のブロック図である。サーバジャーナル４１０はメタデータプレーン１８０
に保持されてもよい。サーバジャーナル４１０は複数のサーバジャーナルエントリ４１２
を含む。コンテンツアイテムの新たなバージョン（新たなコンテンツアイテムの最初のバ
ージョンを含む）のブロックサーバへのアップロードが成功し、完了すると、サーバジャ
ーナル４１０に新たなサーバジャーナルエントリ４１２が追加（例えば、追記）される。
例えば、メタデータサーバ１５０は、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１か
ら第２委託要求を受信することに応じて新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテム
ブロックにはターゲットブロックサーバから欠落しているものはないと判定した後、サー
バジャーナル４１０に、新たなサーバジャーナルエントリ４１２を追加してもよい。サー
バジャーナル４１０に新たなサーバジャーナルエントリ４１２を追加することは、新たな
コンテンツアイテムをオンラインコンテンツ管理サービスに委ねる。
【０１１５】
　サーバジャーナル４１０内の各サーバジャーナルエントリ４１２はコンテンツアイテム
のバージョンに対応する。各サーバジャーナルエントリ４１２は、ブロックサーバ識別子
４１３と、コンテンツアイテム名前空間識別子４１４と、パス４１５と、コンテンツアイ
テムブロックリスト４１６と、サーバジャーナルカーソル値４１７と、を含んでもよい。
ブロックサーバ識別子４１３は、コンテンツアイテムの対応する新しいバージョンがアッ
プロードされた先のブロックサーバを特定する。コンテンツアイテム名前空間識別子４１
４は、コンテンツアイテムの対応する新しいバージョンが所属する先のコンテンツアイテ
ム名前空間（すなわち、所属コンテンツアイテム名前空間）を特定する。パス４１５は、
コンテンツアイテムの対応する新しいバージョンの、コンテンツアイテムが所属する先の
コンテンツアイテム名前空間のマウントポイントに対する、相対ファイルシステムパスを
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指定する。コンテンツアイテムブロックリスト４１６は、コンテンツアイテムの対応する
新しいバージョンを構成するひとつ以上のコンテンツアイテムブロックを特定するひとつ
以上のコンテンツアイテムブロックハッシュを含む。
【０１１６】
　サーバジャーナルエントリ４１２のサーバジャーナルカーソル値４１７はコンテンツア
イテム名前空間およびブロックサーバに特有のものである。特に、メタデータサーバ１５
０は、コンテンツアイテム名前空間とブロックサーバとの一意の組み合わせのそれぞれに
ついて、別個のサーバジャーナルカーソルを維持してもよい。対応するコンテンツアイテ
ム名前空間と対応するブロックサーバとに対するサーバジャーナルカーソルは、対応する
コンテンツアイテム名前空間に属する新たなコンテンツアイテムの対応するブロックサー
バへのアップロードが成功したときにインクリメントされてもよい。例えば、対応するコ
ンテンツアイテム名前空間と対応するブロックサーバとに対するサーバジャーナルカーソ
ルは単調増加する値であってもよい。
【０１１７】
　例えば、コンテンツアイテム名前空間「ＤＥＦ４５６」とブロックサーバ「ＪＫＬ１０
１」とに対する直近で追加されたサーバジャーナルエントリ４１２のサーバジャーナルカ
ーソル値４１７が「１７」である場合、ステップ２３２で追加される、同じコンテンツア
イテム名前空間に属し同じブロックサーバにアップロードされたコンテンツアイテムの新
たなバージョンの新たなサーバジャーナルエントリ４１２はサーバジャーナルカーソル値
４１７として「１８」を有するであろう。
【０１１８】
　サーバジャーナル４１０は、複数のブロックサーバのサーバジャーナルを保持してもよ
い。特に、同じブロックサーバ識別子４１３を有するサーバジャーナル４１０内のサーバ
ジャーナルエントリ４１２の全てはブロックサーバのサーバジャーナルと考えられてもよ
い。ある代替的な実施の形態では、メタデータプレーン１８０内に、各ブロックサーバに
ついて、物理的に別個のサーバジャーナルが保持されてもよい。メタデータプレーン１８
０の複数のサーバ計算デバイスに亘ってサーバジャーナル４１０をパーティション化また
は分割することを含む他のストレージ構成も可能である。この場合、ブロックサーバ識別
子４１３、コンテンツアイテム名前空間識別子４１４、またはブロックサーバ識別子４１
３とコンテンツアイテム名前空間識別子４１４との組み合わせが、パーティション化のキ
ーまたは分割のキーとして用いられてもよい。
【０１１９】
　ステップ２３４で、サーバジャーナル４１０へ新たなコンテンツアイテム１１３の新た
なサーバジャーナルエントリ４１２を追加することに成功した後、メタデータサーバ１５
０は第２委託要求に応答する。特に、メタデータサーバ１５０は、新たなコンテンツアイ
テムのオンラインコンテンツ管理サービスへの委託が成功したことをコンテンツアイテム
同期エージェント１１４－１に対して示す応答を送信する。応答は、ブロックサーバ識別
子４１３、コンテンツアイテム名前空間識別子４１４、または追加されたエントリ４１２
のサーバジャーナルカーソル値４１７のうちのひとつ以上を含んでもよい。
【０１２０】
　ステップ２３６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、将来の参照の
ため、第２委託要求に対する応答内で受信したサーバジャーナルカーソル値をローカルに
（例えば、ローカルストレージ１１２に）格納してもよい。ローカルで格納する際、コン
テンツアイテム同期１１４－１は、サーバジャーナルカーソル値を、サーバジャーナルカ
ーソル値が関係する所属コンテンツアイテム名前空間識別子およびターゲットブロックサ
ーバ識別子に関連付けてもよい。加えて、新たなコンテンツアイテムのオンラインコンテ
ンツ管理サービスへの委託が成功したので、コンテンツアイテム同期エージェント１１４
－１は新たなコンテンツアイテムの委託状態インジケータを更新してもよい。
【０１２１】
　コンテンツアイテムの委託状態インジケータは、パーソナル計算デバイスのオペレーテ
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ィングシステムにより提供されるものなどのファイルシステムブラウザインタフェースに
おいてコンテンツアイテムをファイルとして見るときに、ユーザに見えるものであっても
よい。例えば、委託状態インジケータは、ファイルシステムブラウザやファイルシステム
においてファイルをブラウズし検索し発見するための他のグラフィカルユーザインタフェ
ースに表れる際、ファイル名の上やコンテンツアイテムのファイルタイプを表すアイコン
の上に表示されるグラフィックであってもよい。
【０１２２】
　ある例示的な実施の形態によると、コンテンツアイテムの委託状態インジケータは、少
なくとも四つの状態を有してもよい：（１）未委託、（２）委託中、（３）オフプレミス
ブロックサーバに委託済み、および（４）オンプレミスブロックサーバに委託済み。未委
託状態では、委託状態インジケータは表示されない。あるいはまた、コンテンツアイテム
がどのブロックサーバにも委託されていないことを示す委託状態インジケータが表示され
てもよい。委託中状態では、委託状態インジケータは、コンテンツアイテムが現在ターゲ
ットブロックサーバに委託されようとしている途中であることを示すかそうでなければア
ニメ化されてもよい。例えば、委託中状態にあるとき、コンテンツアイテムのコンテンツ
アイテムブロックが現在ターゲットブロックサーバにアップロードされていることを示す
よう、委託状態インジケータが連続ループでアニメ化されてもよい。ブロックサーバに委
託されると、委託されたコンテンツアイテムの委託状態インジケータは、コンテンツアイ
テムがオフプレミスブロックサーバ１３０に委託されたかオンプレミスブロックサーバ（
例えば、１２０）に委託されたかによって異なる外観を有してもよい。例えば、委託状態
インジケータは、コンテンツアイテムがオフプレミスブロックサーバ１３０に委託された
かオンプレミスブロックサーバに委託されたかによって異なる色または異なる像を有して
もよい。異なる外観の理由は、委託状態インジケータを見ているユーザに、コンテンツア
イテムがどのブロックサーバに委託されたかを知らせるためである。
【０１２３】
　ある例示的な実施の形態では、コンテンツアイテムの委託状態インジケータがそのコン
テンツアイテムが委託されたことを示すために、そのコンテンツアイテムは少なくとも二
つのブロックサーバに委託されなければならない。例えば、コンテンツアイテムがブロッ
クサーバ１３０およびブロックサーバ１２０の両方に委託された場合にのみ、または、コ
ンテンツアイテムが少なくとも二つのオンプレミスブロックサーバに委託された場合にの
み、委託済みの委託状態インジケータ（例えば、緑色のチェックマークグラフィック）が
表示されてもよい。ある例示的な実施の形態によると、ブロックサーバに委託されたとは
、少なくとも、サーバコンテンツアイテムジャーナル（例えば、４１０）へのエントリ（
例えば、４１２－２）の追加を指し、これは、コンテンツアイテムの全てのコンテンツア
イテムブロック（例えば、ジャーナルエントリ４１２－２のコンテンツアイテムブロック
リスト４１６によって指定されるもの）が委託の時点でブロックサーバに格納されたこと
を示す。このコンテキストで、オンプレミスブロックサーバへ委託済み状態とオフプレミ
スブロックサーバへ委託済み状態とで委託状態インジケータが別個とならなくてもよい。
代わりに、コンテンツアイテムが少なくとも二つのブロックサーバに委託されたときのコ
ンテンツアイテムの委託済み状態を表す単一の委託状態インジケータ（例えば、緑色のチ
ェックマーク）があってもよい。
【０１２４】
　ある例示的な実施の形態では、コンテンツアイテムが委託済みとみなされる（したがっ
て、そのことを示す委託状態インジケータで表示される）ためにそのコンテンツアイテム
が委託されなければならないブロックサーバの数（例えば、１、２、３等）またはそのよ
うなブロックサーバがどれであるかは、コンテンツアイテム名前空間ごとベースで設定さ
れる。例えば、コンテンツアイテム名前空間識別子と関連付けて、コンテンツアイテムが
委託済みとみなされるためにそのコンテンツアイテム名前空間に属するコンテンツアイテ
ムが委託されなければならないブロックサーバの数またはそのようなブロックサーバがど
れであるかを指定する（例えば、ブロックサーバ識別子によって）メタデータを保持して
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もよい。
３．１．４　例示的なアップロードインタラクション
【０１２５】
　図５を参照すると、本発明のある例示的な実施の形態に係る、図２のプロセス２００が
行われオフプレミスブロックサーバ１３０に新たなコンテンツアイテムがアップロードさ
れるときの、パーソナル計算デバイス１１０－１とメタデータサーバ１５０とオフプレミ
スブロックサーバ１３０とメタデータプレーン１８０との間の種々のインタラクションを
示すインタラクション図５００である。
【０１２６】
　ステップ２０２で、ユーザ１０２－１はパーソナル計算デバイス１１０－１でコンテン
ツアイテムを生成または変更する。ステップ２０４で、パーソナル計算デバイスのコンテ
ンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテンツアイテムを検出する。ステ
ップ２０６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテンツアイ
テムの所属コンテンツアイテム名前空間を決定する。ステップ２０８で、コンテンツアイ
テム同期エージェント１１４－１は新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロ
ックリストを算出する。ステップ２１０で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４
－１はオフプレミスブロックサーバ１３０がターゲットブロックサーバであることを決定
する。ステップ２１２で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は第１委託要
求をメタデータサーバ１５０に送信する。
【０１２７】
　ステップ２１４で、メタデータサーバ１５０は第１委託要求を認証する。ステップ２１
６で、メタデータサーバ１５０はオフプレミスブロックサーバ１３０で欠落している新た
なコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックを決定する。ステップ２１８で、メ
タデータサーバ１５０は欠落しているコンテンツアイテムブロックを特定する必要コンテ
ンツアイテムブロックリスト応答で第１委託要求に応答する。
【０１２８】
　ステップ２２０で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は欠落しているコ
ンテンツアイテムブロックをオフプレミスブロックサーバ１３０にアップロードする。
【０１２９】
　ステップ２２２で、オフプレミスブロックサーバ１３０はアップロードされたコンテン
ツアイテムブロックをブロックストレージ１３４に格納する。ステップ２２４で、オフプ
レミスブロックサーバ１３０は、オフプレミスブロックサーバ１３０のメタデータプレー
ン１８０のブロックリストを、欠落しているコンテンツアイテムブロックのコンテンツア
イテムブロックハッシュで更新する。
【０１３０】
　ステップ２２６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は第２委託要求を
送信する。
【０１３１】
　ステップ２２８で、メタデータサーバ１５０は第２委託要求を認証する。ステップ２３
０で、メタデータサーバ１５０はオフプレミスブロックサーバ１３０で欠落している新た
なコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックを決定する。ステップ２３２で、欠
落しているコンテンツアイテムブロックがないと判定されると、メタデータサーバ１５０
は新たなコンテンツアイテムのサーバジャーナル４１０に新たなサーバジャーナルエント
リ４１２を追加する。新たなサーバジャーナルエントリ４１２は所属コンテンツアイテム
名前空間とオフプレミスブロックサーバ１３０とを特定する。ステップ２３４で、メタデ
ータサーバ１５０は委託が成功したことの確認で第２委託要求に応答する。その応答は、
所属コンテンツアイテム名前空間とオフプレミスブロックサーバ１３０とに専用のサーバ
ジャーナルカーソル値４１７を含んでもよい。
【０１３２】
　ステップ２３６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテン
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ツアイテムの委託状態インジケータを、新たなコンテンツアイテムがオフプレミスブロッ
クサーバ１３０に委託されたことを示すよう更新する。
【０１３３】
　図６を参照すると、本発明のある例示的な実施の形態に係る、図２のプロセス２００が
行われオンプレミスブロックサーバ１２０にコンテンツアイテムがアップロードされると
きの、パーソナル計算デバイス１１０－１とメタデータサーバ１５０とオンプレミスブロ
ックサーバ１２０とメタデータプレーン１８０との間の種々のインタラクションを示すイ
ンタラクション図６００である。ダイアグラム６００に示されるインタラクションはダイ
アグラム５００に示されるインタラクションと同様である。しかしながら、ターゲットブ
ロックサーバがオフプレミスブロックサーバ１３０ではなくオンプレミスブロックサーバ
であることに関する差分がある。
【０１３４】
　ステップ２０２で、ユーザ１０２－１はパーソナル計算デバイス１１０－１でコンテン
ツアイテムを生成または変更する。ステップ２０４で、パーソナル計算デバイスのコンテ
ンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテンツアイテムを検出する。ステ
ップ２０６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテンツアイ
テムの所属コンテンツアイテム名前空間を決定する。ステップ２０８で、コンテンツアイ
テム同期エージェント１１４－１は新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロ
ックリストを算出する。ステップ２１０で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４
－１はオンプレミスブロックサーバ１２０がターゲットブロックサーバであることを決定
する。ステップ２１２で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は第１委託要
求をメタデータサーバ１５０に送信する。
【０１３５】
　ステップ２１４で、メタデータサーバ１５０は第１委託要求を認証する。ステップ２１
６で、メタデータサーバ１５０はオンプレミスブロックサーバ１２０で欠落している新た
なコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックを決定する。ステップ２１８で、メ
タデータサーバ１５０は欠落しているコンテンツアイテムブロックを特定する必要コンテ
ンツアイテムブロックリスト応答で第１委託要求に応答する。
【０１３６】
　ステップ２２０で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は欠落しているコ
ンテンツアイテムブロックをオンプレミスブロックサーバ１２０にアップロードする。
【０１３７】
　ステップ２２２で、オンプレミスブロックサーバ１２０はアップロードされたコンテン
ツアイテムブロックをオンプレミスブロックサーバ１２０のブロックストレージ１２４に
格納する。ステップ２２４で、オンプレミスブロックサーバ１２０は、ブロックストレー
ジ１２４への格納が成功した欠落コンテンツアイテムブロックについて、メタデータサー
バ１５０に、ひとつ以上のコンテンツアイテムブロック有り要求を送信する。ステップ２
２４で、メタデータサーバ１５０は、オンプレミスブロックサーバ１２０についてのメタ
データプレーン１８０内のブロックリストを、コンテンツアイテムブロック有り要求で指
定される欠落しているコンテンツアイテムブロックのコンテンツアイテムブロックハッシ
ュで更新する。
【０１３８】
　ステップ２２６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は第２委託要求を
送信する。
【０１３９】
　ステップ２２８で、メタデータサーバ１５０は第２委託要求を認証する。ステップ２３
０で、メタデータサーバ１５０はオンプレミスブロックサーバ１２０で欠落している新た
なコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックを決定する。ステップ２３２で、欠
落しているコンテンツアイテムブロックがないと判定されると、メタデータサーバ１５０
は新たなコンテンツアイテムのサーバジャーナル４１０に新たなサーバジャーナルエント
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リ４１２を追加する。新たなサーバジャーナルエントリ４１２は所属コンテンツアイテム
名前空間とオンプレミスブロックサーバ１２０とを特定する。ステップ２３４で、メタデ
ータサーバ１５０は委託が成功したことの確認で第２委託要求に応答する。その応答は、
所属コンテンツアイテム名前空間とオンプレミスブロックサーバ１２０とに専用のサーバ
ジャーナルカーソル値を含んでもよい。
【０１４０】
　ステップ２３６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテン
ツアイテムの委託状態インジケータを、新たなコンテンツアイテムがオンプレミスブロッ
クサーバ１２０に委託されたことを示すよう更新する。
３．２　コンテンツアイテムのダウンロード
【０１４１】
　図７を参照すると、ターゲットブロックサーバからコンテンツアイテムをダウンロード
するプロセス７００のフローチャートである。所属コンテンツアイテム名前空間が現在割
り当てられているブロックサーバに依存して、ターゲットブロックサーバはオンプレミス
ブロックサーバ（例えば、１２０）またはオフプレミスブロックサーバ１３０でありうる
。以下にステップを図７に示される所定の順番で説明するが、そうでないと明記または暗
示されていない限り、ステップの特定の順番が要求されているわけではない。さらに、全
てのステップが別々の時刻に行われなければならないというような要件はなく、いくつか
のステップは同時にまたは時間的に重畳して行われてもよい。さらに、目の前の特定の実
装の要件にしたがい、いくつかのステップは完全に省かれてもよく、追加的なステップが
含められてもよい。
【０１４２】
　ステップ７０２で、サーバジャーナル４１０に追加された新たなサーバジャーナルエン
トリ４１２が検出される。そのような検出は、例えばメタデータサーバ１５０や通知サー
バ１４０を含むオンラインコンテンツ管理サービスの種々のコンポーネントによって行わ
れてもよい。例えば、サーバジャーナル４１０に新たなサーバジャーナルエントリ４１２
が追加されたとき、メタデータプレーン１８０によってネットワークメッセージが生成さ
れ、バックエンドデータバスによりメタデータサーバ１５０および／または通知サーバ１
４０へ運ばれてもよい。新たなサーバジャーナルエントリ４１２の追加は、所属コンテン
ツアイテム名前空間に属する新たなコンテンツアイテムがブロックサーバにアップロード
されたことを表す。新たなサーバジャーナルエントリ４１２は、新たなエントリ４１２の
ブロックサーバ識別子４１３を介して、新たなコンテンツアイテムがアップロードされた
先のブロックサーバを特定し、新たなエントリ４１２のコンテンツアイテム名前空間識別
子４１４を介して、新たなコンテンツアイテムの所属コンテンツアイテム名前空間を特定
する。
【０１４３】
　ステップ７０４で、通知サーバ１４０は、新たなコンテンツアイテムの所属コンテンツ
アイテム名前空間が設けられているパーソナル計算デバイス（例えば、パーソナル計算デ
バイス１１０－２）に通知を行う。特定のコンテンツアイテム名前空間が設けられている
パーソナル計算デバイスを決定するために、メタデータプレーン１８０は「リンクされた
デバイス」についての情報を保持してもよい。一般に、「リンクされたデバイス」は、そ
れが正当なユーザアカウント識別子３１２を「所持する」ものであることをオンラインコ
ンテンツ管理サービスに示したパーソナル計算デバイス（例えば、１１０－２）である。
パーソナル計算デバイスは、ユーザアカウント識別子３１２に関連付けられた正当な認証
資格情報（例えば、正しいユーザ名およびパスワード）を、オンラインコンテンツ管理サ
ービス（例えば、メタデータサーバ１５０またはウェブサイト１７０）またはオンライン
コンテンツ管理サービスに認証サービスを提供するアイデンティティプロバイダに、パー
ソナル計算デバイスから、提供することによって、それが正当なユーザアカウント識別子
３１２を所持するものであることを示すことができる。
３．２．１　リンクされたデバイスメタデータ
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【０１４４】
　図７に戻る前に図８を参照すると、図８は、本発明のいくつかの実施例に従う、メタデ
ータプレーン１８０に格納された、リンクされたデバイスメタデータ８００のブロック図
である。リンクされたデバイスメタデータ８００は、１つ以上のリンクデバイスレコード
８１０を含む。リンクデバイスレコード８１０のそれぞれは、リンクされたパーソナル計
算デバイスを識別するデバイス識別子８１２を有し得る。デバイスレコード８１０のそれ
ぞれはまた、ユーザアカウントレコード３１０を識別するユーザアカウント識別子３１２
を有し得る。例えば、同一のユーザが複数のパーソナル計算デバイスを用いてオンライン
コンテンツ管理サービスとやりとりする場合、同一のユーザアカウント識別子３１２を有
する、複数のリンクデバイスレコード８１０が存在してもよい。しかしながら、所与のユ
ーザアカウント識別子３１２を有する、単一のリンクデバイスレコード８１０のみが存在
するようにすることも可能である。リンクされたデバイスレコード８１０は、デバイス識
別子８１２とユーザアカウント識別子３１２とに加えて、他の情報を含んでよい。例えば
、リンクデバイスレコード８１０は、リンクされたデバイスの種別、リンクされたデバイ
スにインストールされたオペレーティングシステムの種別、リンクされたデバイスにイン
ストールされたコンテンツアイテム同期エージェントのバージョン、他のデバイス固有の
情報についての情報を含んでよい。
【０１４５】
　いくつかの実施例によれば、リンクデバイスレコード８１０は、パーソナル計算デバイ
スにおいて実行されるクライアントアプリケーションが、ユーザアカウント識別子３１２
に関連付けられた有効なユーザ認証クレデンシャルを提供するウェブサイト１７０へ要求
を送信したことに応じて、パーソナル計算デバイスに対して、メタデータプレーン１８０
に生成される。例えば、クライアントアプリケーションは、ユーザが有効なユーザ認証ク
レデンシャルを提供するパーソナル計算デバイスにおいて実行されるウェブブラウザであ
り得る。要求に応じて、ウェブサイト１７０は、新規のリンクされたデバイスレコード１
８０を、パーソナル計算デバイスと有効なユーザアカウント識別子３１２とを識別するデ
バイス識別子８１２と共に生成してもよい。
【０１４６】
　図７に戻り、ステップ７０４で、コンテンツアイテム同期１１４－２は通知サーバ１４
０との長期ポーリング接続を維持してもよい。例えば、長期ポーリング接続はＨＴＴＰま
たはＨＴＴＰＳ長期ポーリング接続であってもよい。パーソナル計算デバイスとの間で維
持される長期ポーリング接続のそれぞれについて、通知サーバ１４０はパーソナル計算デ
バイスのデバイス識別子８１２をその接続と関連付けてもよい。ステップ７０２で新たな
サーバジャーナルエントリ４１２が検出された場合、新たなサーバジャーナルエントリ４
１２のコンテンツアイテム名前空間識別子４１４を用いて、メタデータプレーン１８０に
おいて、そのコンテンツアイテム名前空間識別子４１４を認証コンテンツアイテム名前空
間３１４として有するユーザアカウントレコード３１０を特定してもよい。そのように特
定されたユーザアカウントレコード３１０のそれぞれについて、通知対象のパーソナル計
算デバイスのリンクデバイスレコード８１０は、特定されたユーザアカウントレコード３
１０のユーザアカウント識別子３１２に基づいて特定されてもよい。通知サーバ１４０は
次いで、通知を要すると決定されたパーソナル計算デバイスのデバイス識別子８１２に関
連付けられた長期ポーリング接続のそれぞれを介して、「ピン（ｐｉｎｇ）」メッセージ
を送る。ピンメッセージは、パーソナル計算デバイスに設けられたひとつ以上のコンテン
ツアイテム名前空間のひとつ以上のコンテンツアイテムに対する更新が利用可能であるこ
とを、パーソナル計算デバイスのコンテンツアイテム同期エージェントに知らせる役割を
果たす。
【０１４７】
　ステップ７０６で、通知サーバ１４０からのピンメッセージを受信することに応じて、
パーソナル計算デバイス１１０－２のコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は
、パーソナル計算デバイス１１０－２に設けられたコンテンツアイテム名前空間に対する
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パーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャーナルカーソル値を決定す
る。同期プロトコルの第１の例示的な動作にしたがうと、クライアントジャーナルカーソ
ル値はコンテンツアイテム名前空間およびブロックサーバに特有のものであってもよい。
したがって、コンテンツアイテム名前空間およびブロックサーバに対するパーソナル計算
デバイス１１０－２の現在のクライアントジャーナルカーソル値は、そのコンテンツアイ
テム名前空間およびそのブロックサーバに委託されたコンテンツアイテム変更に対してパ
ーソナル計算デバイス１１０－２がどの程度最新かを反映する。パーソナル計算デバイス
１１０－２は、パーソナル計算デバイス１１０－２に設けられた各コンテンツアイテム名
前空間の少なくともひとつの現在のクライアントジャーナルカーソル値をローカルに保持
してもよい。コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、コンテンツアイテム名
前空間およびブロックサーバに対する現在のクライアントジャーナルカーソル値を、その
コンテンツアイテム名前空間およびそのブロックサーバに属する新たなコンテンツアイテ
ムのダウンロードに成功した後に、更新してもよい。
【０１４８】
　ステップ７０８で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は「リスト」要求
をメタデータサーバ１５０に送信する。ユーザアカウント識別子３１２およびデバイス識
別子８１２に加えて、リスト要求は、パーソナル計算デバイス１１０－２に設けられたひ
とつ以上のコンテンツアイテム名前空間のそれぞれについて、コンテンツアイテム名前空
間に対するパーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャーナルカーソル
値を特定してもよい。パーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャーナ
ルカーソル値はブロックサーバにも特有のものであるから、リスト要求は、コンテンツア
イテム名前空間識別子に加えて、現在のクライアントジャーナルカーソル値が関連する先
のブロックサーバのブロックサーバ識別子を特定してもよい。したがって、リスト要求は
、潜在的な他の情報に加えて、パーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアント
ジャーナルカーソル値と、それらの現在のクライアントジャーナルカーソル値のそれぞれ
について、コンテンツアイテム名前空間識別子と、現在のクライアントジャーナルカーソ
ル値に関連付けられたブロックサーバ識別子と、のうちのひとつ以上を特定してもよい。
【０１４９】
　ステップ７１０で、メタデータサーバ１５０はリスト要求を受信し、それを処理する。
リスト要求を処理することは、メタデータプレーン１８０のサーバジャーナル４１０を参
照することを含む。特に、リスト要求で提供されるパーソナル計算デバイス１１０－２の
現在のクライアントジャーナルカーソル値のそれぞれについて、メタデータサーバ１５０
は、リスト要求で提供されるクライアントジャーナルカーソル値よりも「新しい」サーバ
ジャーナルエントリ４１２があるかを決定する。より新しいサーバジャーナルエントリ４
１２は、エントリのサーバジャーナルカーソル値４１７がパーソナル計算デバイス１１０
－２の現在のクライアントジャーナルカーソル値よりも数値的に大きく、かつ、エントリ
４１２のブロックサーバ識別子４１３およびコンテンツアイテム名前空間識別子４１４が
それぞれリスト要求内のパーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャー
ナルカーソル値に関連付けられたブロックサーバ識別子およびコンテンツアイテム名前空
間識別子とマッチするようなものであってもよい。メタデータサーバ１５０は、リスト要
求内で指定されたパーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャーナルカ
ーソル値のそれぞれについて、ひとつ以上のより新しいサーバジャーナルエントリ４１２
を決定してもよい。
【０１５０】
　ステップ７１２で、メタデータサーバ１５０はリスト要求に応答する。応答は、ステッ
プ７１０で特定されたより新しいサーバジャーナルエントリ４１２のそれぞれからの情報
を含んでもよい。特に、応答は、より新しいサーバジャーナルエントリ４１２のそれぞれ
についての以下の情報の全て、下位集合または上位集合を含んでもよい。
【０１５１】
　より新しいサーバジャーナルエントリ４１２のブロックサーバ識別子４１３。
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【０１５２】
　より新しいサーバジャーナルエントリ４１２のコンテンツアイテム名前空間識別子４１
４。
【０１５３】
　より新しいサーバジャーナルエントリ４１２のコンテンツアイテム相対パス４１５。
【０１５４】
　より新しいサーバジャーナルエントリ４１２のコンテンツアイテムブロックリスト４１
６。
【０１５５】
　より新しいサーバジャーナルエントリ４１２のサーバジャーナルカーソル値４１７。
【０１５６】
　ステップ７１０で特定される複数のより新しいサーバジャーナルエントリ４１２が同じ
コンテンツアイテムに関する場合、その複数のより新しいサーバジャーナルエントリ４１
２のうちの最新のもののみがリスト要求に対する応答で返されるであろう。複数のより新
しいサーバジャーナルエントリ４１２は、それらがブロックサーバ識別子４１３フィール
ド、コンテンツアイテム名前空間識別子４１４フィールド、および相対パス４１５フィー
ルドについて同じ値を有するが、異なるサーバジャーナルカーソル値４１７を有する場合
、同じコンテンツアイテムに関すると見なされてもよい。例えば、直近の同期動作以来、
同じコンテンツアイテムに二つの更新がなされたとしよう。この場合、複数のより新しい
サーバジャーナルエントリ４１２のなかで最も高い（最も新しい）サーバジャーナルカー
ソル値４１７を伴うより新しいサーバジャーナルエントリ４１２が、複数のより新しいサ
ーバジャーナルエントリ４１２のうちの他のものに取って代わる。最も高い（最も新しい
）サーバジャーナルカーソル値４１７を伴うそのより新しいサーバジャーナルエントリ４
１２はリスト要求に対する応答内で返され、他のものは返されない。
【０１５７】
　ステップ７１４で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、パーソナル計
算デバイス１１０－２のローカルストレージ１１２－２から欠落しているコンテンツアイ
テムブロックを決定する。この決定は、ステップ７１２でメタデータサーバ１５０からリ
スト要求に対する応答で受信したより新しいエントリまたはより新しいサーバジャーナル
エントリ４１２のコンテンツアイテムブロックリスト４１６に基づいてもよい。この決定
はまた、コンテンツアイテムクライアントジャーナルまたは単に「クライアントジャーナ
ル」に基づいてもよい。このクライアントジャーナルは、パーソナル計算デバイス１１０
－２のローカルストレージ１１２－２に保持されるコンテンツアイテムブロックを追跡す
るために、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２がローカルで（例えば、ロー
カルストレージ１１２－２に）維持するものである。特に、クライアントジャーナルは、
ローカルストレージ１１２－２に保持される設置コンテンツアイテム名前空間に属する各
コンテンツアイテムの現在のバージョンのそれぞれに対するコンテンツアイテムブロック
リストを保持してもよい。コンテンツアイテムの現在のバージョンに対するコンテンツア
イテムブロックリストは、現在のバージョンのコンテンツアイテムブロックを特定する。
クライアントジャーナル内の各ブロックリストは、クライアントジャーナルにおいて、所
属コンテンツアイテム名前空間の識別子およびコンテンツアイテムへの相対パスに関連付
けられてもよい。リスト要求に応じてメタデータサーバ１５０から受信した所与のより新
しいサーバジャーナルエントリ４１２について、コンテンツアイテム同期エージェント１
１４－２は、より新しいサーバジャーナルエントリ４１２のブロックリスト４１６と、よ
り新しいサーバジャーナルエントリ４１２のコンテンツアイテム名前空間識別子４１４と
より新しいサーバジャーナルエントリ４１２のコンテンツアイテム相対パス４１５とにク
ライアントジャーナル内で関連付けられたクライアントジャーナルのブロックリストと、
を比較してもよい。より新しいサーバジャーナルエントリ４１２のブロックリスト４１６
内のコンテンツアイテムブロックハッシュのうち、クライアントジャーナル内の対応する
ブロックリストに無いものは、パーソナル計算デバイス１１０－２のローカルストレージ
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１１２－２内に保持される対応するコンテンツアイテムの現在のバージョンから欠落して
いるコンテンツアイテムブロックに対応する。
【０１５８】
　ステップ７１６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２はステップ７１４
で特定された欠落しているコンテンツアイテムブロックをダウンロードする。欠落してい
るコンテンツアイテムブロックは、リスト要求への応答内で指定されるように、異なるブ
ロックサーバに、または全てが同じブロックサーバに、格納されてもよい。ひとつ以上の
欠落コンテンツアイテムブロックをブロックサーバからダウンロードするために、コンテ
ンツアイテム同期エージェント１１４－２はブロックサーバに「取得」要求を送信し、取
得要求内で欠落コンテンツアイテムブロックのコンテンツアイテムブロックハッシュを特
定する。
【０１５９】
　ステップ７１６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、ひとつ以上の
ターゲットブロックサーバから欠落コンテンツアイテムブロックをダウンロードする。特
に、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２からの取得要求を受信する各ブロッ
クサーバは、取得要求に対する応答を返し、該応答は、取得要求において特定されたコン
テンツアイテムブロックハッシュに対応するコンテンツアイテムブロックを含む。ブロッ
クサーバからコンテンツアイテムブロックをダウンロードすることは、既知のｒｓｙｎｃ
アルゴリズムにより用いられるものなどのデルタ符号化スキームにしたがい行われてもよ
い。この場合、ブロックサーバからコンテンツアイテムブロックをダウンロードすること
は、ブロックサーバに保持されるコンテンツアイテムブロックとパーソナル計算デバイス
１１０－２に既に保持されているコンテンツアイテムブロックとの間のデルタのみをダウ
ンロードすることを含んでもよい。したがって、コンテンツアイテムブロックをブロック
サーバからダウンロードすることへの言及は、コンテンツアイテムブロック全体をブロッ
クサーバからダウンロードすることと、コンテンツアイテムブロックと別のコンテンツア
イテムブロックとの間のデルタだけをブロックサーバからダウンロードすることと、の両
方を包含する。
【０１６０】
　ステップ７１８で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、ローカルスト
レージ１１２－２のファイルシステムに保持されるひとつ以上のファイルとして、または
その一部として、ダウンロードされたコンテンツアイテムブロックを格納する。この格納
は、ファイルシステムに新たなファイルを生成すること、および／またはファイルシステ
ムの既存のファイルをダウンロードされたコンテンツアイテムブロックに基づき更新する
こと、を含んでもよい。例えば、リスト要求に応じて受信されたより新しいサーバジャー
ナルエントリ４１２に対応するコンテンツアイテムについての、ブロックサーバからダウ
ンロードされた所与のコンテンツアイテムブロックについて、コンテンツアイテム同期エ
ージェント１１４－２は、より新しいサーバジャーナルエントリ４１２で特定されるコン
テンツアイテム名前空間４１４のパーソナル計算デバイス１１０－２でのコンテンツアイ
テムマウントポイントフォルダ、および、より新しいサーバジャーナルエントリ４１２内
の相対パス４１５に基づいて、所与のコンテンツアイテムブロックで更新するか生成する
ように、ファイルシステム内のファイルを決定することができる。
【０１６１】
　ある例示的な実施の形態では、所与のコンテンツアイテム名前空間のひとつ以上のより
新しいサーバジャーナルエントリ４１２に基づいてステップ７１８で生成または更新され
たコンテンツアイテムは、より新しいサーバジャーナルエントリ４１２のサーバジャーナ
ルカーソル値４１７のシーケンスまたは順番で生成または更新される。例えば、ステップ
７０８において、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２が、コンテンツアイテ
ム名前空間「ＡＢＣ１２３」とブロックサーバ「ＪＫＬ１０１」とについて現在のクライ
アントジャーナルカーソル値「１７」を指定するリスト要求を送信したとする。さらに、
リスト要求に応じて、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２がステップ７１２
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においてリスト要求に応じて、コンテンツアイテム名前空間「ＡＢＣ１２３」とブロック
サーバ「ＪＫＬ１０１」とについての三つのより新しいサーバジャーナルエントリ４１２
であってそれぞれがサーバジャーナルカーソル値「１８」、「１９」、「２０」を有する
サーバジャーナルエントリ４１２を受信したとする。次いで、ブロックサーバ「ＪＫＬ１
０１」から三つの新たなサーバジャーナルエントリ４１２に対応する欠落コンテンツアイ
テムブロックをダウンロードした後、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は
、まず、サーバジャーナルカーソル値「１８」を有するより新しいサーバジャーナルエン
トリ４１２に対応するコンテンツアイテムを生成または更新し、次にサーバジャーナルカ
ーソル値「１９」を有するより新しいサーバジャーナルエントリ４１２に対応するコンテ
ンツアイテムを生成または更新し、最後にサーバジャーナルカーソル値「２０」を有する
より新しいサーバジャーナルエントリ４１２に対応するコンテンツアイテムを生成または
更新してもよい。
【０１６２】
　ステップ７２０で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、ステップ７１
６および７１８においてダウンロードおよび格納に成功したコンテンツアイテムブロック
に基づくローカルストレージ１１２－２内での生成または更新に成功したコンテンツアイ
テムについて、パーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャーナルカー
ソル値を更新する。特に、リスト要求に応じて受信された対応するより新しいサーバジャ
ーナルエントリ４１２に基づいてローカルストレージ１１２－２において生成または更新
された所与のコンテンツアイテムについて、その対応するより新しいサーバジャーナルエ
ントリ４１２で特定されるコンテンツアイテム名前空間４１４およびブロックサーバ４１
３についてのパーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャーナルカーソ
ル値は、それがその対応するより新しいサーバジャーナルエントリ４１２のサーバジャー
ナルカーソル値４１７と一致するように更新される。上述の通り、所与のコンテンツアイ
テム名前空間のひとつ以上のより新しいサーバジャーナルエントリ４１２に基づいてステ
ップ７２０で生成または更新されたコンテンツアイテムは、より新しいサーバジャーナル
エントリ４１２のジャーナルカーソル値４１７のシーケンスまたは順番で生成または更新
されてもよい。同様に、所与のコンテンツアイテム名前空間についてのパーソナル計算デ
バイス１１０－２の現在のクライアントジャーナルカーソル値は、ステップ７２２で、よ
り新しいサーバジャーナルエントリ４１２のジャーナルカーソル値４１７のシーケンスま
たは順番で、インクリメントされてもよい。
３．２．２　例示的なダウンロードインタラクション
【０１６３】
　図９を参照すると、本発明のある例示的な実施の形態に係る、図７のプロセス７００が
行われオンプレミスブロックサーバ（例えば、１２０）またはオフプレミスブロックサー
バ１３０からコンテンツアイテムをダウンロードするときの、パーソナル計算デバイス１
１０－２と通知サーバ１４０とメタデータサーバ１５０とターゲットブロックサーバとメ
タデータプレーン１８０との間の種々のインタラクションを示すインタラクション図９０
０である。
【０１６４】
　ステップ７０４にあるように、通知サーバ１４０はパーソナル計算デバイス１１０－２
のコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２にピンメッセージを送信する。
【０１６５】
　ステップ７０６にあるように、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、パ
ーソナル計算デバイス１１０－２に設けられているひとつ以上のコンテンツアイテム名前
空間の現在のクライアントジャーナルカーソル値を決定する。そのような現在のクライア
ントジャーナルカーソル値のそれぞれは、対応するブロックサーバにアップロードされた
コンテンツアイテム名前空間に対する変更に関してパーソナル計算デバイス１１０－２が
どの程度最新かを反映する。ステップ７０８にあるように、コンテンツアイテム同期エー
ジェント１１４－２はリスト要求をメタデータサーバ１５０に送信する。
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【０１６６】
　ステップ７１０にあるように、メタデータサーバ１５０は、リスト要求で指定される現
在のクライアントジャーナルカーソル値のそれぞれについて、サーバジャーナル４１０内
により新しいジャーナルエントリ４１２があるか決定する。ステップ７１２にあるように
、メタデータサーバ１５０は、より新しいジャーナルエントリ４１２のリストをデバイス
１１０－２に送信する。
【０１６７】
　ステップ７１４にあるように、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、よ
り新しいジャーナルエントリ４１２で指定されるコンテンツアイテムブロックのなかに、
デバイス１１０－２にまだ格納されていないものがあるか判定する。この判定は、より新
しいジャーナルエントリ４１２のコンテンツアイテムブロックリスト４１６と、パーソナ
ル計算デバイス１１０－２に既に格納されたコンテンツアイテムブロックの既知のコンテ
ンツアイテムブロックハッシュのコンテンツブロックリストと、を比較することに基づい
てもよい。ステップ７１６にあるように、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－
２は、ひとつ以上のターゲットブロックサーバから欠落コンテンツアイテムブロックをダ
ウンロードする。特に、パーソナル計算デバイス１１０－２においてより新しいジャーナ
ルエントリ４１２についてのひとつ以上のコンテンツアイテムブロックが欠落している場
合、そのより新しいジャーナルエントリ４１２のそれぞれについて、コンテンツアイテム
同期エージェント１１４－２は、エントリ４１２で特定されるブロックサーバ４１３から
の欠落コンテンツアイテムブロックのダウンロードを試行する。ステップ７１８にあるよ
うに、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、ダウンロードされたコンテン
ツアイテムブロックに基づいて、パーソナル計算デバイス１１０－２のローカルファイル
システムにおいてひとつ以上のコンテンツアイテムを生成または更新する。ステップ７２
０にあるように、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、より新しいジャー
ナルエントリ４１２の処理が成功したとき、現在のクライアントジャーナルカーソル値を
更新する。
４．０　第２の例示的同期プロトコル動作
【０１６８】
　上述の第１の例示的同期プロトコル動作の変形例において、クライアントおよびサーバ
ジャーナルカーソル値はコンテンツアイテム名前空間にのみ特有であって、上述の第１の
例示的同期プロトコル動作のときのようにコンテンツアイテム名前空間とブロックサーバ
との組み合わせに特有ではない。この第２の変形例において、メタデータサーバ１５０は
、コンテンツアイテム同期エージェントからの委託要求に応答することができ、その際に
はコンテンツアイテム同期エージェントが欠落コンテンツアイテムブロックをアップロー
ドできる先のひとつ以上のブロックサーバについて複数のオプションがある。また、この
変形例において、メタデータサーバ１５０は、コンテンツアイテム同期エージェントから
のリスト要求に応答することができ、その際には欠落コンテンツアイテムブロックがダウ
ンロードされる元のひとつ以上の計算デバイスについて複数のオプションがある。リスト
要求への応答の場合、計算デバイスオプションは、ブロックサーバ（例えば、１２０や１
３０）に加えてまたはその代わりに、他のパーソナル計算デバイス（例えば、１１０－１
、１１０－２）を含むことができ、それによりピアツーピア動作が促進される。
【０１６９】
　図２および図７に関して上述したアップロードおよびダウンロードプロセスと変形例と
の差分に重きを置いて、同期プロトコルの変形例を以下に説明する。
４．１　アップロードプロセス
【０１７０】
　図１０を参照すると、本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、新たなコンテン
ツアイテムをパーソナル計算デバイス１１０－１から「ターゲット」ブロックサーバへア
ップロードするためのプロセス１０００を説明するフロー図である。ターゲットブロック
はオンプレミスブロックサーバ（例えば、１０２）またはオフプレミスブロックサーバ１
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３０であってもよい。以下にステップを図１０に示される所定の順番で説明するが、そう
でないと明記されていない限り、ステップの特定の順番が要求されているわけではない。
さらに、全てのステップが別々の時刻に行われなければならないというような要件はなく
、いくつかのステップは同時にまたは時間的に重畳して行われてもよい。さらに、目の前
の特定の実装の要件にしたがい、いくつかのステップは完全に省かれてもよく、追加的な
ステップが含められてもよい。
【０１７１】
　ステップ１００２で、図２に関連して説明されたステップ２０２と同様に、ユーザ１０
２－１はパーソナル計算デバイス１１０－１のローカルストレージ１１２－１において「
新たな」コンテンツアイテムを追加するか変更する。
【０１７２】
　ステップ１００４で、図２に関連して説明されたステップ２０４と同様に、パーソナル
計算デバイス１１０－１のコンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、ローカル
ストレージ１１２－１内の新たなコンテンツアイテムを検出する。
【０１７３】
　ステップ１００６で、図２に関連して説明されたステップ２０６と同様に、コンテンツ
アイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテンツアイテムが所属するコンテンツ
アイテム名前空間があればそれを決定する。
【０１７４】
　ステップ１００８で、図２に関連して説明されたステップ２０８と同様に、コンテンツ
アイテム同期１１４－１は新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックリス
トを算出する。
【０１７５】
　プロセス１０００のこの時点で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、
新たなコンテンツアイテムの所属コンテンツアイテム名前空間の識別子（例えば「ＤＥＦ
４５６」）を決定し（ステップ１００６）、新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイ
テムブロックリストを算出（ステップ１００８）した。プロセス１０００において、図２
に関して上述されたステップ２１０などのステップを実行する必要はないが、されてもよ
い。特に、アップロードプロセス１０００について、名前空間対ブロックサーバ割り当て
がパーソナル計算デバイス１１０－１に保持される必要はないが、保持されてもよい。
【０１７６】
　ステップ１０１０で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は第１「委託」
要求をメタデータサーバ１５０に送信する。特に、第１委託要求は、ユーザアカウント識
別子３１２およびデバイス識別子８１２に加えて、以下の情報の全て、またはその下位集
合あるいは上位集合を含んでもよい。
【０１７７】
　所属コンテンツアイテム名前空間の識別子（例えば、「ＤＥＦ４５６」）；
【０１７８】
　パーソナル計算デバイス１１０－１における所属コンテンツアイテム名前空間のコンテ
ンツアイテム名前空間マウントポイントフォルダに対する新たなコンテンツアイテムの相
対ファイルシステムパス。
【０１７９】
　新規コンテンツアイテムに対するコンテンツアイテムブロックリスト。
【０１８０】
　さらなる安全性のため、ステップ１０１０で送信される委託要求は、トランスポートレ
イヤセキュリティ（ＴＬＳ）やセキュアソケットレイヤ（ＳＳＬ）で保護されたネットワ
ーク接続などの暗号化ネットワーク接続を介して、ＬＡＮ１６０およびＷＡＮ１９０を通
じて送られてもよい。
【０１８１】
　ステップ１０１２で、メタデータサーバ１５０はコンテンツアイテム同期エージェント
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１１４－１から受信した第１委託要求を認証する。この認証は、第１委託要求で指定され
る所属コンテンツアイテム名前空間のコンテンツアイテム名前空間識別子３１４が、第１
委託要求で指定されるユーザアカウント識別子３１２に対応するメタデータプレーン１８
０内のユーザアカウントレコード３１０の認証コンテンツアイテム名前空間識別子３１４
のうちのひとつであるか検証することを含んでもよい。そうでなければ、メタデータサー
バ１５０は第１委託要求を拒否し、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１に適
切なエラーメッセージを返してもよい。
【０１８２】
　ステップ１０１４で、メタデータサーバ１５０は、第１委託要求で指定される所属コン
テンツアイテム名前空間が割り当てられる先のひとつ以上の「候補」ブロックサーバを決
定する。この決定は、メタデータプレーン１８０内に保持される名前空間対ブロックサー
バ割り当てを参照することによって行われてもよい。所属コンテンツアイテム名前空間は
、オフプレミスブロックサーバ１３０にのみ、ひとつのオンプレミスブロックサーバ（例
えば、１２０）にのみ、複数のオンプレミスブロックサーバに、またはひとつ以上のオン
プレミスブロックサーバおよびオフプレミスブロックサーバ１３０に、割り当てられても
よい。
【０１８３】
　ステップ１０１６で、メタデータサーバ１５０は、ひとつ以上の候補ブロックサーバの
それぞれについて、新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックのうち、も
しあればどれが候補ブロックサーバにまだ格納されていないかを判定する。これを行うた
めに、メタデータサーバ１５０はメタデータプレーン１８０内の候補ブロックサーバのブ
ロックリストを参照してもよい。メタデータサーバ１５０は、候補ブロックサーバのブロ
ックサーバ識別子に基づいて、メタデータプレーン１８０において候補ブロックサーバの
ブロックリストを特定してもよい。第１委託要求における新たなコンテンツアイテムのコ
ンテンツアイテムブロックリストのなかの各コンテンツアイテムブロックハッシュについ
て、メタデータサーバ１５０は、そのコンテンツアイテムブロックハッシュが候補ブロッ
クサーバのブロックリストにあるか否かを判定する。もしなければ、メタデータサーバ１
５０は、対応するコンテンツアイテムブロックが候補ブロックサーバから欠落していると
決定する。そうでなければ、メタデータサーバ１５０は、対応するコンテンツアイテムブ
ロックが候補ブロックサーバに既に保持されていると決定する。
【０１８４】
　ステップ１０１８で、メタデータサーバ１５０はひとつ以上の必要コンテンツアイテム
ブロックリストを指定する応答で第１委託要求に応答する。応答は、各候補ブロックサー
バについてひとつの必要コンテンツアイテムブロックリストを含んでもよい。候補ブロッ
クサーバについての必要コンテンツアイテムブロックリストは、委託要求において送信さ
れた新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックリストのなかのコンテンツ
アイテムブロックハッシュを含み、そのコンテンツアイテムブロックはステップ１０１６
においてメタデータサーバ１５０が候補ブロックサーバのブロックリストから欠落してい
ると決定したものである。したがって、候補ブロックサーバについての必要コンテンツア
イテムブロックリストは、候補ブロックサーバにおいてどのコンテンツアイテムブロック
が欠落しているかに依存して、第１委託要求において送信された新たなコンテンツアイテ
ムのコンテンツアイテムブロックリストのなかのコンテンツアイテムブロックハッシュの
全てまたは部分集合を指定してもよい。
【０１８５】
　ステップ１０２０で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４は、新たなコンテン
ツアイテムをアップロードする先のターゲットブロックサーバを選択する。選択は、メタ
データサーバ１５０から受信した、委託要求に対する応答の中の情報に基づいてもよい。
特に、応答は、ひとつ以上の候補ブロックサーバの識別子と、そのような識別子のそれぞ
れに関連付けられた必要コンテンツアイテムブロックリストと、を含んでもよい。応答は
、候補ブロックサーバがオンプレミスブロックサーバ（例えば、１２０）であるかまたは
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オフプレミスブロックサーバ１３０であるかなどの、候補ブロックサーバ識別子に関連付
けられた他の情報を含んでもよい。他の情報はまた、ネットワークパフォーマンス情報お
よびブロックサーバ負荷情報を含んでもよい。ネットワークパフォーマンス情報は、候補
ブロックサーバが接続される先のネットワークの現在のパフォーマンスまたはパフォーマ
ンスの履歴の定性的または定量的評価を含んでもよい。ブロックサーバ負荷情報は、候補
ブロックサーバの計算リソース（例えば、ＣＰＵ、メモリ、ストレージ等）に対する現在
の負荷または負荷の履歴の定性的または定量的評価を含んでもよい。コンテンツアイテム
同期１１４－１は、種々のブロックサーバについてのネットワークパフォーマンス情報お
よびブロックサーバパフォーマンス情報をローカルで（例えば、ローカルストレージ１１
２に）維持してもよい。特に、ブロックサーバのパフォーマンス情報は、過去にブロック
サーバにアップロードされたコンテンツアイテムブロックのアップロード時間に基づいて
もよい。例えば、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１がひとつ以上のコンテ
ンツアイテムブロックを含むブロックサーバに格納要求を行うとき、コンテンツアイテム
同期エージェント１１４－１は格納要求が送信された時とブロックサーバから格納要求に
対する応答を受信した時との間のクロック時間を測定してもよい。これらのクロック時間
に基づいて、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は平均アップロード時間お
よび／または平均スループット（例えば、毎秒メガビットの単位で）を算出することがで
きる。これらの平均は、パーソナル計算デバイス１１０－１をブロックサーバに接続する
ネットワークのパフォーマンスを反映する。
【０１８６】
　以下の情報の全てまたはその下位集合または上位集合に基づいて、コンテンツアイテム
同期エージェント１１４－１はひとつ以上の候補ブロックサーバのなかからひとつを、新
たなコンテンツアイテムをアップロードする先のターゲットブロックサーバとして選択す
る：
【０１８７】
　候補ブロックサーバの数。例えば、ただひとつの候補ブロックサーバが利用可能である
場合、その候補ブロックサーバがターゲットブロックサーバとして選択されてもよい。
【０１８８】
　新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックのうち、各候補ブロックサー
バから欠落しているものの数。例えば、複数の候補ブロックサーバが利用可能である場合
、複数の候補ブロックサーバの全てのなかからアップロードしなければならないコンテン
ツアイテムブロックの数が最小となる候補ブロックサーバをターゲットブロックサーバと
して選択してもよい。
【０１８９】
　第１委託要求に対する応答においてメタデータサーバ１５０によって提供される候補ブ
ロックサーバのひとつ以上のネットワークパフォーマンス情報。
【０１９０】
　第１委託要求に対する応答においてメタデータサーバ１５０によって提供される候補ブ
ロックサーバのひとつ以上のサーバ負荷情報。
【０１９１】
　候補ブロックサーバのひとつ以上についての履歴的平均コンテンツアイテムブロックア
ップロード時間。
【０１９２】
　候補ブロックサーバのひとつ以上についての履歴的平均コンテンツアイテムブロックア
ップロードスループット。
【０１９３】
　ある例示的な実施の形態によると、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は
、候補ブロックサーバにアップロードする新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテ
ムブロックの数と、候補ブロックサーバに関するひとつ以上のネットワークパフォーマン
ス測度と、に基づいて、各候補ブロックサーバについての予想アップロード時間を算出す
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る。種々の異なるネットワークパフォーマンス測度が可能である。例えば、ネットワーク
パフォーマンス測度は、候補ブロックサーバについての履歴的平均コンテンツアイテムブ
ロックアップロード時間、または候補ブロックサーバについての履歴的平均コンテンツア
イテムブロックアップロードスループットであってもよい。例えば、トータルサイズにし
て４１０６２４バイトの百一（１０１）のコンテンツアイテムブロックが候補オンプレミ
スブロックサーバ（例えば、１２０）から欠落しており、トータルサイズにして２０５８
２４バイトの五十一（５１）のコンテンツアイテムブロックが候補オフプレミスブロック
サーバ１３０から欠落しているとする。さらに、候補オンプレミスブロックサーバについ
ての履歴的平均コンテンツアイテムブロックアップロードスループットが２０Ｍｂｉｔ／
秒であり、候補オフプレミスブロックサーバ１３０についての履歴的平均コンテンツアイ
テムブロックアップロードスループットが３Ｍｂｉｔ／秒であるとすると、コンテンツア
イテム同期エージェント１１４－１は、より多くのバイトを候補オンプレミスブロックサ
ーバにアップロードすべきではあるものの、候補オンプレミスブロックサーバをターゲッ
トサーバとして選択してもよい。この選択がなされるのは、候補オンプレミスブロックサ
ーバへの予想トータルアップロード時間が候補オフプレミスブロックサーバ１３０への予
想トータルアップロード時間の三分の一（１／３）より少ないからであってもよい。
【０１９４】
　ある例示的な実施の形態によると、候補ブロックサーバに優先度を付け、コンテンツア
イテム同期エージェント１１４－１は対応する優先度に基づいて、候補ブロックサーバの
うちのひとつをターゲットブロックサーバとして選択する。例えば、メタデータサーバ１
５０により同期エージェント１１４－１に提供される、第１委託要求に対する応答は、各
候補ブロックサーバ識別子に関連付けられた優先度を含んでもよい。優先度は、候補ブロ
ックサーバの全てがその優先度にしたがい順序付けられるような数値であってもよい。優
先度はユーザ特定的であってもよい。例えば、ウェブサイト１７０とやりとりすることで
コンテンツアイテム名前空間を複数のブロックサーバに割り当てる際、ユーザは複数のブ
ロックサーバに対して優先順位を指定してもよい。例えば、ユーザは所与のコンテンツア
イテム名前空間について、オフプレミスブロックサーバ１３０よりもオンプレミスブロッ
クサーバ（例えば、１２０）を好ましいとするよう指定してもよく、あるいはまた、第２
オンプレミスブロックサーバよりも第１オンプレミスブロックサーバをより好ましいとし
つつ、それらの両方をオフプレミスブロックサーバ１３０よりも好ましいとするよう指定
してもよい。複数の候補ブロックサーバが選択可能である場合、最高のまたは最良の優先
度に関連付けられた候補ブロックサーバがターゲットブロックサーバとして選択されても
よい。複数の候補ブロックサーバのうちのひとつをターゲットブロックサーバとして選択
する前に、複数の候補ブロックサーバに関連付けられた優先度をまず重み付けしてもよい
。優先度の重み付けはコンテンツアイテム同期エージェント１１４－１に利用可能な他の
情報に基づいてもよい。そのような他の情報は例えば、新たなコンテンツアイテムのコン
テンツアイテムブロックのうち、各候補ブロックサーバから欠落しているものの数、第１
委託要求に対する応答においてメタデータサーバ１５０によって提供される候補ブロック
サーバのひとつ以上のネットワークパフォーマンス情報、第１委託要求に対する応答にお
いてメタデータサーバ１５０によって提供される候補ブロックサーバのひとつ以上のサー
バ負荷情報、候補ブロックサーバのひとつ以上についての履歴的平均コンテンツアイテム
ブロックアップロード時間、および／または、候補ブロックサーバのひとつ以上について
の履歴的平均コンテンツアイテムブロックアップロードスループットを含む。
【０１９５】
　ステップ１０２２で、図２に関連して上述されたステップ２２０と同様に、コンテンツ
アイテム同期エージェント１１４－２は新たなコンテンツアイテムの欠落コンテンツアイ
テムブロックをターゲットブロックサーバにアップロードする。
【０１９６】
　ステップ１０２４で、図２に関連して上述されたステップ２２２と同様に、ターゲット
ブロックサーバ（例えば、１２０や１３０）のブロックサービス（例えば、１２２や１３
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２）は欠落しているコンテンツアイテムブロックをターゲットブロックサーバのブロック
ストレージ（例えば、１２４や１３４）に格納する。
【０１９７】
　ステップ１０２６で、図２に関連して上述されたステップ２２４と同様に、ターゲット
ブロックサーバは、アップロードされたコンテンツアイテムブロックのコンテンツアイテ
ムブロックハッシュで、メタデータプレーン１８０内のターゲットブロックサーバのブロ
ックサーバブロックリストを更新する。
【０１９８】
　ステップ１０２８で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４は第２委託要求をメ
タデータサーバ１５０に送信する。第２委託要求は、上述のステップ１０１０で第１委託
要求においてメタデータサーバ１５０に送信された情報と同じ情報を含んでもよい。加え
て、第２委託要求は、上述のステップ１０２０で選択されたターゲットブロックサーバの
ブロックサーバ識別子を指定してもよい。しかしながら、コンテンツアイテム同期エージ
ェント１１４－１が、第２委託要求において、選択されたターゲットブロックサーバのブ
ロックサーバ識別子を送信しなくてもよい。
【０１９９】
　ステップ１０３０で、メタデータサーバ１５０は、上述のステップ１０１２で第１委託
要求について行ったように、第２要求を認証してもよい。
【０２００】
　ステップ１０３２で、第２委託要求が認証された前提で、メタデータサーバ１５０は、
メタデータプレーン１８０内のターゲットブロックサーバのコンテンツアイテムブロック
リストにしたがい、新たなコンテンツアイテムのブロックリストで特定されるコンテンツ
アイテムブロックのなかにターゲットブロックサーバから欠落しているものがあるか否か
を判定する。このとき、第１委託要求の後、欠落していたコンテンツアイテムブロックは
ターゲットブロックサーバにアップロードされてしまっているので、メタデータサーバ１
５０は、新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックにはターゲットブロッ
クサーバで欠落しているものはないと判定すべきである。メタデータサーバ１５０は、第
２委託要求においてターゲットブロックサーバのブロックサーバ識別子が指定されている
場合に、この判定を行ってもよい。ターゲットブロックサーバの識別子と、新たなコンテ
ンツアイテムのブロックリスト中のコンテンツアイテムブロックハッシュと、を用いるこ
とで、メタデータサーバ１５０はメタデータプレーン１８０にあるターゲットブロックサ
ーバのコンテンツアイテムブロックリストを参照し、新たなコンテンツアイテムのブロッ
クリスト中のコンテンツアイテムハッシュのなかにターゲットブロックサーバのコンテン
ツアイテムブロックリストから欠落しているものがあるかを判定することができる。もし
あれば、新たなコンテンツアイテムはターゲットブロックサーバにまだアップロードされ
ていないのであるから、第２委託要求は第１委託要求と同じようにメタデータサーバ１５
０によって扱われ、プロセス１０００はステップ１０１４に戻り、そこから続いてもよい
。この場合、ステップ１０１６でのターゲットブロックサーバにおいて欠落しているコン
テンツアイテムブロックの決定は、再度行われる必要はない。この決定は既になされてい
るからである。しかしながら、ステップ１０１６での欠落コンテンツアイテムブロックの
決定は、もしあれば他の候補ブロックサーバについてなされてもよい。一方、欠落してい
るコンテンツアイテムブロックハッシュがない場合、新たなコンテンツアイテムはターゲ
ットブロックサーバに完全にアップロードされたのであるから、プロセス１０００はステ
ップ１０３４へと続き、オンラインコンテンツ管理サービスに新たなコンテンツアイテム
を委託する。
【０２０１】
　一方、第２委託要求においてターゲットブロックサーバのブロックサーバ識別子が指定
されていない場合、ステップ１０３２において、メタデータサーバ１５０は、第２委託要
求において指定される所属コンテンツアイテム名前空間が割り当てられている先のひとつ
以上の候補ブロックサーバのうち、新たなコンテンツアイテムのブロックリストで特定さ
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れる全てのコンテンツアイテムブロックを保持する候補ブロックサーバが少なくともひと
つあるか否かを判定する。この判定は、所属コンテンツアイテム名前空間が割り当てられ
ている先のひとつ以上の候補ブロックサーバを決定するステップ１０３２のサブステップ
として上述の１０１４のようなステップを行うことと、新たなコンテンツアイテムのブロ
ックリストで特定される全てのコンテンツアイテムブロックを保持する候補ブロックサー
バが少なくともひとつあるか否かを判定するステップ１０３２のサブステップとして上述
の１０１６のようなステップを行うことと、を含んでもよい。新たなコンテンツアイテム
のブロックリストで特定される全てのコンテンツアイテムブロックを保持する候補ブロッ
クサーバが少なくともひとつある場合、新たなコンテンツアイテムは少なくともひとつの
候補ブロックサーバに完全にアップロードされたのであるから、アップロードプロセス１
０００はステップ１０３４へと続き、オンラインコンテンツ管理サービスに新たなコンテ
ンツアイテムを委託する。一方、新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロッ
クの全てを保持する候補ブロックサーバがない場合、新たなコンテンツアイテムは候補ブ
ロックサーバにまだアップロードされていないのであるから、第２委託要求は第１委託要
求と同じようにメタデータサーバ１５０によって扱われ、プロセス１０００はステップ１
０１４に戻り、そこから続き、すでになされた決定はスキップする。
４．１．１　コンテンツアイテムサーバジャーナル
【０２０２】
　ステップ１０３４で、新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックにはタ
ーゲットブロックサーバまたは少なくともひとつの候補ブロックサーバから欠落している
ものはないと判定した後、メタデータサーバ１５０は、メタデータプレーン１８０内のコ
ンテンツアイテムサーバジャーナルまたは単に「サーバジャーナル」に新たなジャーナル
エントリを追加する。コンテンツアイテムサーバジャーナルを用いて、コンテンツアイテ
ム名前空間ごとベースで、オンラインコンテンツ管理サービスに委託されたコンテンツア
イテムのバージョンを追跡できる。
【０２０３】
　いったん図１１を参照すると、それはサーバジャーナル１１１０のブロック図である。
サーバジャーナル１１１０はメタデータプレーン１８０に保持されてもよい。サーバジャ
ーナル１１１０は複数のジャーナルエントリ１１１２を含む。新たなコンテンツアイテム
がブロックサーバに完全にアップロードされると、サーバジャーナル１１１０に新たなジ
ャーナルエントリ１１１２が追加（例えば、追記）される。例えば、メタデータサーバ１
５０は、コンテンツアイテム同期エージェント１１４から第２委託要求を受信することに
応じて新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックにはターゲットブロック
サーバから欠落しているものはないと判定した後、サーバジャーナル１１１０に、新たな
ジャーナルエントリ１１１２を追加してもよい。
【０２０４】
　サーバジャーナル１１１０の各ジャーナルエントリ１１１２は、コンテンツアイテム名
前空間識別子１１１４と、相対コンテンツアイテムパス１１１５と、コンテンツアイテム
ブロックリスト１１１６と、サーバジャーナルカーソル値１１１７と、を含んでもよい。
コンテンツアイテム名前空間識別子１１１４は、新たなコンテンツアイテムが所属する先
のコンテンツアイテム名前空間（すなわち、所属コンテンツアイテム名前空間）を特定す
る。パス１１１５は、新たなコンテンツアイテムの、新たなコンテンツアイテムが所属す
る先のコンテンツアイテム名前空間のマウントポイントに対する、相対ファイルシステム
パスを指定する。コンテンツアイテムブロックリスト１１１６は、新たなコンテンツアイ
テムを構成するひとつ以上のコンテンツアイテムブロックを特定するひとつ以上のコンテ
ンツアイテムブロックハッシュを含む。サーバジャーナルカーソル値１１１７はコンテン
ツアイテム名前空間特定的である。特に、メタデータサーバ１５０は、オンラインコンテ
ンツ管理サービスの管理下にある一意のコンテンツアイテム名前空間のそれぞれについて
、別個のサーバジャーナルカーソルを維持してもよい。コンテンツアイテム名前空間に対
するサーバジャーナルカーソルは、コンテンツアイテム名前空間の新たなコンテンツアイ
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テムがオンラインコンテンツ管理サービスに委託されたときに増やされ（例えば、インク
リメントされ）る。例えば、コンテンツアイテム名前空間に対するサーバジャーナルカー
ソルは単調増加する値であってもよい。
【０２０５】
　例えば、コンテンツアイテム名前空間「ＤＥＦ４５６」に対する直近で追加されたジャ
ーナルエントリ１１１２のサーバジャーナルカーソル値１１１７が「１７」である場合、
ステップ１０３４で追加される、同じコンテンツアイテム名前空間に属する新たなコンテ
ンツアイテムの新たなサーバジャーナルエントリ１１１２はサーバジャーナルカーソル値
として「１８」を有するであろう。異なるコンテンツアイテム名前空間に属する新たなコ
ンテンツアイテムがオンラインコンテンツ管理サービスに委託されるとき、異なるコンテ
ンツアイテム名前空間のサーバジャーナルカーソルは互いに独立にインクリメントされて
もよい。
【０２０６】
　サーバジャーナル１１１０は、複数のコンテンツアイテム名前空間のサーバジャーナル
を保持してもよい。特に、同じコンテンツアイテム名前空間識別子１１１４を有するサー
バジャーナル１１１０内のエントリ１１１２の全てはそのコンテンツアイテム名前空間の
サーバジャーナルと考えられてもよい。ある代替的な実施の形態では、メタデータプレー
ン１８０内に、管理下の各コンテンツアイテム名前空間について、物理的に別個のサーバ
ジャーナルが保持されてもよい。メタデータプレーン１８０の複数のサーバ計算デバイス
に亘ってサーバジャーナル１１１０をパーティション化または分割することを含む他のス
トレージ構成も可能である。この場合、コンテンツアイテム名前空間識別子１１１４はパ
ーティション化のキーまたは分割のキーとして用いられてもよい。
【０２０７】
　ステップ１０３６で、新たなジャーナルエントリ１１１２がサーバジャーナル１１１０
に追加された後、メタデータサーバ１５０はコンテンツアイテム同期エージェント１１４
－１からの第２委託要求に応答する。特に、メタデータサーバ１５０は、新たなコンテン
ツアイテムのオンラインコンテンツ管理サービスへの委託が成功したことをコンテンツア
イテム同期エージェント１１４－１に対して示す応答を送信する。加えて、その応答は、
追加された新たなサーバジャーナルエントリ１１１２からの所属コンテンツアイテム名前
空間に対するジャーナルカーソル値１１１７を含んでもよい。
【０２０８】
　ステップ１０３８で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、将来の参照
のため、サーバジャーナルカーソル値１１１７をローカルに（例えば、ローカルストレー
ジ１１２に）格納してもよい。ローカルで格納する際、コンテンツアイテム同期１１４－
１は、サーバジャーナルカーソル値１１１７を、サーバジャーナルカーソル値１１１７が
関係する所属コンテンツアイテム名前空間識別子に関連付けてもよい。加えて、新たなコ
ンテンツアイテムのオンラインコンテンツ管理サービスへの委託が成功したので、コンテ
ンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテンツアイテムの委託状態インジ
ケータを更新してもよく、その更新はアップロードプロセス２００のステップ２３６に関
して上述されたように、新たなコンテンツアイテムの欠落コンテンツアイテムブロックが
どのターゲットブロックサーバ（例えば、１２０や１３０）にアップロードされたかに依
存する。
４．１．２　例示的なアップロードインタラクション
【０２０９】
　図１２は、本発明のある例示的な実施の形態に係る、図１０のアップロードプロセス１
０００が行われターゲットブロックサーバに新たなコンテンツアイテムがアップロードさ
れるときの、パーソナル計算デバイス１１０－１とメタデータサーバ１５０とオフプレミ
スブロックサーバ１３０とメタデータプレーン１８０との間の種々のインタラクションを
示すインタラクション図１２００を提供する。インタラクション図１２００は、ターゲッ
トブロックサーバがオフプレミスブロックサーバ１３０であるときのアップロードプロセ
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ス１０００を表す。図１３は、本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、ターゲッ
トブロックサーバがオンプレミスブロックサーバ１２０であるときの、アップロードプロ
セス１０００を表すインタラクション図１３００である。
【０２１０】
　ステップ１００２で、ユーザ１０２－１はパーソナル計算デバイス１１０－１でコンテ
ンツアイテムを生成または変更する。ステップ１００４で、パーソナル計算デバイスのコ
ンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテンツアイテムを検出する。
ステップ１００６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテン
ツアイテムの所属コンテンツアイテム名前空間を決定する。ステップ１００８で、コンテ
ンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイ
テムブロックリストを算出する。ステップ１０１０で、コンテンツアイテム同期エージェ
ント１１４－１は第１委託要求をメタデータサーバ１５０に送信する。
【０２１１】
　ステップ１０１２で、メタデータサーバ１５０は第１委託要求を認証する。ステップ１
０１４で、メタデータサーバ１５０は、第１委託要求で指定される所属コンテンツアイテ
ム名前空間のひとつ以上の候補ブロックサーバを決定する。ステップ１０１６で、メタデ
ータサーバ１５０はステップ１０１４で決定された候補ブロックサーバのそれぞれで欠落
している新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックを決定する。ステップ
１０１８で、メタデータサーバ１５０は候補ブロックサーバのそれぞれで欠落しているコ
ンテンツアイテムブロックを特定する必要コンテンツアイテムブロックリスト応答で第１
委託要求に応答する。
【０２１２】
　ステップ１０２０で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、上述された
ものなどの種々のファクタに基づいて、候補ブロックサーバのうちのひとつをターゲット
ブロックサーバとして選択する。ステップ１０２２で、コンテンツアイテム同期エージェ
ント１１４－１は欠落しているコンテンツアイテムブロックをターゲットブロックサーバ
にアップロードする。
【０２１３】
　ステップ１０２４で、ターゲットブロックサーバがオフプレミスブロックサーバ１３０
である場合、オフプレミスブロックサーバ１３０はアップロードされたコンテンツアイテ
ムブロックをブロックストレージ１３４に格納し、ステップ１０２６でオフプレミスブロ
ックサーバ１３０は、メタデータプレーン１８０にあるオフプレミスブロックサーバ１３
０のためのブロックリストを、アップロードされたコンテンツアイテムブロックのコンテ
ンツアイテムブロックハッシュで更新する。
【０２１４】
　インタラクション図１２００はターゲットブロックサーバがオフプレミスブロックサー
バ１３０であるときのアップロードプロセス１０００を表すが、ターゲットブロックサー
バがオンプレミスブロックサーバ１２０である場合には、図１３のインタラクション図１
３００に示されるように、ステップ１０２４でオンプレミスブロックサーバ１２０はアッ
プロードされたコンテンツアイテムブロックをブロックストレージ１２４に格納し、ステ
ップ１０２６でメタデータサーバ１５０にひとつ以上のコンテンツアイテムブロック有り
要求を送信する。また、ステップ１０２６で、ターゲットブロックサーバがオンプレミス
ブロックサーバ１２０である場合、メタデータサーバ１５０は、アップロードされたコン
テンツアイテムブロックのコンテンツアイテムブロックハッシュで、メタデータプレーン
１８０にあるオンプレミスブロックサーバ１２０のためのブロックリストを更新する。
【０２１５】
　ステップ１０２８で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は第２委託要求
を送信する。第２委託要求は、ステップ１０２０で選択されたターゲットブロックサーバ
の識別子を指定してもよい。
【０２１６】
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　ステップ１０３０で、メタデータサーバ１５０は第２委託要求を認証する。ステップ１
０３２で、メタデータサーバ１５０は、ターゲットブロックサーバが第２委託要求におい
て指定されている場合、そのターゲットブロックサーバで欠落している新たなコンテンツ
アイテムのコンテンツアイテムブロックを決定する。ターゲットブロックサーバが第２委
託要求において指定されていない場合、メタデータサーバ１５０は、ステップ１０４にあ
るように所属コンテンツアイテム名前空間についてのひとつ以上の候補ブロックサーバを
決定し、候補ブロックサーバのなかに、新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテム
ブロックの欠落が全くないものが少なくともひとつあるか確かめる。ステップ１０３４で
、ターゲットブロックサーバまたは少なくともひとつの候補ブロックサーバから新たなコ
ンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックが欠落していないと確認されると、メタ
データサーバ１５０は新たなコンテンツアイテムのサーバジャーナル１１１０に新たなサ
ーバジャーナルエントリ１１１２を追加する。ステップ１０３６で、メタデータサーバ１
５０は委託が成功したことの確認で第２委託要求に応答する。その応答は、所属コンテン
ツアイテム名前空間に専用のサーバジャーナルカーソル値１１１７を含んでもよい。
【０２１７】
　ステップ１０３８で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は新たなコンテ
ンツアイテムの委託状態インジケータを、新たなコンテンツアイテムがターゲットブロッ
クサーバに委託されたことを示すよう更新する。
４．２　ダウンロードプロセス
【０２１８】
　図１４を参照すると、本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、コンテンツアイ
テムをターゲットブロックサーバからダウンロードするためのプロセス１４００のフロー
チャートである。以下にステップを図１４に示される所定の順番で説明するが、そうでな
いと明記または暗示されていない限り、ステップの特定の順番が要求されているわけでは
ない。さらに、全てのステップが別々の時刻に行われなければならないというような要件
はなく、いくつかのステップは同時にまたは時間的に重畳して行われてもよい。さらに、
目の前の特定の実装の要件にしたがい、いくつかのステップは完全に省かれてもよく、追
加的なステップが含められてもよい。
【０２１９】
　ステップ１４０２で、サーバジャーナル１１１０に追加された新たなサーバジャーナル
エントリ１１１２が検出される。そのような検出は、例えばメタデータサーバ１５０や通
知サーバ１４０を含むオンラインコンテンツ管理サービスの種々のコンポーネントによっ
て行われてもよい。例えば、サーバジャーナル１１１０に新たなサーバジャーナルエント
リ１１１２が追加されたとき、メタデータプレーン１８０によってネットワークメッセー
ジが生成され、バックエンドデータバスによりメタデータサーバ１５０および／または通
知サーバ１４０へ運ばれてもよい。新たなサーバジャーナルエントリ１１１２の追加は、
所属コンテンツアイテム名前空間に属する新たなコンテンツアイテムがオンラインコンテ
ンツ管理サービスに最近委託されたことを表す。新たなサーバジャーナルエントリ１１１
２は、新たなサーバジャーナルエントリ１１１２のコンテンツアイテム名前空間識別子１
１１４を介して、新たなコンテンツアイテムの所属コンテンツアイテム名前空間を特定す
る。
【０２２０】
　ステップ１４０４で、通知サーバ１４０は、図７に関連して上述されたダウンロードプ
ロセス７００のステップ７０４にあるように、所属コンテンツアイテム名前空間が設けら
れているパーソナル計算デバイス１１０－２に通知を行う。
【０２２１】
　ステップ１４０６で、通知サーバ１４０からのピンメッセージを受信することに応じて
、パーソナル計算デバイス１１０－２のコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２
は、パーソナル計算デバイス１１０－２に設けられたコンテンツアイテム名前空間に対す
るパーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャーナルカーソル値を決定
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する。同期プロトコルのこの変形例では、クライアントジャーナルカーソル値はコンテン
ツアイテム名前空間特定的であってもよい。したがって、コンテンツアイテム名前空間に
対するパーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャーナルカーソル値は
、そのコンテンツアイテム名前空間およびオンラインコンテンツ管理サービスに委託され
たコンテンツアイテム変更に対してパーソナル計算デバイス１１０－２がどの程度最新か
を反映する。パーソナル計算デバイス１１０－２は、パーソナル計算デバイス１１０－２
に設けられた各コンテンツアイテム名前空間の現在のクライアントジャーナルカーソル値
をローカルに保持してもよい。コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、設置
コンテンツアイテム名前空間に対する現在のクライアントジャーナルカーソル値を、ブロ
ックサーバからの新たなコンテンツアイテムのダウンロードに成功した後に、更新しても
よい。
【０２２２】
　ステップ１４０８で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は「リスト」要
求をメタデータサーバ１５０に送信する。ユーザアカウント識別子３１２およびデバイス
識別子８１２に加えて、リスト要求は、パーソナル計算デバイス１１０－２に設けられた
ひとつ以上のコンテンツアイテム名前空間のそれぞれについて、コンテンツアイテム名前
空間に対するパーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャーナルカーソ
ル値を特定してもよい。パーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャー
ナルカーソル値はコンテンツアイテム名前空間に特有のものであるから、リスト要求は、
現在のクライアントジャーナルカーソル値が関連する先のコンテンツアイテム名前空間の
コンテンツアイテム名前空間識別子を特定してもよい。したがって、リスト要求は、パー
ソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャーナルカーソル値と、それらの
現在のクライアントジャーナルカーソル値のそれぞれについて、コンテンツアイテム名前
空間識別子と、のうちのひとつ以上を特定してもよい。
【０２２３】
　ステップ１４１０で、メタデータサーバ１５０はリスト要求を受信し、リスト要求内の
情報に基づいて、サーバジャーナル１１１０においてより新しいサーバジャーナルエント
リ１１１２を特定する。より新しいサーバジャーナルエントリ１１１２は、エントリのサ
ーバジャーナルカーソル値１１１７がパーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライ
アントジャーナルカーソル値よりも数値的に大きく、かつ、エントリ１１１２のコンテン
ツアイテム名前空間識別子１１１４がリスト要求内のパーソナル計算デバイス１１０－２
の現在のクライアントジャーナルカーソル値に関連付けられたコンテンツアイテム名前空
間識別子とマッチするようなものであってもよい。メタデータサーバ１５０は、リスト要
求内で指定されたパーソナル計算デバイス１１０－２のクライアントジャーナルカーソル
値のそれぞれについて、ひとつ以上のより新しいサーバジャーナルエントリ１１１２を決
定してもよい。これは、所与のクライアントジャーナルカーソル値について、サーバジャ
ーナル１１１０に、より新しいサーバジャーナルエントリ１１１２が存在することを前提
とする。
【０２２４】
　ステップ１４１２で、メタデータサーバ１５０は、リスト要求で指定される各コンテン
ツアイテム名前空間について、そのコンテンツアイテム名前空間が割り当てられる先のひ
とつ以上の候補ブロックサーバを決定する。この決定は、指定されたコンテンツアイテム
名前空間のそれぞれについて、メタデータプレーン１８０内に保持される名前空間対ブロ
ックサーバ割り当てを参照することによって行われてもよい。コンテンツアイテム名前空
間のそれぞれは、オフプレミスブロックサーバ１３０にのみ、ひとつのオンプレミスブロ
ックサーバ（例えば、１２０）にのみ、複数のオンプレミスブロックサーバに、またはひ
とつ以上のオンプレミスブロックサーバおよびオフプレミスブロックサーバ１３０に、割
り当てられてもよい。
【０２２５】
　ステップ１４１４で、メタデータサーバ１５０はリスト要求への応答を返す。応答は、
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ステップ１４１０で特定されたより新しいサーバジャーナルエントリ１１１２のそれぞれ
からの情報と、ステップ１４１２で決定された名前空間対ブロックサーバ割り当てについ
ての情報と、を含んでもよい。特に、応答は、より新しいサーバジャーナルエントリ１１
１２のそれぞれについての以下の情報の全て、下位集合または上位集合を含んでもよい。
【０２２６】
　より新しいサーバジャーナルエントリ１１１２のコンテンツアイテム名前空間識別子１
１１４。
【０２２７】
　より新しいサーバジャーナルエントリ１１１２のコンテンツアイテム相対パス１１１５
。
【０２２８】
　より新しいサーバジャーナルエントリ１１１２のコンテンツアイテムブロックリスト１
１１６。
【０２２９】
　より新しいサーバジャーナルエントリ１１１２のサーバジャーナルカーソル値１１１７
。
【０２３０】
　ステップ１４１２で特定される複数のより新しいサーバジャーナルエントリ１１１２が
同じコンテンツアイテムに関する場合、その複数のより新しいサーバジャーナルエントリ
１１１２のうちの最新のもののみがリスト要求に対する応答で返されるであろう。複数の
より新しいサーバジャーナルエントリ１１１２は、それらがコンテンツアイテム名前空間
識別子１１１４フィールドおよび相対パス１１１５フィールドについて同じ値を有するが
、異なるサーバジャーナルカーソル値１１１７を有する場合、同じコンテンツアイテムに
関してもよい。例えば、直近の同期動作以来、同じコンテンツアイテムに二つの更新がな
されたとしよう。この場合、複数のより新しいサーバジャーナルエントリ１１１２のなか
で最も高い（最も新しい）サーバジャーナルカーソル値１１１７を伴うより新しいサーバ
ジャーナルエントリ１１１２が、複数のより新しいサーバジャーナルエントリ１１１２の
うちの他のものに取って代わる。最も高い（最も新しい）サーバジャーナルカーソル値１
１１７を伴うそのより新しいサーバジャーナルエントリ１１１２はリスト要求に対する応
答内で返され、他のものは返されない。
【０２３１】
　加えて、リスト要求に対する応答は、リスト要求で指定される各コンテンツアイテム名
前空間について、コンテンツアイテム名前空間が現在割り当てられている先のひとつ以上
のブロックサーバのブロックサーバ識別子を含んでもよい。名前空間対ブロックサーバ割
り当ては、そのような割り当てをなす適切な権限を有するユーザによりウェブサイト１７
０を通じて提供されるユーザ入力に基づいてもよい。権限はコンテンツアイテム名前空間
に特有であってもよい。例えば、ユーザは、ブロックサーバに、ユーザのアカウントレコ
ード３１０の認証済コンテンツアイテム名前空間３１４のみを割り当てることができても
よい。
【０２３２】
　ある例示的な実施の形態によると、各より新しいサーバジャーナルエントリ１１１２に
ついてリスト要求に対する応答内で返される情報はひとつ以上の候補ブロックサーバを特
定し、より新しいサーバジャーナルエントリ１１１２のコンテンツアイテムブロックリス
ト１１１６により特定される全てのコンテンツアイテムブロックがそのひとつ以上の候補
ブロックサーバからダウンロード可能である。この決定をなすため、メタデータサーバ１
５０は、より新しいサーバジャーナルエントリ１１１２で特定されるコンテンツアイテム
名前空間１１１４に割り当てられた各候補ブロックサーバについて、より新しいサーバジ
ャーナルエントリ１１１２のコンテンツアイテムブロックリスト１１１６のコンテンツア
イテムブロックハッシュの全てがメタデータプレーン１８０に保持されている候補ブロッ
クサーバのブロックリストにあるかを検証してもよい。もしそうなら、より新しいサーバ
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ジャーナルエントリ１１１２のコンテンツアイテムブロックリスト１１１６により特定さ
れるコンテンツアイテムブロックの全てをその候補ブロックサーバからダウンロードする
ことができる。
【０２３３】
　ステップ１４１６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、パーソナル
計算デバイス１１０－２のローカルストレージ１１２－２から欠落しているコンテンツア
イテムブロックを決定する。この決定は、ステップ１４１４でメタデータサーバ１５０か
らリスト要求に対する応答で受信したより新しいエントリまたはより新しいエントリ１１
１２のコンテンツアイテムブロックリスト１１１６に基づいてもよい。この決定はまた、
コンテンツアイテムクライアントジャーナルまたは単に「クライアントジャーナル」に基
づいてもよい。このクライアントジャーナルは、パーソナル計算デバイス１１０－２のロ
ーカルストレージ１１２－２に保持されるコンテンツアイテムブロックを追跡するために
、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２がローカルで（例えば、ローカルスト
レージ１１２－２に）維持するものである。特に、クライアントジャーナルは、ローカル
ストレージ１１２－２に保持される設置コンテンツアイテム名前空間に属する各コンテン
ツアイテムの現在のバージョンのそれぞれに対するコンテンツアイテムブロックリストを
保持してもよい。クライアントジャーナル内の各ブロックリストは、クライアントジャー
ナルにおいて、所属コンテンツアイテム名前空間の識別子およびコンテンツアイテムへの
相対パスに関連付けられてもよい。リスト要求に応じてメタデータサーバ１５０から受信
した所与のより新しいエントリ１１１２について、コンテンツアイテム同期エージェント
１１４－２は、より新しいエントリ１１１２のブロックリスト１１１６と、より新しいエ
ントリ１１１２のコンテンツアイテム名前空間識別子１１１４とより新しいエントリ１１
１２のコンテンツアイテム相対パス１１１５とにクライアントジャーナル内で関連付けら
れたクライアントジャーナルのブロックリストと、を比較してもよい。より新しいエント
リ１１１２のブロックリスト１１１６内のコンテンツアイテムブロックハッシュのうち、
クライアントジャーナル内の対応するブロックリストに無いものは、パーソナル計算デバ
イス１１０－２のローカルストレージ１１２－２内に保持される対応するコンテンツアイ
テムの現在のバージョンから欠落しているコンテンツアイテムブロックに対応する。
【０２３４】
　ステップ１４１８で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２はステップ１４
１６で特定された欠落しているコンテンツアイテムブロックをダウンロードする。欠落し
ているコンテンツアイテムブロックは、リスト要求への応答内で示されるように、異なる
ブロックサーバに、または全てが同じブロックサーバに、格納されてもよい。加えて、所
与のコンテンツアイテムについて欠落しているコンテンツアイテムブロックは複数の候補
ブロックサーバにおいて利用可能であってもよい。この場合、コンテンツアイテム同期エ
ージェント１１４－２は、候補ブロックサーバのうちのひとつを、その欠落しているブロ
ックのダウンロード元として選択してもよい。この選択は、アップロード目的でのターゲ
ットブロックサーバの選択に関して上述した基準と同様の基準に基づいてもよい。しかし
ながら、ネットワークパフォーマンス基準は、過去のブロックアップロード時間の代わり
に過去のブロックダウンロード時間に基づいてもよい。
【０２３５】
　ひとつ以上の欠落コンテンツアイテムブロックをブロックサーバからダウンロードする
ために、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２はブロックサーバに「取得」要
求を送信し、取得要求内で欠落コンテンツアイテムブロックのコンテンツアイテムブロッ
クハッシュを特定する。ステップ１４１８で、コンテンツアイテム同期エージェント１１
４－２は、ひとつ以上のターゲットブロックサーバから欠落コンテンツアイテムブロック
をダウンロードする。特に、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２からの取得
要求を受信する各ブロックサーバは、取得要求に対する応答を返し、該応答は、取得要求
において特定されたコンテンツアイテムブロックハッシュに対応するコンテンツアイテム
ブロックを含む。ブロックサーバからコンテンツアイテムブロックをダウンロードするこ
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とは、既知のｒｓｙｎｃアルゴリズムにより用いられるものなどのデルタ符号化スキーム
にしたがい行われてもよい。この場合、ブロックサーバからコンテンツアイテムブロック
をダウンロードすることは、ブロックサーバに保持されるコンテンツアイテムブロックと
パーソナル計算デバイス１１０－２に既に保持されているコンテンツアイテムブロックと
の間のデルタのみをダウンロードすることを含んでもよい。したがって、コンテンツアイ
テムブロックをブロックサーバからダウンロードすることへの言及は、コンテンツアイテ
ムブロック全体をブロックサーバからダウンロードすることと、コンテンツアイテムブロ
ックと別のコンテンツアイテムブロックとの間のデルタだけをブロックサーバからダウン
ロードすることと、の両方を包含する。
【０２３６】
　ステップ１４２０で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、ローカルス
トレージ１１２－２のファイルシステムに保持されるひとつ以上のコンテンツアイテムと
して、またはその一部として、ダウンロードされたコンテンツアイテムブロックを格納す
る。この格納は、ファイルシステムに新たなファイルを生成すること、および／またはフ
ァイルシステムの既存のファイルをダウンロードされたコンテンツアイテムブロックに基
づき更新すること、を含んでもよい。例えば、リスト要求に応じて受信されたより新しい
サーバジャーナルエントリ１１１２に対応するコンテンツアイテムについての、ブロック
サーバからダウンロードされた所与のコンテンツアイテムブロックについて、コンテンツ
アイテム同期エージェント１１４－２は、より新しいエントリ１１１２で特定されるコン
テンツアイテム名前空間１１１４のパーソナル計算デバイス１１０－２でのコンテンツア
イテムマウントポイントフォルダ、および、より新しいエントリ１１１２内の相対パス１
１１５に基づいて、所与のコンテンツアイテムブロックで更新するか生成するように、フ
ァイルシステム内のファイルを決定することができる。
【０２３７】
　ある例示的な実施の形態では、所与のコンテンツアイテム名前空間のひとつ以上のより
新しいエントリ１１１２に基づいてステップ１４２０で生成または更新されたコンテンツ
アイテムの全ては、より新しいエントリ１１１２のジャーナルカーソル値１１１７のシー
ケンスまたは順番で生成または更新される。
【０２３８】
　ステップ１４２２で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、ステップ１
４１８および１４２０においてダウンロードおよび格納に成功したコンテンツアイテムブ
ロックに基づくローカルストレージ１１２－２内での生成または更新に成功したコンテン
ツアイテムについて、パーソナル計算デバイス１１０－２の現在のクライアントジャーナ
ルカーソル値を更新する。特に、リスト要求に応じて受信された対応するより新しいエン
トリ１１１２に基づいてローカルストレージ１１２－２において生成または更新された所
与のコンテンツアイテムについて、その対応するより新しいエントリ１１１２で特定され
るコンテンツアイテム名前空間１１１４についてのパーソナル計算デバイス１１０－２の
現在のクライアントジャーナルカーソル値は、それがその対応するより新しいエントリ１
１１２のサーバジャーナルカーソル値１１１７と一致するように更新される。上述の通り
、所与のコンテンツアイテム名前空間のひとつ以上のより新しいエントリ１１１２に基づ
いてステップ１４２０で生成または更新されたコンテンツアイテムは、より新しいエント
リ１１１２のジャーナルカーソル値１１１７のシーケンスまたは順番で生成または更新さ
れてもよい。同様に、所与のコンテンツアイテム名前空間についてのパーソナル計算デバ
イス１１０－２の現在のクライアントジャーナルカーソル値は、ステップ１４２２で、所
与のコンテンツアイテム名前空間についてのひとつ以上のより新しいエントリ１１１２の
ジャーナルカーソル値１４１７のシーケンスまたは順番で、インクリメントされてもよい
。
４．２．１　例示的なダウンロードインタラクション
【０２３９】
　図１５を参照すると、本発明のある例示的な実施の形態に係る、図１４のプロセス１４
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００が行われオンプレミスブロックサーバ（例えば、１２０）またはオフプレミスブロッ
クサーバ１３０からコンテンツアイテムをダウンロードするときの、パーソナル計算デバ
イス１１０－２と通知サーバ１４０とメタデータサーバ１５０とブロックサーバ１２０ま
たは１３０とメタデータプレーン１８０との間の種々のインタラクションを示すインタラ
クション図１５００である。
【０２４０】
　ステップ１４０４にあるように、通知サーバ１４０はパーソナル計算デバイス１１０－
２のコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２にピンメッセージを送信する。
【０２４１】
　ステップ１４０６にあるように、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、
パーソナル計算デバイス１１０－２に設けられているひとつ以上のコンテンツアイテム名
前空間の現在のクライアントジャーナルカーソル値を決定する。そのような現在のクライ
アントジャーナルカーソル値のそれぞれは、オンラインコンテンツ管理サービスに委託さ
れたコンテンツアイテム名前空間に対する変更に関してパーソナル計算デバイス１１０－
２がどの程度最新かを反映する。ステップ１４０８にあるように、コンテンツアイテム同
期エージェント１１４－２はリスト要求をメタデータサーバ１５０に送信する。
【０２４２】
　ステップ１４１０にあるように、メタデータサーバ１５０は、リスト要求で指定される
現在のクライアントジャーナルカーソル値のそれぞれについて、ジャーナル１１１０内に
より新しいジャーナルエントリ１１１２があるか決定する。ステップ１４１２にあるよう
に、メタデータサーバ１５０は、より新しいジャーナルエントリ１１１２のコンテンツア
イテムブロックのダウンロード元となりうるひとつ以上の候補ブロックサーバを決定する
。ステップ１４１４にあるように、メタデータサーバ１５０は、より新しいジャーナルエ
ントリ１１１２のリストの関連情報をデバイス１１０－２に送信する。
【０２４３】
　ステップ１４１６にあるように、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、
より新しいジャーナルエントリ１１１２で指定されるコンテンツアイテムブロックのなか
に、デバイス１１０－２にまだ格納されていないものがあるか判定する。この判定は、よ
り新しいジャーナルエントリ１１１２のコンテンツアイテムブロックリスト１１１６と、
パーソナル計算デバイス１１０－２に既に格納されたコンテンツアイテムブロックの既知
のコンテンツアイテムブロックハッシュのコンテンツブロックリストと、を比較すること
に基づいてもよい。ステップ１４１８にあるように、コンテンツアイテム同期エージェン
ト１１４－２は、ひとつ以上のターゲットブロックサーバから欠落コンテンツアイテムブ
ロックをダウンロードする。特に、パーソナル計算デバイス１１０－２においてより新し
いジャーナルエントリ１１１２についてのひとつ以上のコンテンツアイテムブロックが欠
落している場合、そのより新しいジャーナルエントリ４１２のそれぞれについて、コンテ
ンツアイテム同期エージェント１１４－２は、欠落ブロックが利用可能であるブロックサ
ーバからの欠落コンテンツアイテムブロックのダウンロードを試行する。ステップ１４２
０にあるように、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、ダウンロードされ
たコンテンツアイテムブロックに基づいて、パーソナル計算デバイス１１０－２のローカ
ルファイルシステムにおいてひとつ以上のコンテンツアイテムを生成または更新する。ス
テップ１４２２にあるように、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、より
新しいジャーナルエントリ１１１２の処理が成功したとき、現在のクライアントジャーナ
ルカーソル値を更新する。
５．０　ストリーミングダウンロード最適化
【０２４４】
　上述の例示的な同期プロトコル動作では、新たなコンテンツアイテムがターゲットブロ
ックサーバに完全にアップロードされた後、パーソナル計算デバイス１１０－２は通知サ
ーバ１４０によってピンメッセージを介して新たなコンテンツアイテムについての通知を
受ける。その結果、パーソナル計算デバイス１１０－２は、新たなコンテンツアイテムの
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全てのコンテンツアイテムブロックがターゲットブロックサーバにアップロードされたか
そうでなければターゲットブロックサーバで利用可能とならないと、ターゲットブロック
サーバからの新たなコンテンツアイテムの欠落ブロックのダウンロードを開始しない。
【０２４５】
　ある例示的な実施の形態によると、パーソナル計算デバイス１１０－２は、新たなコン
テンツアイテムがターゲットブロックサーバに完全にアップロードされる前に、ターゲッ
トブロックサーバからの新たなコンテンツアイテムの欠落ブロックのダウンロードを開始
することができる。このストリーミングダウンロード最適化を促進するために、同期プロ
トコルに対するある最適化が実装される。これは、図２および７と第１の例示的な同期プ
ロトコル動作と図１０および１４と第２の例示的な同期プロトコル動作とに関して説明さ
れる。
５．１　第１の例示的同期プロトコル
【０２４６】
　変更された同期プロトコルにおいて、ステップ２０２，２０４，２０６，２０８，２１
０，２１２，および２１４は、第１の例示的な同期プロトコル動作に関して上述されたよ
うに進んでもよい。しかしながら、ストリーミングダウンロード最適化によると、メタデ
ータサーバ１５０はメタデータプレーン１８０において委託前サーバジャーナルを維持す
る。メタデータサーバ１５０は、コンテンツアイテム同期エージェントからの「失敗した
」委託要求の後、委託前サーバジャーナルにエントリを追加してもよい。「失敗した」委
託要求は、新たなコンテンツアイテムの少なくともひとつのコンテンツアイテムブロック
がターゲットブロックサーバから欠落しているようなものであってもよい。特に、変更さ
れたアップロードプロセス２００のステップ２１６で、新たなコンテンツアイテムのひと
つ以上のコンテンツアイテムブロックがターゲットブロックサーバから欠落しているとメ
タデータサーバ１５０が判定した後、メタデータサーバ１５０は委託前サーバジャーナル
に新たなエントリを追加してもよい。新たな委託前サーバジャーナルエントリは、ブロッ
クサーバ識別子と、コンテンツアイテム名前空間識別子と、相対パスと、コンテンツアイ
テムブロックリストと、を含んでもよい。新たな委託前サーバジャーナルエントリはサー
バジャーナルカーソル値を有する必要はないが、有してもよい。委託前サーバジャーナル
エントリのブロックサーバ識別子は、新たなコンテンツアイテムについてのターゲットブ
ロックサーバを特定し、それはオンプレミスブロックサーバ（例えば、１２０）やオフプ
レミスブロックサーバ１３０であってもよい。新たな委託前サーバジャーナルエントリの
コンテンツアイテム名前空間識別子は、新たなコンテンツアイテムの所属コンテンツアイ
テム名前空間を特定する。相対パスは、所属コンテンツアイテム名前空間のマウントポイ
ントに対する、新たなコンテンツアイテムへのパスを特定する。コンテンツアイテムブロ
ックリストは、新たなコンテンツアイテムのひとつ以上のコンテンツアイテムブロックに
対応するひとつ以上のコンテンツアイテムブロックハッシュを含む。
【０２４７】
　変更されたアップロードプロセス２００のステップ２３０で、新たなコンテンツアイテ
ムのコンテンツアイテムブロックのうちターゲットブロックサーバから欠落しているもの
はないと判定した後、メタデータサーバ１５０は、委託前サーバジャーナルから委託前サ
ーバジャーナルエントリを除去してもよい。ある例示的な実施の形態によると、委託前サ
ーバジャーナルに委託前サーバジャーナルエントリを追加してからある期間が経過した後
、委託前サーバジャーナルエントリを委託前サーバジャーナルから自動的に除去（すなわ
ち、期限切れ）する。変更されたアップロードプロセス２００が失敗し第２委託要求がな
されることがないような場合に備えて、委託前サーバジャーナルエントリは自動的に失効
するよう設定される。新たなコンテンツアイテムについて委託前サーバジャーナルに委託
前サーバジャーナルエントリが存在することは、ストリーミングダウンロード最適化のた
めに新たなコンテンツアイテムが利用可能であることのシグナルとして作用する。変更さ
れたアップロードプロセス２００の残りのステップは、第１の例示的な同期プロトコル動
作に関して上述されたように進んでもよい。
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【０２４８】
　ある例によると、委託前サーバジャーナルはメタデータプレーン１８０の揮発性メモリ
のみに維持される。委託前サーバジャーナルのエントリが揮発性メモリから消去され、退
避されまたは期限切れとなったとしても、同期プロトコルは依然としてストリーミングダ
ウンロード最適化なしで適切に動作しうるからである。例えば、委託前サーバジャーナル
はメムキャッシュ（ｍｅｍｃａｃｈｅ）などの分散メモリキャッシングシステムに維持さ
れてもよい。
【０２４９】
　変更されたダウンロードプロセス７００のステップ７０２で、新たなコンテンツアイテ
ムの新たな委託前サーバジャーナルエントリが委託前サーバジャーナルに追加されたこと
が検出される。
【０２５０】
　変更されたダウンロードプロセス７００のステップ７０４で、新たな委託前サーバジャ
ーナルエントリの検出に応じて、通知サーバ１４０は、所属コンテンツアイテム名前空間
が設けられている先のパーソナル計算デバイス１１０－２にピンメッセージを送信する。
【０２５１】
　変更されたアップロードプロセス７００のステップ７０６および７０８は、第１の例示
的な同期プロトコル動作に関して上述されたように進んでもよい。
【０２５２】
　変更されたダウンロードプロセス７００のステップ７１０で、メタデータサーバ１５０
はリスト要求を処理する際、上述のようにサーバジャーナル４１０に新たなサーバジャー
ナルエントリ４１２があるかを判定することに加えて、委託前サーバジャーナルに関連す
る委託前サーバジャーナルエントリがあるかを判定してもよい。特に、リスト要求内の現
在のクライアントジャーナルカーソル値に関連付けられたコンテンツアイテム名前空間と
ブロックサーバとの組のそれぞれについて、メタデータサーバ１５０は、委託前サーバジ
ャーナルにおいて、マッチするコンテンツアイテム名前空間識別子とブロックサーバ識別
子とを有するひとつ以上の委託前サーバジャーナルエントリを決定してもよい。そのよう
な委託前サーバジャーナルエントリのそれぞれの情報は、変更されたダウンロードプロセ
ス７００のステップ７１２で、リスト要求に対する応答内で返されてもよい。リスト要求
応答内で返される委託前サーバジャーナルエントリは、それとリスト要求応答内で返され
るより新しいサーバジャーナルエントリ４１２とを区別するために、そのようなものとし
て特定されてもよい。例えば、応答内で返される委託前サーバジャーナルエントリはジャ
ーナルカーソル値に関連付けられない一方、応答内で返されるより新しいサーバジャーナ
ルエントリ４１２はより新しいサーバジャーナルエントリ４１２のサーバジャーナルカー
ソル値４１７に関連付けられてもよい。
【０２５３】
　変更されたダウンロードプロセス７００のステップ７１４で、第１の同期プロトコル動
作に関連して上述したように、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、より
新しいサーバジャーナルエントリ４１２のコンテンツアイテムブロックリスト４１６によ
って特定されるコンテンツアイテムブロックであってパーソナル計算デバイス１１０－２
のローカルストレージ１１２－２から欠落しているコンテンツアイテムブロックを決定す
る。加えて、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、コンテンツアイテムブ
ロックのプリフェッチキャッシュをローカルストレージ１１２－２で維持してもよい。プ
リフェッチキャッシュは、ストリーミングダウンロード最適化の一部としてブロックサー
バからダウンロードされたコンテンツアイテムブロックを保持するよう設計されたローカ
ルストレージ１１２－２のエリア（例えば、特定のファイルシステムフォルダ）であって
もよい。特に、変更されたダウンロードプロセス７００のステップ７１２でコンテンツア
イテム同期エージェント１１４－２によって受信された委託前サーバジャーナルエントリ
について、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、変更されたダウンロード
プロセス７００のステップ７１４の一部として、委託前サーバジャーナルエントリ内の対
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応するコンテンツアイテムブロックハッシュによって特定される新たなコンテンツアイテ
ムのコンテンツアイテムブロックのなかにパーソナル計算デバイス１１０－２で欠落して
いるものがあるかを判定してもよい。変更されたダウンロードプロセス７００のステップ
７１６の一部で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、委託前サーバジャ
ーナルエントリで特定されたターゲットブロックサーバから、パーソナル計算デバイス１
１０－２へと、そのような欠落コンテンツアイテムブロックをダウンロードし、ローカル
ストレージ１１２－２のプリフェッチキャッシュエリアに格納してもよい。
【０２５４】
　変更されたダウンロードプロセス７００のステップ７１２で受信された委託前サーバジ
ャーナルエントリに対応する所与の新たなコンテンツアイテムについて、パーソナル計算
デバイス（例えば、１１０－２）のコンテンツアイテム同期エージェント（例えば、１１
４－２）が、変更されたダウンロードプロセス７００のステップ７１６でターゲットブロ
ックサーバから新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックをダウンロード
している間に、別のパーソナル計算デバイス（例えば、１１０－１）の別のコンテンツア
イテム同期エージェント（例えば、１１４－１）が変更されたアップロードプロセス２０
０のステップ２２０で新たなコンテンツアイテムの異なるコンテンツアイテムブロックを
ターゲットブロックサーバにアップロードしていてもよい。例えば、新たなコンテンツア
イテムがコンテンツアイテムブロックハッシュ「Ａ」、「Ｂ」および「Ｃ」を伴う三つの
コンテンツアイテムブロックからなるとする。ストリーミングダウンロード最適化の一部
として、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、コンテンツアイテム同期エ
ージェント１１４－１がコンテンツアイテムブロック「Ｂ」のターゲットブロックサーバ
へのアップロードを始める（または終わる）かコンテンツアイテムブロック「Ｃ」のター
ゲットブロックサーバへのアップロードを始める（または終わる）前に、ターゲットブロ
ックサーバからのコンテンツアイテムブロック「Ａ」のダウンロードを開始してもよい。
【０２５５】
　変更されたダウンロードプロセス７００のステップ７１２で受信されたより新しいサー
バジャーナルエントリ４１２に対応するより新しいコンテンツアイテムの、ターゲットブ
ロックサーバからダウンロードされたコンテンツアイテムブロックについて、第１の例示
的な同期プロトコルに関して上述されたように、変更されたダウンロードプロセス７００
のステップ７１８および７２０がそのより新しいコンテンツアイテムについて実行されて
もよい。
【０２５６】
　変更されたダウンロードプロセス７００のステップ７１２で受信された委託前サーバジ
ャーナルエントリに対応するより新しいコンテンツアイテムの、ターゲットブロックサー
バからダウンロードされたコンテンツアイテムブロックについて、変更されたダウンロー
ドプロセス７００のステップ７１８および７２０は、新たなコンテンツアイテムがオンラ
インコンテンツ管理サービスに委託された後に変更されたダウンロードプロセス７００の
ステップ７０２にあるように別のピンメッセージをコンテンツアイテム同期１１４－２が
受信するまで、その新しいコンテンツアイテムについて延期されてもよい。この場合、コ
ンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、ピンメッセージを受け取った後、変更
されたダウンロードプロセス７００のステップ７０８で実行されるリスト要求に応じて、
変更されたダウンロードプロセス７００のステップ７１２において、いまや委託済みのコ
ンテンツアイテムのより新しいサーバジャーナルエントリ４１２を受信するであろう。今
や、変更されたダウンロードプロセス７００のステップ７１４で、コンテンツアイテム同
期エージェント１１４－２は、新しいコンテンツアイテムの欠落コンテンツアイテムブロ
ックをプリフェッチキャッシュの中に見つけることができる。それらはストリーミングダ
ウンロード最適化にしたがい過去にダウンロードされているからである。したがって、コ
ンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、変更されたダウンロードプロセス７０
０のステップ７１６で、新しいコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックをダウ
ンロードする必要はない。第１の例示的な同期プロトコルに関して上述されたように、変
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更されたダウンロードプロセス７００のステップ７１８および７２０はより新しいコンテ
ンツアイテムについて実行されてもよく、これは変更されたダウンロードプロセス７００
のステップ７１８で新たなコンテンツアイテムの一部として欠落コンテンツアイテムブロ
ックを格納する際に、プリフェッチキャッシュで利用可能なそのような欠落コンテンツア
イテムブロックを用いることで行われる。
５．２　第２の例示的同期プロトコル
【０２５７】
　ストリーミングダウンロード最適化を実装するための第２の例示的な同期プロトコルに
対する最適化について、メタデータサーバ１５０は、変更されたアップロードプロセス１
０００のステップ１０１６で、第１委託要求で指定される新たなコンテンツアイテムの全
てのコンテンツアイテムブロックを有する候補ブロックサーバがないと判定した後に、委
託前サーバジャーナルに新しい委託前サーバジャーナルエントリを追加してもよい。しか
しながら、第２の例示的な同期プロトコルでは、コンテンツアイテム同期エージェント１
１４－２が第１委託要求が送られるときまでにターゲットブロックサーバを選択しなかっ
た場合、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２によってターゲットブロックサ
ーバが指定されないかもしれない。第１委託要求においてターゲットブロックサーバが指
定された場合、新たな委託前サーバジャーナルエントリはターゲットブロックサーバのブ
ロックサーバ識別子を指定してもよい。しかしながら、第１委託要求においてコンテンツ
アイテム同期エージェント１１４－２によってターゲットブロックサーバが指定されない
場合、新しい委託前サーバジャーナルエントリは空の値またはＮＵＬＬ値またはターゲッ
トブロックサーバがまだ選択されていないことを示すブロックサーバ識別子の他の値を有
してもよい。代替として、第１委託要求においてターゲットブロックサーバが指定されな
い場合、変更されたアップロードプロセス１０００のステップ１０１６でメタデータサー
バ１５０によって委託前サーバジャーナルに新しい委託前サーバジャーナルエントリが追
加されることはなく、それは後にコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２によっ
てターゲットブロックサーバが選択された後に追加されてもよい。
【０２５８】
　変更されたアップロードプロセス１０００のステップ１０２０で、ターゲットブロック
サーバを選択した後、コンテンツアイテム同期１１４－２は、ターゲットブロックサーバ
が選択されたことを指定して、メタデータサーバ１５０に「委託前」要求を送信してもよ
い。委託前要求は、所属コンテンツアイテム名前空間のコンテンツアイテム名前空間識別
子や新たなコンテンツアイテムの相対パスや、新たなコンテンツアイテムのコンテンツア
イテムブロックリストなどの他の関連情報を含んでもよい。委託前要求を受信することに
応じて、メタデータサーバ１５０は、第１委託要求に応じて委託前サーバジャーナルに追
加された委託前サーバジャーナルエントリを、ターゲットブロックサーバのブロックサー
バ識別子で、更新することができる。あるいはまた、第１委託要求に応じて委託前サーバ
ジャーナルに委託前サーバジャーナルエントリが追加されていなかった場合、委託前要求
を受信することに応じて、メタデータサーバ１５０は、委託前サーバジャーナルに新たな
委託前サーバジャーナルエントリを追加することができる。このエントリは、ターゲット
ブロックサーバのブロックサーバ識別子と、所属コンテンツアイテム名前空間のコンテン
ツアイテム名前空間識別子と、新たなコンテンツアイテムの相対パスと、新たなコンテン
ツアイテムのコンテンツアイテムブロックリストと、を指定する。
【０２５９】
　変更されたアップロードプロセス１０００のステップ１０３２で、新たなコンテンツア
イテムのコンテンツアイテムブロックのうちターゲットブロックサーバから欠落している
ものはないと判定した後、メタデータサーバ１５０は、委託前サーバジャーナルから新た
なコンテンツアイテムの委託前サーバジャーナルエントリを除去してもよい。あるいはま
た、第２委託要求においてターゲットブロックサーバの識別子が指定されていない場合、
メタデータサーバ１５０は、少なくともひとつの候補ブロックサーバが新たなコンテンツ
アイテムの全てのコンテンツアイテムブロックを保持していると判定した後に、委託前サ
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ーバジャーナルエントリを削除してもよい。ある例示的な実施の形態によると、委託前サ
ーバジャーナルに委託前サーバジャーナルエントリを追加してからある期間が経過した後
、委託前サーバジャーナルエントリを委託前サーバジャーナルから自動的に除去（すなわ
ち、期限切れ）する。これは、変更されたアップロードプロセス１０００が失敗し第２委
託要求がなされることがないような場合に備えて行われる。新たなコンテンツアイテムに
ついて委託前サーバジャーナルに委託前サーバジャーナルエントリが、ターゲットブロッ
クサーバを特定する正当なブロックサーバ識別子を伴って存在することは、ターゲットブ
ロックサーバからのストリーミングダウンロード最適化のために新たなコンテンツアイテ
ムが利用可能であることのシグナルとして作用する。変更されたアップロードプロセス１
０００の残りのステップは、第２の例示的な同期プロトコル動作に関して上述されたよう
に進んでもよい。
【０２６０】
　変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４０２で、ターゲットブロック
サーバを特定する正当なブロックサーバ識別子を伴う、委託前サーバジャーナルの委託前
サーバジャーナルエントリが検出される。検出は、委託前サーバジャーナルエントリが正
当なブロックサーバ識別子を伴って委託前サーバジャーナルに追加されたことに応じて、
または、委託前サーバジャーナルエントリが正当なブロックサーバ識別子を指定すべく委
託前サーバジャーナルにおいて変更されたことに応じて、なされてもよい。
【０２６１】
　変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４０４で、新たな委託前サーバ
ジャーナルエントリの検出に応じて、通知サーバ１４０は、所属コンテンツアイテム名前
空間が設けられている先のパーソナル計算デバイス１１０－２にピンメッセージを送信す
る。
【０２６２】
　変更されたアップロードプロセス１４００のステップ１４０６および１４０８は、第２
の例示的な同期プロトコル動作に関して上述されたように進んでもよい。
【０２６３】
　変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４１０で、メタデータサーバ１
５０はリスト要求を処理する際、上述のようにサーバジャーナル１１１０に新たなサーバ
ジャーナルエントリ１１１２があるかを判定することに加えて、委託前サーバジャーナル
に関連する委託前サーバジャーナルエントリがあるかを判定してもよい。特に、リスト要
求内の現在のクライアントジャーナルカーソル値に関連付けられたコンテンツアイテムの
それぞれについて、メタデータサーバ１５０は、委託前サーバジャーナルにおいて、マッ
チするコンテンツアイテム名前空間識別子を有するひとつ以上の委託前サーバジャーナル
エントリを決定してもよい。そのような委託前サーバジャーナルエントリのそれぞれの情
報は、変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４１４で、リスト要求に対
する応答内で返されてもよい。リスト要求応答内で返される委託前サーバジャーナルエン
トリは、それとリスト要求応答内で返されるより新しいサーバジャーナルエントリ１１１
２とを区別するために、そのようなものとして特定されてもよい。例えば、応答内で返さ
れる委託前サーバジャーナルエントリはジャーナルカーソル値に関連付けられない一方、
応答内で返されるより新しいサーバジャーナルエントリ１１１２はより新しいサーバジャ
ーナルエントリ１１１２のサーバジャーナルカーソル値１１１７に関連付けられてもよい
。
【０２６４】
　変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４１６で、第２の同期プロトコ
ル動作に関連して上述したように、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、
より新しいサーバジャーナルエントリ１１１２のコンテンツアイテムブロックリスト１１
１６によって特定されるコンテンツアイテムブロックであってパーソナル計算デバイス１
１０－２のローカルストレージ１１２－２から欠落しているコンテンツアイテムブロック
を決定する。加えて、変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４１４でコ
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ンテンツアイテム同期エージェント１１４－２によって受信された委託前サーバジャーナ
ルエントリについて、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、変更されたダ
ウンロードプロセス１４００のステップ１４１６の一部として、委託前サーバジャーナル
エントリ内の対応するコンテンツアイテムブロックハッシュによって特定される新たなコ
ンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックのなかにパーソナル計算デバイス１１０
－２で欠落しているものがあるかを判定してもよい。
【０２６５】
　変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４１８の一部で、コンテンツア
イテム同期エージェント１１４－２は、委託前サーバジャーナルエントリで特定されたタ
ーゲットブロックサーバから、パーソナル計算デバイス１１０－２へと、そのような欠落
コンテンツアイテムブロックをダウンロードし、ローカルストレージ１１２－２のプリフ
ェッチキャッシュエリアに格納してもよい。
【０２６６】
　変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４１４で受信された委託前サー
バジャーナルエントリに対応する所与の新たなコンテンツアイテムについて、パーソナル
計算デバイス（例えば、１１０－２）のコンテンツアイテム同期エージェント（例えば、
１１４－２）が、変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４１８でターゲ
ットブロックサーバから新たなコンテンツアイテムのコンテンツアイテムブロックをダウ
ンロードしている間に、別のパーソナル計算デバイス（例えば、１１０－１）の別のコン
テンツアイテム同期エージェント（例えば、１１４－１）が変更されたアップロードプロ
セス１０００のステップ１０２２で新たなコンテンツアイテムの異なるコンテンツアイテ
ムブロックをターゲットブロックサーバにアップロードしていてもよい。例えば、新たな
コンテンツアイテムがコンテンツアイテムブロックハッシュ「Ａ」、「Ｂ」および「Ｃ」
を伴う三つのコンテンツアイテムブロックからなるとする。ストリーミングダウンロード
最適化の一部として、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、コンテンツア
イテム同期エージェント１１４－１がコンテンツアイテムブロック「Ｂ」のターゲットブ
ロックサーバへのアップロードを始める（または終わる）かコンテンツアイテムブロック
「Ｃ」のターゲットブロックサーバへのアップロードを始める（または終わる）前に、タ
ーゲットブロックサーバからのコンテンツアイテムブロック「Ａ」のダウンロードを開始
してもよい。
【０２６７】
　変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４１４で受信されたより新しい
サーバジャーナルエントリ１１１２に対応するより新しいコンテンツアイテムの、ターゲ
ットブロックサーバからダウンロードされたコンテンツアイテムブロックについて、第１
の例示的な同期プロトコルに関して上述されたように、変更されたダウンロードプロセス
１４００のステップ１４２０および１４２２がそのより新しいコンテンツアイテムについ
て実行されてもよい。
【０２６８】
　変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４１４で受信された委託前サー
バジャーナルエントリに対応するより新しいコンテンツアイテムの、ターゲットブロック
サーバからダウンロードされたコンテンツアイテムブロックについて、変更されたダウン
ロードプロセス１４００のステップ１４２０および１４２２は、新たなコンテンツアイテ
ムがオンラインコンテンツ管理サービスに委託された後に変更されたダウンロードプロセ
ス１４００のステップ１４０２にあるように別のピンメッセージをコンテンツアイテム同
期１１４－２が受信するまで、その新しいコンテンツアイテムについて延期されてもよい
。この場合、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、ピンメッセージを受け
取った後、変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４０８で実行されるリ
スト要求に応じて、変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４１４におい
て、いまや委託済みのコンテンツアイテムのより新しいサーバジャーナルエントリ１４１
２を受信するであろう。今や、変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４
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１６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、新しいコンテンツアイテム
の欠落コンテンツアイテムブロックをプリフェッチキャッシュの中に見つけることができ
る。それらはストリーミングダウンロード最適化にしたがい過去にダウンロードされてい
るからである。したがって、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、変更さ
れたダウンロードプロセス１４００のステップ１４１８で、新しいコンテンツアイテムの
コンテンツアイテムブロックをダウンロードする必要はない。第２の例示的な同期プロト
コルに関して上述されたように、変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１
４２０および１４２２はより新しいコンテンツアイテムについて実行されてもよく、これ
は変更されたダウンロードプロセス１４００のステップ１４２０で新たなコンテンツアイ
テムの一部として欠落コンテンツアイテムブロックを格納する際に、プリフェッチキャッ
シュで利用可能なそのような欠落コンテンツアイテムブロックを用いることで行われる。
６．０　ピアツーピア最適化
【０２６９】
　本発明のいくつかの例示的な実施の形態によると、ピアツーピア動作をサポートすべく
同期プロトコルを変更することができる。特に、ダウンロードプロセス７００のステップ
７１６で、または、ダウンロードプロセス１４００のステップ１４１８で、パーソナル計
算デバイスのコンテンツアイテム同期エージェントは、ひとつ以上のブロックサーバから
欠落コンテンツアイテムブロックのうちのいくつかをダウンロードすることに加えてまた
はそれに代えて、ひとつ以上の「ピア（ｐｅｅｒ）」パーソナル計算デバイスから欠落コ
ンテンツアイテムブロックのうちのいくつかまたは全てをダウンロードすることができる
。本明細書で説明される同期プロトコルに対するピアツーピア最適化は、本明細書で説明
されるストリーミングダウンロード最適化とは独立して、またはそれと連携して、用いら
れてもよい。したがって、本セクションにおける変更されたアップロードプロセス２００
、変更されたダウンロードプロセス７００、変更されたアップロードプロセス１０００お
よび変更されたダウンロードプロセス１４００への参照は、本明細書で説明されるピアツ
ーピア最適化の対応するプロセスを参照するものであり、またそれはストリーミングダウ
ンロード最適化を含んでも、含まなくてもよい。
【０２７０】
　要求されるわけではないが、オンプレミスブロックサーバ（例えば、１２０）における
コンテンツアイテムブロックを保持するためのローカルストレージスペースが限られてい
るか、または、ピアパーソナル計算デバイス同士を接続するネットワークがそれらのピア
デバイスをオンプレミスブロックサーバまたはオフプレミスブロックサーバ１３０に接続
するネットワークよりも高い帯域幅および／またはより低いレイテンシを有する場合に、
ピアツーピア最適化が特に有益であろう。
【０２７１】
　本発明のいくつかの例示的な実施の形態によると、ピアツーピア最適化は発見プロセス
およびピアツーピアダウンロードプロセスを含む。発見プロセスは、発見しようとしてい
るコンテンツアイテム同期エージェントに対してコンテンツアイテムブロックを提供する
のに利用可能である、他のパーソナル計算デバイスの他のコンテンツアイテム同期エージ
ェントを発見するべく、パーソナル計算デバイスのコンテンツアイテム同期エージェント
によって、行われる。発見しようとしているコンテンツアイテム同期エージェントがそれ
に対してコンテンツアイテムブロックを提供するのに利用可能である別のコンテンツアイ
テム同期エージェントを発見すると、発見しようとしているコンテンツアイテム同期エー
ジェントは、変更されたダウンロードプロセス７００または変更されたダウンロードプロ
セス１４００の一部として実行されてもよい、ピアツーピアダウンロードプロセスにした
がい、発見されたコンテンツアイテム同期エージェントから欠落コンテンツアイテムブロ
ックをダウンロードしてもよい。
６．１　発見プロセス
【０２７２】
　図１６を参照すると、本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、ピアパーソナル
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計算デバイスを発見するためのプロセス１６００のフロー図である。いくつかの例示的な
実施の形態によると、プロセス１６００はパーソナル計算デバイスのコンテンツアイテム
同期エージェントにより実行される。以下にステップを図１６に示される所定の順番で説
明するが、そうでないと明記または暗示されていない限り、ステップの特定の順番が要求
されているわけではない。さらに、全てのステップが別々の時刻に行われなければならな
いというような要件はなく、いくつかのステップは同時にまたは時間的に重畳して行われ
てもよい。さらに、目の前の特定の実装の要件にしたがい、いくつかのステップは完全に
省かれてもよく、追加的なステップが含められてもよい。
【０２７３】
　「発見しようとしている」コンテンツアイテム同期エージェントが「報知（ａｄｖｅｒ
ｔｉｓｉｎｇ）」コンテンツアイテム同期エージェントを発見する例により、プロセス１
６００を説明する。この例では、パーソナル計算デバイス１１０－１のコンテンツアイテ
ム同期エージェント１１４－１が報知コンテンツアイテム同期エージェントとされ、パー
ソナル計算デバイス１１０－２のコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２が発見
しようとしているコンテンツアイテム同期エージェントとされる。しかしながら、コンテ
ンツアイテム同期エージェント１１４－２を報知コンテンツアイテム同期エージェントと
することも容易であり、またコンテンツアイテム同期エージェント１１４－１を発見しよ
うとしているコンテンツアイテム同期エージェントとすることもまた容易であろう。さら
に、コンテンツアイテム同期エージェントは報知かつ発見しようとしているの両方のコン
テンツアイテム同期エージェントであってもよい。
【０２７４】
　ステップ１６０２で、発見しようとしているコンテンツアイテム同期エージェント１１
４－２は、ネットワーキングポートにおいて「ピアダウンロード報知」を待つ。このコン
テキストで、ひとつのコンテンツアイテム同期エージェントによるピアダウンロード報知
は、ピアダウンロード報知を受信するひとつ以上の他のコンテンツアイテム同期エージェ
ントに、その報知コンテンツアイテム同期エージェントがピアダウンロード報知のパラメ
ータにしたがうコンテンツアイテムブロックのピアツーピア提供のために利用可能である
ことを知らせるよう作用する。ピアダウンロード報知は、接続指向のネットワーキングプ
ロトコル（例えば、ＴＣＰ）や無接続ネットワーキングプロトコル（例えば、ＵＤＰ）に
したがいなされてもよい。いくつかの例示的な実施の形態によると、指定されたネットワ
ーキングプロトコルはＩＡＮＡポート１７５００であり、ピアダウンロード報知は無接続
ネットワーキングプロトコル（例えば、ＵＤＰ）にしたがいなされる。
【０２７５】
　ステップ１６０４で、報知コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１はピアダウ
ンロード報知を生成する。ピアダウンロード報知の生成は、所定の情報を含むひとつ以上
のネットワーキングデータパケットを形成すること（例えば、ＵＤＰパケットを形成する
こと）を含んでもよい。
６．２　ピアダウンロード報知
【０２７６】
　図１７を参照すると、本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、可能なピアダウ
ンロード報知１７００のブロック図である。他の情報に加えて、ピアダウンロード報知１
７００は、プロトコルバージョン１７０２と、ひとつ以上の報知コンテンツアイテム名前
空間１７０４（１）－（Ｎ）と、ポート番号１７０６と、ランダム識別子１７０８と、を
含んでもよい。プロトコルバージョン１７０２は、報知コンテンツアイテム同期エージェ
ント１１４－１によってサポートされているピアツーピア同期プロトコルのバージョンを
特定する。
【０２７７】
　各報知コンテンツアイテム名前空間（例えば、１７０４－２）は、コンテンツアイテム
同期エージェント１１４－１がパーソナル計算デバイス１１０－１についてコンテンツア
イテムブロックを提供するのに利用可能であるときに、そのパーソナル計算デバイス１１
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０－１に設けられたコンテンツアイテム名前空間を特定する。少なくとも、各報知コンテ
ンツアイテム名前空間１７０４は、それが報知している設置コンテンツアイテム名前空間
１７１４を特定する。報知コンテンツアイテム名前空間１７０４はまた、パーソナル計算
デバイス１１０－１に設けられたコンテンツアイテム名前空間に関連付けられた現在のク
ライアントジャーナルカーソル値１７１７を含んでもよい。第１の例示的な同期プロトコ
ル動作のように現在のクライアントジャーナルカーソル値１７１７がブロックサーバに特
有のものである場合、報知コンテンツアイテム名前空間１７０４はまた、パーソナル計算
デバイス１１０－１における現在のクライアントジャーナルカーソル値１７１７に関連付
けられたブロックサーバのブロックサーバ識別子１７１３を含んでもよい。報知コンテン
ツアイテム名前空間１７０４で受信された現在のクライアントジャーナルカーソル値１７
１７は、発見しようとしているコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２によって
、後述のピアツーピア同期プロトコルの一部として、用いられてもよい。
【０２７８】
　ネットワークポート番号１７０６は、パーソナル計算デバイス１１０－１においてピア
ツーピア同期プロトコルサービスが利用可能となっているネットワークポートの番号を知
らせる。ネットワークポート番号１７０６は、他のネットワークサービスによって現在用
いられているデフォルトのポート番号（例えば、１７５００）とは異なるポート番号を知
らせるために用いられてもよい。
【０２７９】
　デバイス識別子１７０８はピアダウンロード報知を生成した報知パーソナル計算デバイ
ス１１０－１を特定するために用いられてもよく、より具体的には、報知パーソナル計算
デバイス１１０－１の報知コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１が、パーソナ
ル計算デバイス１１０－１で受信された全てのピアダウンロード報知のなかで、他のパー
ソナル計算デバイスにより送信されたピアダウンロード報知からそれ自身のピアダウンロ
ード報知を区別するために用いられてもよい。例えば、デバイス識別子１７０８は、報知
コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１によって生成された、確率論的に一意な
文字列であってもよい。
【０２８０】
　ステップ１６０６で、報知コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、発見し
ようとしているコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２に、ステップ１６０４で
形成されたピアダウンロード報知１７００を送信する。ピアダウンロード報知１７００は
、ひとつ以上のユニキャスト、マルチキャストまたは報知ネットワークパケットで送信さ
れてもよい。マルチキャストおよび報知の場合、発見しようとしているコンテンツアイテ
ム同期エージェント１１４－２に加えて、ひとつ以上の他のコンテンツアイテム同期エー
ジェントがピアダウンロード報知１７００を受信しうる。
【０２８１】
　ステップ１６０８で、発見されたコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、
ステップ１６０６で報知コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１によって送信さ
れたピアダウンロード報知１７００を受信する。
【０２８２】
　ステップ１６１０で、発見しようとしているコンテンツアイテム同期エージェント１１
４－２は、ローカルで（例えば、ローカルストレージ１１２－２内に、および／またはパ
ーソナル計算デバイス１１０－２のメインメモリ２００６内に）保持される「ピアデバイ
ス」テーブルを、受信したピアダウンロード報知１７００に基づいて更新する。ピアデバ
イステーブルは、パーソナル計算デバイス１１０－２に設けられた各コンテンツアイテム
名前空間について「ピアデバイスリスト」を保持してもよい。ピアデバイステーブル内の
各ピアデバイスリストは、ピアデバイスリストが対応する先のコンテンツアイテム名前空
間の識別子をキーとしてもよい。
６．３　ピアデバイステーブル
【０２８３】
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　例えば、図１８は、本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、ピアデバイステー
ブル１８００のブロック図である。ピアデバイステーブル１８００はひとつ以上のピアデ
バイスリスト１８０２（１）－（Ｎ）を含む。ピアデバイステーブル１８００には、パー
ソナル計算デバイス１１０－２に設けられた各コンテンツアイテム名前空間についてピア
デバイスリスト１８０２が存在してもよい。ピアデバイステーブル１８００において、各
ピアデバイスリスト１８０２は、そのピアデバイスリスト１８０２が対応する設置コンテ
ンツアイテム名前空間の対応する識別子１８０４をキー（鍵）としてもよい。
【０２８４】
　ピアデバイスリスト１８０２はひとつ以上のピアデバイスエントリ１８０６（１）－（
Ｎ）を含んでもよい。ピアデバイスリスト１８０２の各ピアデバイスエントリ１８０６は
、そのピアデバイスリスト１８０２に対応するコンテンツアイテム名前空間が設けられて
いる先のパーソナル計算デバイスを表す。ピアデバイスリスト１８０２に複数のピアデバ
イスエントリ１８０２がある場合、ピアデバイスリスト１８０２のピアデバイスエントリ
１８０６（１）－（Ｎ）は、ピアデバイスリスト１８０２内で、優先度にしたがい並べら
れてもよい。ピアデバイスリスト１８０２のピアデバイスエントリ１８０６の優先度は種
々の基準に基づいてもよい。ある実装では、ピアデバイスリスト１８０２のピアデバイス
エントリ１８０６は、そのピアデバイスリスト１８０２のそのピアデバイスエントリ１８
０６によって表されるパーソナル計算デバイスからピアダウンロード報知がどれくらい最
近に受信されたかに基づいて優先付けされる。特に、ピアデバイスリスト１８０２のピア
デバイスエントリ１８０６により表されるパーソナル計算デバイスについて、パーソナル
計算デバイス１１０－２によって最も直近に受信されたピアダウンロード報知の送信元の
パーソナル計算デバイスを表すピアデバイスエントリ１８０６が一番として優先付けされ
、最も直近の次に受信されたピアダウンロード報知の送信元のパーソナル計算デバイスを
表すピアデバイスエントリ１８０６が続き、以下同様であって、最低の優先度のピアデバ
イスエントリ１８０６は最も前に受信されたピアダウンロード報知の送信元のパーソナル
計算デバイスを表す。他の実装では、ピアデバイスリスト１８０２のピアデバイスエント
リ１８０６は、対応するクライアントジャーナルカーソル値１８１７の順で優先付けされ
る。そこでは、最も大きいクライアントジャーナルカーソル値１８１７を伴うピアデバイ
スエントリ１８０６が最も高い優先度に関連付けられ、最も小さいクライアントジャーナ
ルカーソル値１８１７を伴うピアデバイスエントリ１８０６が最も低い優先度に関連付け
られる。ピアツーピアダウンロードプロセスに関して以下に詳述されるように、コンテン
ツアイテム同期エージェント１１４－２がパーソナル計算デバイスのうちのひとつを、欠
落コンテンツアイテムブロックのダウンロードを試行する対象として選択するときに、ピ
アデバイスエントリ１８０６を優先付けすることは有益でありうる。
【０２８５】
　図１８に示されるように、ピアデバイスリスト１８０２の各ピアデバイスエントリ１８
０６は、ネットワークアドレス１８１１と、オプションでブロックサーバ識別子１８１３
とクライアントジャーナルカーソル値１８１７と、を含んでもよい。ネットワークアドレ
ス１８１１は、ピアデバイスエントリ１８０６により表されるパーソナル計算デバイスに
ついてのものである。ネットワークアドレス１８１１は、ホスト名またはインターネット
プロトコル（ＩＰ）アドレスであってもよい。ネットワークアドレス１８１１は、ピアデ
バイスエントリ１８０６により表されるパーソナル計算デバイスから受信した直近のピア
ダウンロード報知から決定されてもよく、例えば、パーソナル計算デバイスのピアネット
ワークアドレスから、またはピアダウンロード報知に含まれる情報から、決定されてもよ
い。ピアデバイスエントリ１８０６は、クライアントジャーナルカーソル値１８１７がブ
ロックサーバおよびコンテンツアイテム名前空間に特有である場合、クライアントジャー
ナルカーソル値１８１７とブロックサーバ識別子１８１３とを含んでもよい。クライアン
トジャーナルカーソル値１８１７がブロックサーバ特有でないなら、ピアデバイスエント
リ１８０６はブロックサーバ識別子１８３を省いてもよい。もしあれば、クライアントジ
ャーナルカーソル値１８１７は、オンラインコンテンツ管理サービスに委託された、ピア
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デバイスリスト１８０２に対応するコンテンツアイテム名前空間に対する変更に関してピ
アデバイスエントリ１８０６により表されるパーソナル計算デバイスがどの程度最新かを
表す。クライアントジャーナルカーソル値１８１７がブロックサーバに特有である場合、
クライアントジャーナルカーソル値１８１７は、オンラインコンテンツ管理サービスに委
託され、かつ、ブロックサーバ識別子１８１３により特定されるブロックサーバにアップ
ロードされた、ピアデバイスリスト１８０２に対応するコンテンツアイテム名前空間に対
する変更に関してピアデバイスエントリ１８０６により表されるパーソナル計算デバイス
がどの程度最新かを表す。変更されたダウンロードプロセス７００または変更されたダウ
ンロードプロセス１０００の間に以下に詳述されるようなピアツーピアダウンロードプロ
セスにしたがいピアデバイスエントリ１８０６のクライアントジャーナルカーソル値１８
１７を用いることで、ピアデバイスエントリ１８０６により表されるパーソナル計算デバ
イスからの欠落コンテンツアイテムブロックのダウンロードの試行を行うべきか否かを判
定する。
【０２８６】
　上述の通り、発見プロセス１６００のステップ１６１０で、発見しようとしているコン
テンツアイテム同期エージェント１１４－２はローカルで保持されるピアデバイステーブ
ル１８００を受信したピアダウンロード報知１７００に基づいて更新する。特に、ピアダ
ウンロード報知１７００の各報知名前空間１７０４について、コンテンツアイテム同期エ
ージェント１１４－２は、パーソナル計算デバイス１１０－２に保持されるピアデバイス
テーブル１８００にある対応するピアデバイスリスト１８０２を更新する。そのような更
新は、ピアデバイステーブル１８００に新たなピアデバイスリスト１８０２を追加するこ
と、またはピアデバイステーブル１８００の既存のピアデバイスリスト１８０２を変更す
ること、を含んでもよい。報知名前空間１７０４のコンテンツアイテム名前空間１７１４
について、現在、ピアデバイステーブル１８００内にピアデバイスリスト１８０２が無い
場合、新たなピアデバイスリスト１８０２が追加されてもよい。追加されるピアデバイス
リスト１８０２は、報知名前空間１７０４のコンテンツアイテム名前空間識別子１７１４
をキー（鍵）１８０４としてもよい。追加されるピアデバイスリスト１８０２は、報知パ
ーソナル計算デバイス１１０－１のネットワークアドレス１８１１を有するピアデバイス
エントリ１８０６を含んでもよい。ピアデバイスエントリ１８０６はまた、報知名前空間
１７０４のブロックサーバ識別子１７１３をブロックサーバ識別子１８１３として、報知
名前空間１７０４のクライアントジャーナルカーソル値１７１３をクライアントジャーナ
ルカーソル値１８１７として、有してもよい。報知名前空間１７０４のコンテンツアイテ
ム名前空間識別子１７０４をキー１８０４とする既存のピアデバイスリスト１８０２があ
る場合、既存のピアデバイスリスト１８０２に同様なピアデバイスエントリ１８０６が追
加されてもよい。同じネットワークアドレス１８１１を伴う既存のピアデバイスエントリ
１８０６が既存のピアデバイスリスト１８０２にある場合、ネットワークアドレス１８１
１に対して新たなピアデバイスエントリ１８０６を追加する前に、既存のピアデバイスエ
ントリ１８０６を除去してもよい。あるいはまた、報知名前空間１７０４について単一の
ピアデバイスエントリ１８０６を伴うピアデバイスリスト１８０２を追加する場合につい
て上述した通り、報知名前空間１７０４に基づいて、既存のピアデバイスエントリ１８０
６を更新（例えば、クライアントジャーナルカーソル値１８１７を更新）してもよい。
【０２８７】
　プロセス１６００は経時的に繰り返されてもよい。特に、ステップ１６０４，１６０６
，１６０８，および１６０１０を周期的に繰り返してもよい。この場合、発見しようとし
ているコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、報知パーソナル計算デバイス
１１４－１（および他のピア計算デバイス）におけるピアツーピア同期プロトコルに関連
する変化に関して自身のピアデバイステーブル１８００を最新に保つことができる。関連
する変化は、（ａ）報知パーソナル計算デバイス１１４－１にコンテンツアイテム名前空
間が設けられたとき、（ｂ）報知パーソナル計算デバイス１１４－１においてコンテンツ
アイテム名前空間が外されたとき、および（ｃ）報知パーソナル計算デバイス１１４－１
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においてコンテンツアイテム名前空間（またはコンテンツアイテム名前空間およびブロッ
クサーバ）に対する現在のクライアントジャーナルカーソル値が更新されたとき、を含ん
でもよい。報知パーソナル計算デバイス１１０－１においてこれらの変化のうちのいずれ
かが生じた場合はいつでも、報知コンテンツアイテム同期エージェント１１４－１は、発
見しようとしているコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２（および他のコンテ
ンツアイテム同期エージェント）にピアダウンロード報知１７００を送信し、その変化を
反映させるようにしてもよい。追加的にまたは代替的に、報知コンテンツアイテム同期エ
ージェント１１４－１は、１０秒から２０秒ごとなどの規則的な時間間隔で周期的に新た
なピアダウンロード報知１７００を送信してもよい。ピアダウンロード報知１７００が受
信されるたびに、発見しようとしているコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２
は、受信した報知１７００に基づいて、自身のローカルのピアデバイステーブル１８００
を更新してもよい。
６．４　ピアツーピアダウンロードプロセス
【０２８８】
　図１９を参照すると、本発明のいくつかの例示的な実施の形態に係る、ピアツーピアダ
ウンロードプロセス１９００のフロー図である。プロセス１９００のいくつかのステップ
は、パーソナル計算デバイス（例えば、１１０－２）によって、第１の例示的な同期プロ
トコル動作のダウンロードプロセス７００の、第２の例示的な同期プロトコル動作のダウ
ンロードプロセス１４００の、またはストリーミングダウンロード最適化で変更されたそ
れらのプロセスのうちのいずれかの、サブプロセスとして、実行されてもよい。特に、ダ
ウンロードするパーソナル計算デバイスがステップ７１６またはステップ１４１６でひと
つ以上の欠落コンテンツアイテムブロックを決定した後、ダウンロードするパーソナル計
算デバイスは、ひとつ以上のブロックサーバからそれらの欠落コンテンツアイテムブロッ
クをダウンロードする代わりに、ひとつ以上のピアパーソナル計算デバイスから欠落コン
テンツアイテムブロックのいくつかまたは全てをダウンロードしてもよい。
【０２８９】
　上述の通り、ダウンロードプロセス７００のステップ７１２で、パーソナル計算デバイ
スはパーソナル計算デバイスで生成または更新されるべきひとつ以上のコンテンツアイテ
ムを表すひとつ以上のより新しいサーバジャーナルエントリ４１２を受信してもよい。同
様に、ダウンロードプロセス１４００のステップ１４１４で、パーソナル計算デバイスは
パーソナル計算デバイスで生成または更新されるべきひとつ以上のコンテンツアイテムを
表すひとつ以上のより新しいサーバジャーナルエントリ１１１２を受信してもよい。ダウ
ンロードプロセス７００またはダウンロードプロセス１４００がストリーミングダウンロ
ード最適化で変更されている場合、パーソナル計算デバイスはステップ７１２またはステ
ップ１４１４でそれぞれ、ひとつ以上の委託前サーバジャーナルエントリを受信してもよ
い。全ての場合において、より新しいサーバジャーナルエントリ４１２であるかより新し
いサーバジャーナルエントリ１１１２であるか委託前サーバジャーナルエントリであるか
によらず、各エントリは、パーソナル計算デバイスにおいて生成または更新されるべき新
たなコンテンツアイテムであって、（ａ）そのエントリで特定されるコンテンツアイテム
名前空間に属し、（ｂ）そのエントリで特定されるひとつ以上のコンテンツアイテムブロ
ックにより構成され、ここでそれらのうちのひとつ以上はパーソナル計算デバイスにおい
て欠落しており、かつ（ｃ）そのエントリで指定されるサーバジャーナルカーソル値に関
連付けられている、新たなコンテンツアイテムに対応する。サーバジャーナルカーソル値
は所属コンテンツアイテム名前空間に特有であってもよいし、所属コンテンツアイテム名
前空間および特定のブロックサーバの組み合わせに特有であってもよい。
【０２９０】
　ピアツーピアダウンロードプロセス１９００の以降の説明において、「より新しいエン
トリ」が参照される。ピアツーピアダウンロードプロセス１９００がダウンロードプロセ
ス９００との連携で行われるかまたはダウンロードプロセス１４００との連携で行われる
か、あるいはそれがストリーミングダウンロード最適化を伴うか否か、に依存して、より
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新しいエントリはより新しいサーバジャーナルエントリ４１２、より新しいサーバジャー
ナルエントリ１１１２、または委託前サーバジャーナルエントリに対応しうる。
【０２９１】
　ステップ１９０２で、パーソナル計算デバイス１１０－２のコンテンツアイテム同期エ
ージェント１１４－２は、ひとつ以上のピアパーソナル計算デバイスのひとつ以上のコン
テンツアイテム同期エージェントとのひとつ以上のネットワーク接続を確立する。そのよ
うなネットワーク接続のそれぞれは、トランスミッションコントロールプロトコル（ＴＣ
Ｐ）にしたがい確立されてもよく、また、ＴＬＳやＳＳＬなどの暗号化セキュリティプロ
トコルにしたがい確立されてもよい。パーソナル計算デバイス１１０－２のコンテンツア
イテム同期エージェント１１４－２とピアパーソナル計算デバイスのコンテンツアイテム
同期エージェントとの間で確立されたネットワーク接続は、パーソナル計算デバイス１１
０－２におけるネットワーク接続プールの一部であってもよい。この場合、そのネットワ
ーク接続を複数のピアツーピア動作に亘って再利用することで、ピアツーピア動作のため
にネットワーク接続が必要とされるたびにネットワーク接続を確立することのオーバヘッ
ドを避けることができる。
【０２９２】
　ある例示的な実施の形態によると、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は
、パーソナル計算デバイス１１０－２のピアデバイステーブル１８００のキー１８０４に
よって特定される各コンテンツアイテム名前空間が少なくともひとつのピアパーソナル計
算デバイスによって提供されるのに十分な数のピアパーソナル計算デバイスとのネットワ
ーク接続を確立する。例えば、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２はピアデ
バイステーブル１８０のキー１８０４に亘って繰り返してもよい。各キー１８０４につい
て、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、そのキー１８０４に関連付けら
れているピアデバイスリスト１８０２のピアデバイスエントリ１８０６のうち優先度が最
高のもののネットワークアドレス１８１１のコンテンツアイテム同期エージェントとのネ
ットワーク接続の確立を、もしそのようなネットワーク接続がまだ確立されていない場合
に、試行してもよい。その試行が失敗すると、ピアデバイスリスト１８０２のピアデバイ
スエントリ１８０６のうち優先度が次に高いもののネットワークアドレス１８１１のコン
テンツアイテム同期エージェントとのネットワーク接続の確立の試行がなされてもよく、
そのようなことがネットワーク接続の確立に成功するまで、またはピアデバイスリスト１
８０２にピアデバイスエントリ１８０６がなくなるまで、続く。
【０２９３】
　コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、時々、例えば規則的な間隔で、周
期ベースで、またはピアデバイステーブル１８００に対する更新の後などのイベントの後
に、ステップ１９０２を繰り返してもよい。
【０２９４】
　ステップ１９０４で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、パーソナル
計算デバイス１１０－２において新たなコンテンツアイテムのひとつ以上のコンテンツア
イテムブロックが欠落している場合に、その新たなコンテンツアイテムに対応するより新
しいエントリを取得する。上述の通り、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２
がダウンロードプロセス９００との連携でまたはダウンロードプロセス１４００との連携
で、あるいはそれがストリーミングダウンロード最適化を伴うか伴わないそのようなプロ
セスとの連携で、ステップ１９０４を行っているか否かに依存して、より新しいエントリ
は、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２からのリスト要求に応じてメタデー
タサーバ１５０によってコンテンツアイテム同期エージェント１１４－２に送信されたよ
り新しいサーバジャーナルエントリ４１２、より新しいサーバジャーナルエントリ１１１
２、または委託前サーバジャーナルエントリに対応しうる。
【０２９５】
　ステップ１９０６で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、コンテンツ
アイテム同期エージェント１１４－２が新たなコンテンツアイテムの欠落コンテンツアイ
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テムブロックのダウンロードを試行する先のひとつ以上の「候補」ピアパーソナル計算デ
バイスの集合を決定する。この決定は、ピアデバイステーブル１８００にある情報に基づ
いてもよい。特に、より新しいエントリのコンテンツアイテム名前空間識別子をピアデバ
イステーブル１８００へのキー１８０４として用いることで、コンテンツアイテム同期エ
ージェント１１４－２はピアデバイステーブル１８００においてキー１８０４に関連付け
られたピアデバイスリスト１８０２への参照を取得する。次いでコンテンツアイテム同期
エージェント１１４－２は、より新しいエントリのコンテンツアイテム名前空間識別子に
関連付けられたピアデバイスリスト１８０２のピアデバイスエントリ１８０６のうちのひ
とつ以上のそれぞれについて、そのピアデバイスエントリ１８０６により表されるピアパ
ーソナル計算デバイスからの新たなコンテンツアイテムの欠落コンテンツアイテムブロッ
クのダウンロードを試行すべきか否かを判定する。コンテンツアイテム同期エージェント
１１４－２が、所与のピアパーソナル計算デバイスからの欠落コンテンツアイテムブロッ
クのダウンロードを試行すべきであると判定した場合、対応するピアデバイスエントリ１
８０６は「候補」ピアデバイスエントリ１８０６であると見なされる。そうでなければ、
対応するピアデバイスエントリ１８０６は「候補」ピアデバイスエントリ１８０６とは見
なされない。
【０２９６】
　ある例示的な実施の形態によると、より新しいエントリのコンテンツアイテム名前空間
識別子に関連付けられたピアデバイスリスト１８０２のピアデバイスエントリ１８０６の
全ては候補ピアデバイスエントリ１８０６であると見なされる。他の例示的な実施の形態
では、ピアデバイスリスト１８０２のピアデバイスエントリ１８０６の全てではないいく
つかは候補ピアデバイスエントリ１８０６であると見なされる。すなわち、ピアデバイス
エントリ１８０６のひとつ以上により表されるピア計算デバイスからの欠落コンテンツア
イテムブロックのダウンロードを試行しないという決定がなされる。言い換えると、ピア
デバイスエントリ１８０６は候補から刈り取られる。ピアデバイスエントリ１８０６を刈
り取ることは、異なる複数の基準に基づいてもよい。
【０２９７】
　ある基準によると、より新しいエントリのサーバジャーナルカーソル値およびピアデバ
イスエントリ１８０６のクライアントジャーナルカーソル値１８１７に基づいてピアデバ
イスエントリ１８０６が候補から刈り取られる。特に、ピアデバイスエントリ１８０６の
クライアントジャーナルカーソル値１８１７がより新しいエントリのサーバジャーナルカ
ーソル値よりも小さい場合、ピアデバイスエントリ１８０６は刈り取られてもよい。この
場合、ピアデバイスエントリ１８０６のクライアントジャーナルカーソル値１８１７によ
ると、ピアデバイスエントリ１８０６により表されるピア計算デバイスはより新しいエン
トリの欠落コンテンツアイテムブロックをおそらく保持しない。
【０２９８】
　他の基準によると、もしあればピアデバイスエントリ１８０６のブロックサーバ識別子
１８１３とより新しいエントリのブロックサーバ識別子との間のミスマッチに基づいて、
ピアデバイスエントリ１８０６が候補から刈り取られる。これら二つの識別子の間にミス
マッチがある場合、これは、ピアデバイスエントリ１８０６により表されるピア計算デバ
イスがより新しいエントリの欠落コンテンツアイテムブロックを保持しない蓋然性が、マ
ッチがある場合よりも、高いことを示す。
【０２９９】
　他の基準によると、候補ピアデバイスエントリ１８０６のしきい値（例えば、３）が既
に決まっている場合、ピアデバイスエントリ１８０６は候補から刈り取られる。
【０３００】
　他の基準によると、コンテンツアイテム同期エージェントと、ピアデバイスエントリ１
８０６のネットワークアドレス１８１１のコンテンツアイテム同期エージェントと、の間
のネットワーク接続がまだ確立されていない場合、ピアデバイスエントリ１８０６が候補
から刈り取られる。
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【０３０１】
　ステップ１９０８で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２はピア計算デバ
イスからのダウンロードを試行すべき新たなコンテンツアイテムの欠落しているコンテン
ツアイテムブロックがまだあるかを判定する。もしあれば、プロセス１９００はステップ
１９１０へと続く。なければ、ステップ１９１０で、プロセス１９００はステップ１９０
４に戻り、リスト要求に対する応答のなかに、ピアツーピアダウンロードプロセス１９０
０にしたがう処理の対象となるより新しいエントリがさらにある場合には、次のより新し
いエントリを取得する。処理すべきより新しいエントリがもはやない場合、プロセス１９
００は終了する。リスト要求への応答のなかのより新しいエントリのうち、ピアツーピア
ダウンロードプロセス１９００によって処理されないものは、ダウンロードプロセス７０
０やダウンロードプロセス１４００、および上述のようにストリーミングダウンロード最
適化により変更されたそのようなダウンロードプロセスにより処理されてもよい。
【０３０２】
　ステップ１９１２で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、候補ピア計
算デバイスのそれぞれに対して「ブロック有り」要求を送信する。ブロック有り要求は、
その要求のパラメータとして、欠落コンテンツアイテムブロックのコンテンツアイテムブ
ロックハッシュを指定してもよい。その要求の送信に合わせて、またはその後に、コンテ
ンツアイテム同期エージェント１１４－２はタイムアウト値を伴うタイマを開始してもよ
い。タイムアウト値は、例えば、１秒から１０秒の範囲内のものであってもよい。
【０３０３】
　ステップ１９１４で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、欠落コンテ
ンツアイテムブロックを候補ピア計算デバイスからダウンロード可能であることを示す応
答で、候補ピア計算デバイスのうちの少なくともひとつがブロック有り要求に応答する前
に、タイマが満了したか否かを判定する。タイマが満了した場合、プロセス１９００は終
了する。コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２がピア計算デバイスからのダウ
ンロードに失敗した新たなコンテンツアイテムの欠落コンテンツアイテムブロックについ
て、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、ダウンロードプロセス７００や
ダウンロードプロセス１４００や上述のようにストリーミングダウンロード最適化により
変更されたそのようなダウンロードプロセスにしたがい、ひとつ以上のブロックサーバか
らの欠落コンテンツアイテムブロックのダウンロードを試行してもよい。
【０３０４】
　タイマがまだ満了していない場合、ステップ１９１６で、コンテンツアイテム同期エー
ジェント１１４－２は、欠落コンテンツアイテムブロックを候補ピア計算デバイスからダ
ウンロード可能であることを示す応答で、候補ピア計算デバイスのうちの少なくともひと
つがブロック有り要求に応答したか否かを判定する。もしそうであれば、プロセス１９０
０はステップ１９１８へと続く。そうでなければ、プロセス１９００はステップ１９１２
へと戻る。
【０３０５】
　ステップ１９１８で、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２は、欠落コンテ
ンツアイテムブロックのコンテンツアイテムブロックハッシュを指定して、候補ピア計算
デバイスに取得要求を送信することによって、候補ピア計算デバイスから欠落コンテンツ
アイテムブロックをダウンロードする。コンテンツアイテムブロックが候補ピア計算デバ
イスにおいて例えばプリフェッチキャッシュのなかにコンテンツアイテムの一部として保
持されるかまたはそうでなければ候補ピア計算デバイスのローカルストレージに保持され
る場合、取得要求に対する応答は要求されたコンテンツアイテムブロックを含む。
【０３０６】
　ステップ１９１８で欠落コンテンツアイテムブロックをダウンロードした後、プロセス
１９００はステップ１９０８に戻り、新たなコンテンツアイテムの他の欠落コンテンツア
イテムブロックをダウンロードする。上述の通り、コンテンツアイテム同期エージェント
１１４－２は、予備として、コンテンツアイテム同期エージェント１１４－２がピアツー
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ピアダウンロードプロセス１９００にしたがうピア計算デバイスからのダウンロードに失
敗した新たなコンテンツアイテムの欠落コンテンツアイテムブロックのダウンロードを、
ダウンロードプロセス７００やダウンロードプロセス１４００や上述のようにストリーミ
ングダウンロード最適化により変更されたそのようなダウンロードプロセスにしたがい、
試行してもよい。
７．０　オンプレミスコンテンツ管理サービス
【０３０７】
　いくつかの実施例では、オンラインコンテンツ管理サービスのコントロールプレーンと
メタデータプレーンの機能は、オンプレミスで提供される。特に、（例えば１４０のよう
な）通知サーバ、（例えば１５０のような）メタデータサーバ、及び（例えば１７０のよ
うな）ウェブサイト１７０を含むオンプレミスのコントロールプレーンは、バックエンド
のデータバスによって、オンプレミスブロックサーバ（例えば１２０）と（例えば１８０
のような）オンプレミスのメタデータプレーンとに接続されてよい。この場合、以下に説
明する同期プロトコルの動作は、オンプレミスブロックサーバにコミット（ｃｏｍｍｉｔ
）されたコンテンツアイテムのためのオンプレミスコンテンツ管理サービスに対して実行
されてよい。
【０３０８】
　例えば、上述の第１の例示的な同期プロトコル動作にしたがうアップロードプロセスお
よびダウンロードプロセスは、オンプレミス通知サーバ、オンプレミスメタデータサーバ
、オンプレミスメタデータサーバ、およびオンプレミスブロックサーバを用いて行われて
もよい。例えば、一般性を失うことなく、図５のインタラクション図５００、図６の６０
０、図９の９００、図１２の１２００、図１３の１３００および図１５の１５００におい
て、メタデータサーバ１５０はオンプレミスメタデータサーバに置き換えられてもよく、
通知サーバ１４０はオンプレミス通知サーバに置き換えられてもよく、メタデータプレー
ン１８０はオンプレミスメタデータプレーンに置き換えられてもよく、それら全てはオン
プレミスバックエンドデータバスによって互いに接続されてもよい。オンプレミスコント
ロールプレーン及び／又はメタデータプレーンが使用される場合、オフプレミスブロック
サーバ１３０と比較したときのオンプレミスブロックサーバにコミットされたコンテンツ
アイテムの数に応じて、オンプレミス要素の実装は、オフプレミスコンテンツ管理サービ
スのコントロールプレーンとメタデータプレーンとを実装するために必要なコンピューテ
ィング資源よりも少ないコンピューティング資源（例えばサーバ）を必要とし得る。
【０３０９】
　いくつかの例示的な実施の形態では、オフプレミスメタデータサーバ１５０のみがサー
バコンテンツアイテムジャーナルを維持する一方、他の例示的な実施の形態では、オンプ
レミスメタデータサーバがサーバコンテンツアイテムジャーナルを維持する。例えば、オ
ンプレミスメタデータサーバが用いられる場合、オンプレミスメタデータサーバは、オン
プレミスメタデータサーバに関連付けられたオンプレミスブロックサーバに委託されたコ
ンテンツアイテムについて、オンプレミスメタデータプレーンに、サーバコンテンツアイ
テムジャーナルを維持してもよい。例えば、オンプレミスメタデータサーバは、図４のジ
ャーナル４１０や図１１のジャーナル１１１０や図２２のジャーナル２２１０などのサー
バコンテンツアイテムジャーナルを維持してもよい。
【０３１０】
　いくつかの実施例では、オフプレミスメタデータプレーン１８０のみがユーザアカウン
トレコード（例えば３１０）を格納する一方で、他のいくつかの実施例では、オンプレミ
スメタデータプレーンがユーザアカウントレコードを格納しても良い。例えば、オンプレ
ミスメタデータプレーンは、（例えば、オンプレミスのバックエンドデータバスを介して
）オンプレミスメタデータプレーンに関連付けられたオンプレミスブロックサーバを用い
る、ユーザのためのユーザアカウントレコードを格納して、それらのコンテンツアイテム
をホストしてもよい。オフプレミスメタデータプレーン１８０がユーザアカウントレコー
ドを格納する場合にのみ、オンプレミスメタデータサーバは、ユーザアカウントレコード
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又はそれらの情報に、オフプレミスメタデータサーバ１５０を介してアクセスしてもよい
。
【０３１１】
　いくつかの実施例では、オフプレミスメタデータプレーン１８０のみがリンクされたデ
バイスレコード（例えば８１０）を格納する一方で、他のいくつかの実施例では、オンプ
レミスメタデータプレーンがリンクされたデバイスレコードを維持しても良い。例えば、
オンプレミスメタデータプレーンは、（例えば、オンプレミスのバックエンドデータバス
を介して）オンプレミスメタデータプレーンに関連付けられたオンプレミスブロックサー
バを用いる、デバイスのためのリンクされたデバイスレコードを維持して、それらのコン
テンツアイテムブロックを格納及び検索してもよい。オフプレミスメタデータプレーン１
８０がリンクされたデバイスレコードを格納する場合にのみ、オンプレミスメタデータサ
ーバは、ユーザアカウントレコード又はそれらの情報に、オフプレミスメタデータサーバ
１５０を介してアクセスしてもよい。
８．０　基本的なコンピューティングハードウェア及びソフトウェア
８．１　基本的なコンピューティングデバイス
【０３１２】
　ここで図２０を参照すると、図６は、本発明の実施例が実施され得る基本的なコンピュ
ーティングデバイス２０００を示すブロック図である。コンピューティングデバイス２０
００と、それらの接続、関係及び機能を含むそのコンポーネントとは、例示のみを意味し
、実施例の実装を限定することを意味するものではない。実施例を実装するのに適切な他
のコンピューティングデバイスは、異なる接続、関係及び機能を有するコンポーネントを
含む異なるコンポーネントを有し得る。
【０３１３】
　コンピューティングデバイス２０００は、バス２００２、又はメインメモリ２００６の
アドレス解決を行い、かつ、コンピューティングデバイス２０００の種々のコンポーネン
ト間で及び種々のコンポーネントの中でデータを転送するための他の通信機構を含み得る
。
【０３１４】
　コンピューティングデバイス２０００はまた、情報を処理するための、バス２００２と
結合した１つ以上のハードウェアプロセッサ２００４を含み得る。ハードウェアプロセッ
サ２００４は、汎用マイクロプロセッサ、システム・オン・チップ（ＳｏＣ）、又は他の
プロセッサであり得る。
【０３１５】
　ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）又は他の動的ストレージデバイスなどのメインメモ
リ２００６はまた、情報やプロセッサ２００４によって実行されるソフトウェア命令を格
納するためにバス２００２に結合され得る。メインメモリ２００６はまた、プロセッサ２
００４によって実行されるソフトウェア命令の実行中に一時変数又は他の中間情報を格納
するために使用され得る。
【０３１６】
　ソフトウェア命令は、プロセッサ２００４へアクセス可能な記憶媒体に格納される場合
、ソフトウェア命令で特定される動作を実行するように、コンピュータデバイス２０００
を、カスタマイズされた特定用途のコンピューティングデバイスにする。「ソフトウェア
」、「ソフトウェア命令」、「コンピュータプログラム」、「コンピュータ実行可能命令
」及び「プロセッサ実行可能命令」の語は、人間が読取り可能であるかどうかを問わず、
特定の動作を実行するためにコンピューティングデバイスを指示する任意の機械可読情報
を含むものと広く解釈されるべきであり、これらに限定されないが、アプリケーションソ
フトウェア、デスクトップアプリケーション、スクリプト、バイナリ、オペレーティング
システム、デバイスドライバ、ブートローダ、シェル、ユーティリティ、システムソフト
ウェア、ジャバスクリプト、ウェブページ、ウェブアプリケーション、プラグイン、組み
込みソフトウェア、マイクロコード、コンパイラ、デバッガ、インタプリタ、バーチャル
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マシン、リンカ、テキストエディタを含む。
【０３１７】
　コンピューティングデバイス２０００はまた、静的情報及びプロセッサ２００４のため
のソフトウェア命令を格納するための、バス２００２に結合された読み取り専用メモリ（
ＲＯＭ）２００８又は他の静的ストレージデバイスを含み得る。
【０３１８】
　１つ以上の大容量ストレージデバイス２０１０は、磁性式メモリ、光学式メモリ、半導
体メモリ、光磁気メモリ、フラッシュメモリ、又は他の利用可能な大容量ストレージ技術
などの固定又は取り外し可能な媒体に、情報及びソフトウェア命令を永続的に格納するた
めに、バス２００２に接続され得る。大容量ストレージは、ネットワーク上で共有され得
、又は、専用の大容量ストレージであり得る。通常、大容量ストレージデバイス２０１０
（例えば、デバイスに対するメインハードディスク）の少なくとも１つは、オペレーティ
ングシステム、ユーザアプリケーションプログラム、ドライバ、他のサポートファイル、
及び全ての種類の他のデータファイルを含む、コンピューティングデバイスの動作を方向
付けるためのプログラム本体とデータを格納する。
【０３１９】
　コンピューティングデバイス２０００は、バス２００２を介して、情報をコンピュータ
ユーザに表示するための液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）又は他の電子的な視覚ディスプレイ
などのディスプレイ２０１２と接続され得る。いくつかの構成では、（例えば、抵抗性、
容量性等の）タッチ検知技術を組み込んだタッチ感知表面は、タッチジェスチャ（例えば
指又はスタイラス）入力をプロセッサ２００４へ通信するために、タッチ検知ディスプレ
イを形成するようにディスプレイ２０１２に重畳され得る。
【０３２０】
　アルファベットキー及び他のキーを含む入力デバイス２０１４は、情報及びコマンドの
選択をプロセッサ２００４へ通信するためにバス２００２へ接続され得る。アルファベッ
トキー及び他のキーに加えて又は代わりに、インプットデバイス２０１４は、例えばパワ
ー（オン／オフ）ボタン、「ホーム」ボタン、ボリュームコントロールボタン等の、１つ
以上の物理的なボタン又はスイッチを含み得る。
【０３２１】
　ユーザ入力デバイスの他の種別は、プロセッサ２００４へ方向情報やコマンドの選択を
通信するため、及び、ディスプレイ２０１２上でのカーソルの移動を制御するためのマウ
ス、トラックボール、又はカーソル方向キーなどのカーソル制御２０１６であり得る。当
該入力デバイスは、通常、デバイスが平面上の位置を特定できるようにする第１軸（例え
ば、ｘ）と第２軸（例えば、ｙ）の二軸の２つの自由度を有する。
【０３２２】
　図２０に図示された構成のような、１つ以上のディスプレイ２０１２、入力デバイス２
０１４、及びカーソルコントロール２０１６が、コンピューティングデバイス２０００の
外部コンポーネント（すなわち周辺デバイス）であるいくつかの構成に対し、他の構成に
おいて、ディスプレイ２０１２のいくつか又は全て、入力デバイス２０１４及びカーソル
コントロール２０１６は、コンピューティングデバイス２０００の形成因子の一部として
統合される。
【０３２３】
　ここで開示されるシステム、方法、及びモジュールの機能は、メインメモリ２００６に
含まれる１以上のソフトウェア命令の１以上のプログラムをプロセッサ２００４が実行す
ることに応じて、コンピューティングデバイス２０００によって実行され得る。そのよう
なソフトウェア命令は、ストレージデバイス２０１０などの他の記憶媒体からメインメモ
リ２００６へと読み込まれ得る。メインメモリ２００６に含まれるソフトウェア命令の実
行は、プロセッサ２００４に実施例の機能を発揮させる。
【０３２４】
　実施例の機能及び動作がコンピューティングデバイス２０００のソフトウェア命令を用
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いて全体的に実施される一方、ハードワイヤード又はプログラマブル回路（例えばＡＳＩ
Ｃ、ＦＰＧＡ等）が、目下の特定の実装の要件に従って、他の実施形態において適所で又
は機能を発揮するためのソフトウェア命令との組み合わせで用いられ得る。
【０３２５】
　ここで使用される”記憶媒体”の語は、コンピューティングデバイスを特定の様式で動
作させるデータ及びソフトウェア命令の少なくとも１つを格納する非一時的な媒体として
参照される。そのような記憶媒体は、不揮発性の媒体及び／又は揮発性の媒体を備えても
よい。不揮発性媒体は、ストレージデバイス２０１０などの、例えば、不揮発性ランダム
アクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）、フラッシュメモリ、光学ディスク、磁性ディスク、又は
半導体ドライブを含む。揮発性媒体はメインメモリ２００６などの動的メモリを含む。記
憶媒体の共通の形式は、例えば、フロッピーディスク、フレキシブル・ディスク、ハード
ディスク、半導体ドライブ、磁性テープ若しくは任意の他の磁性データ記憶媒体、ＣＤ－
ＲＯＭ、任意の他の光学データ記憶媒体、ホールのパターン（空孔）を複数有する任意の
物理的な媒体、ＲＡＭ、ＰＲＯＭ及びＥＰＲＯＭ、フラッシュＥＰＲＯＭ、ＮＶＲＡＭ、
フラッシュメモリ、任意の他のメモリチップ、又はカートリッジを含む。
【０３２６】
　記憶媒体は、送信媒体とは区別されるものの、当該送信媒体と連結して使用され得る。
送信媒体は、記憶媒体間で情報を転送することに使用される。例えば、送信媒体は、バス
２００２を備える有線を含む同軸ケーブル、銅線、及び光ファイバーを含む。送信媒体は
また、電波及び赤外データ通信中に生成されるものなどの、音波又は光波の形式をとるこ
ともできる。
【０３２７】
　媒体の種々の形態は、実行のためにプロセッサ２００４への１以上のソフトウェア命令
の１以上のシーケンスの伝達に用いられ得る。例えば、ソフトウェア命令は、リモートコ
ンピュータの磁性ディスク又は半導体ドライブ上でまず伝達され得る。リモートコンピュ
ータは、その動的メモリへソフトウェア命令をロードし、モデムを用いて電話線を介して
ソフトウェア命令を送信し得る。コンピューティングデバイス２０００のローカルなモデ
ムは、電話回線でデータを受信し、データを赤外線信号に変換するための赤外線送信機を
用い得る。赤外線検出機は赤外線信号で運搬されたデータを受信することができ、適切な
回路がそのデータをバス２００２に乗せる。バス２００２は、プロセッサ２００４がソフ
トウェア命令を読み出して実行するメインメモリ２００６にデータを運搬する。メインメ
モリ２００６によって受信されるソフトウェア命令は、プロセッサ２００４によって実行
される前又は実行された後の何れかにストレージデバイス２０１０に選択的に格納され得
る。
【０３２８】
　コンピューティングデバイス２０００はまた、バス２００２へ接続される通信インタフ
ェース２０１８を含み得る。通信インタフェース２０１８は、ローカルネットワーク２０
２２（例えば、イーサネットネットワーク、無線ローカルエリアネットワーク、セルラー
電話ネットワーク、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ無線ネットワーク等）へ接続された、有線又は無
線のネットワークリンク２０２０へ接続する双方向データ通信を提供する。通信インタフ
ェース２０１８は、種々の種別の情報を表すデジタルデータストリームを伝達する電気信
号、電磁信号、又は光信号を送受信する。例えば、通信インタフェース２０１８は、有線
のネットワークインタフェースカード、一体化された無線アンテナを有する無線ネットワ
ークインタフェースカード、又はモデム（例えば、ＩＳＤＮ、ＤＳＬ、又はケーブルモデ
ム）であり得る。
【０３２９】
　ネットワークリンク２０２０は、通常、１以上のネットワークを通じて、他のデータデ
バイスへのデータ通信を提供する。例えば、ネットワークリンク２０２０は、ローカルネ
ットワーク２０２２を通じて、ホストコンピュータ２０２４への又はインターネットサー
ビスプロバイダ（ＩＳＰ）２０２６によって運用されるデータ装置への接続を提供し得る
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。ＩＳＰ２０２６は順に、「インターネット」２０２８として通常参照されるワールド・
ワイド・パケットデータ通信ネットワークを通じてデータ通信サービスを提供する。ロー
カルネットワーク２０２２及びＩｎｔｅｒｎｅｔ２０２８は、デジタルデータストリーム
を伝達する電気信号、磁性信号、又は光信号を使用する。コンピューティングデバイス２
０００への及びコンピューティングデバイス６００からのデジタルデータを伝達する、種
々のネットワークを通じた信号、及び、ネットワークリンク２０２０上の、及び通信イン
タフェース２０１８を通じた信号は、送信媒体の例示の形式である。
【０３３０】
　コンピュータシステム２０００は、ネットワーク、ネットワークリンク２０２０、及び
通信インターフェース２０１８を通じて、プログラムコードを含む、メッセージを送信し
、データを受信し得る。例えば、サーバ２０３０は、インターネット２０２８、ＩＳＰ２
０２６、ローカルネットワーク２０２２、及び通信インターフェース２０１８を通じて、
アプリケーションプログラムに対して要求されるコードを送信してもよい。
【０３３１】
　受信コードは、受信した際にプロセッサ２００４によって実行されてもよく、及び、後
の実行のためにストレージデバイス２０１０又は他の不揮発性のストレージに格納されて
もよく、或いは、そのいずれもが行われ得る。
８．２　基本的なソフトウェアシステム
【０３３２】
　図２１は、コンピューティングデバイス２０００の動作を制御する、採用され得る基本
的なソフトウェアシステム２１００のブロック図である。ソフトウェアシステム２１００
と、それらの接続、関係及び機能を含むそのコンポーネントとは、例示のみを意味し、実
施例の実装を限定することを意味するものではない。実施例を実装するのに適切な他のソ
フトウェアシステムは、異なる接続、関係及び機能を有するコンポーネントを含む異なる
コンポーネントを有し得る。
【０３３３】
　ソフトウェアシステム２１００は、コンピューティングデバイス２０００の動作を方向
付けるために提供される。システムメモリ（ＲＡＭ）２００６及び固定ストレージ（例え
ば、ハードディスク）２０１０に格納され得るソフトウェアシステム２１００はカーネル
又はオペレーティングシステム（ＯＳ）２１１０を含む。
【０３３４】
　ＯＳ２１１０は、プロセス、メモリ配置、ファイル入力及び出力（Ｉ／Ｏ）、及びデバ
イスＩ／Ｏの実行を管理することを含む、コンピュータ動作のローレベルの態様を管理す
る。２１０２Ａ、２１０２Ｂ、２１０２Ｃ・・・２１０２Ｎとして表される１以上のアプ
リケーションプログラムは、システム２１００による実行のために”ロードされ”うる（
例えば、固定ストレージ２０１０からメモリ２００６へ転送される）。アプリケーション
又はデバイス２１００上での使用を意図した他のソフトウェアはまた、ダウンロード可能
なコンピュータで実行可能な命令のセットとして、例えば、インターネット上の場所（例
えば、ウェブサーバ、アップストア又はオンラインサービス）からダウンロード及びイン
ストールするために格納され得る。
【０３３５】
　ソフトウェアシステム２１００は、グラフィカルな（例えば、「ポイント・アンド・ク
リック」又は「タッチジェスチャ」）形式で、ユーザコマンド及びデータを受信するため
のグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）２１１５を含む。これらの入力は順に、
オペレーティングシステム２１１０及びアプリケーションプログラム２１０２の少なくと
も１つからの命令に従ってシステム２１００によって作動され得る。ＧＵＩ２１１５はま
た、ユーザが追加の入力を供給したり、又は、セッションを終了させたりする（例えば、
ログオフする）とすぐに、ＯＳ２１１０及びアプリケーション２１０２からの動作結果を
表示するように務める。
【０３３６】
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　ＯＳ２１１０は、デバイス２０００のベアハードウェア２１２０（例えば、プロセッサ
２００４）上で直接的に実行し得る。代替的に、ハイパーバイザ又は仮想マシンモニタ（
ＶＭＭ）２１３０は、ベアハードウェア２１２０及びＯＳ２１１０の間に割り込んで設け
られ得る。この構成において、ＶＭＭ２１３０はデバイス２０００のＯＳ２１１０及びベ
アハードウェア２１２０の間のソフトウェア”クッション”又は仮想レイヤとして作動す
る。
【０３３７】
　ＶＭＭ２１３０は、１つ以上の仮想マシンインスタンス（「ゲストマシン」）をインス
タンス化し実行する。各ゲストマシンは、ＯＳ２１１０などの「ゲスト」オペレーティン
グシステムと、ゲストオペレーティングシステム上で実行するように設計された、アプリ
ケーション２１０２などの１つ以上のアプリケーションとを含む。ＶＭＭ２１３０は、仮
想オペレーティングプラットフォームを有するゲストオペレーティングシステムを提供し
、ゲストオペレーティングシステムの実行を管理する。
【０３３８】
　いくつかの例において、ＶＭＭ２１３０は、デバイス２０００のベアハードウェア２１
２０上で直接実行されているかのように、ゲストオペレーティングシステムを実行するこ
とを許容し得る。これらの例において、ベアハードウェア２１２０上で直接的に実行する
ように構成されたゲストオペレーティングシステムの同一のバージョンはまた、修正又は
再構成なしにＶＭＭ２１３０上で実行され得る。すなわち、ＶＭＭ２１３０は、いくつか
の例において、ゲストオペレーティングシステムに対する完全なハードウェアとＣＰＵ仮
想化とを提供し得る。
【０３３９】
　他の例において、ゲストオペレーティングシステムは、効率的にＶＭＭ２１３０上で実
行されるように特別に設計されるか、又は、構成されてもよい。それらの例において、ゲ
ストオペレーティングシステムは、仮想マシンモニタ上で実行する「気付かれるもの」で
ある。すなわち、ＶＭＭ２１３０は、いくつかの例において、ゲストオペレーティングシ
ステムに対して準仮想化を提供することができる。
【０３４０】
　上述の基本的なコンピュータハードウェア及びソフトウェアは、実施例を実施するため
に採用されうる基本的な下層のコンピュータコンポーネントを示す目的で提示される。し
かしながら、実施例は、任意の特定のコンピューティング環境又はコンピューティングデ
バイス構成に限定される必要はない。代わりに、実施例は、この開示の観点で当業者がこ
こで提示された実施例の特徴又は機能を支持することが可能なものとして理解しうる任意
の種別のシステムアーキテクチャ又はプロセッシング環境で実施され得る。
９．０　拡張及び代替例
【０３４１】
　前述した明細書において、本発明の実施例について多数の特定の詳細を参照して説明し
た。しかしながら、詳細は手近な特定の実装に対する要求に従って実装ごとに変化し得る
。実施例は、従って、限定的な意味というよりはむしろ例示とみなされるものである。
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